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第一章










がっかりな香ホン港コン旅行




　東京で働いている二十五歳のＯＬ・水みず野の栞かん南なは、一月二日から五日まで、正月休みに香港へ旅行に来ていた。

　楽しみにしていたのに、到着した次の日に体調を悪くしてほとんど観光ができなかった、あっという間の四日間。熱と腹痛のせいだ。原因はわからないが、年末に風か邪ぜをひいてしまい体調が完璧じゃなかったことに加え、到着日に食べたものも影響したようだ。ヴィクトリア・ハーバーが見える九クー龍ロン島サイドのホテルに滞在していたのが、せめてもの救いだ。

　今、栞南はチェックアウトする前に、窓から望める香港島サイドに建ち並ぶビル群の光景を、最後の見納めと焼きつけるように見ていた。

　景色は素晴らしく、朝は霞かすみがかったハーバー沿いのビル群に、のぼってくる太陽のオレンジ色が当たり、神こう々ごうしく感じる。

　この旅行中、部屋の窓から高層ビルの夜景ばかり眺めて過ごしたことを思い出し、ローズ系のルージュを薄く塗った唇から大きなため息を漏らす。

（せっかくの香港旅行だったのに、具合が悪くなるなんて……）

　ヴィクトリア・ハーバーでは毎晩、二十時から約十五分間、音と光のショーが行われる。でもホテルからヴィクトリア・ハーバーまでは少し距離があるため、窓からショーを観ることはできない。観光ができないまでも、ショーだけは近くで観賞したかったと、がっかりしている。

　十二月の中旬に急きゅう遽きょ、香港旅行が決まってから買ったガイドブック。

　主要な観光ポイントを回ろうと何度も見て勉強し、今では読み込まれて年季の入った本のようになっている。

　ホテルで寝ているときも、治ったらすぐに出かけようと、ガイドブックは枕元から離さなかった。

「また来たいな。次は絶対にヴィクトリア・ピークに行って、百万ドルの夜景を見てやるんだからっ」

　窓から見えるビル群に向かって言うと振り返り、ベッドの上の大きめのバッグを肩から斜めがけにした。右手でピンク色のスーツケースを引き、部屋を出る。

　エレベーターホールでエレベーターの到着を待つ間、腕時計で時間を確かめる。

　実は、一緒に香港へ来た人がいる。大学のときの友人、星ほし野の 彩あやだ。彼女に誘われ、栞南は香港へやってきたのだ。

　といっても、行動は別。彼女には、香港で働く日本人の恋人、本ほん田だ雄ゆう二じと過ごすという目的があった。台タイ湾ワン、グアム、ハワイと三度ほど海外旅行の経験がある栞南は、旅行に必要な英会話ならなんとかできるので、到着後ひとりの行動でも問題なかった。

　彩は大学時代の同じ学部の友人。同窓会でお酒が入り、久しぶりに会った彼女に、栞南は自分の悩みを打ち明けた。

　内容は、つい一ヵ月前に、九ヵ月間付き合った男性と別れ、同じ会社で働いているその元彼のせいで居心地が悪いということ。元彼は栞南と付き合っていたのに、常務の娘に心が動いてしまったのだ。

　香港旅行が決まった話の発端は思い出せないが、気づけば一緒に行く約束をしていた。翌日、自分の部屋で目が覚めても、旅行の話が盛り上がったのをはっきり覚えていたし、気持ちを整理するために、異国への旅行は最適に思えた。

　彩は何度か香港を訪れていて、慣れていると聞いたから、ふたりで観光するのを楽しみにしていたのに、旅行当日、空港で合流した彩に『恋人の雄二が休暇を取ってくれたから一緒に行動はできない』と言われて愕がく然ぜんとした。

　ふたりは大学の友人だけど、お互いのことをほとんど知らない。思い返してみれば、数回カフェやカラオケに行ったくらいの仲。特に親しかったというわけではないから、行きの飛行機では大学の思い出話に花を咲かせることもなかった。

　彩は到着するまで、香港の金融機関で働いている雄二の話を、傷心中の栞南にのろけた。到着後も、迎えに来た雄二を紹介され、ふたりの甘い雰囲気に、ひとり身の栞南は少々つらいと感じてしまった。

　栞南は短い三泊四日の香港旅行だったけど、彩は日本へ帰らず、雄二の元にしばらく滞在する予定。

　日本へ帰る飛行機の出発まではまだ五時間ほどあり、せっかくの旅行で体調を崩した栞南を気の毒に思った彩が、香港での最後の食事に誘ってくれている。

　エレベーターでロビーに下りてフロントカウンターに向かっていると、明るい声で名前を呼ばれた。

「栞南！」

　足を止めて声のしたほうを向くと、ロビーのソファに深く座った彩が手を振っていた。真っ黒なストレートの髪を肩甲骨までの長さにしている、クールビューティーな見た目の彼女。職業はネイリスト。大学在学中に資格を取得していた。今日も長い爪つめに個性的なネイルを施している。

　彩を見ていると、自分もあのくらいに髪を伸ばして、カッコよく生きていければな、と思う。

　現在の栞南の髪は、肩までのミディアムボブ。生まれたときから髪の色がブラウンで、柔らかい髪質に緩い癖っ毛。ここ四年間はずっと同じ髪型だった。

（日本に戻ったら、イメチェンしてみようかな。きっぱり過去と決別するために、会社も辞める？　でも一応、商社だから……普通の会社の一般事務よりはお給料がいいし……）

　栞南は一般職として食品管理部で働いている。別れた男のために、この就職難の時代に辞められるわけがない。

　恋人と別れたばかりだから、今は誰とも付き合いたいと思わない。もしかしたら、一生独身ってことになるかもしれない。裏切られて、男を信じられなくなっていた。

（カッコよく仕事してお金を稼いで、いろいろなところへ旅行したい）

　そう考えたところで、脳裏に浮かんだひとりの男性。

　香港に着いた日の夜、九龍島の西端に位置する有名な最高級ホテルで、奮発してひとりで夕食をとっていたときに、アジアンビューティーな女性を連れて隣のテーブルに座った男性のことだ。

　ふいに目と目が合って、心臓が跳ね上がったのを今でも覚えている。

　ブラックフォーマルのスーツがよく似合う体たい躯く。服の上からでも引きしまった身体が想像できた。スーッと通った高い鼻、シャープな目元、しっかりした顎あご……そのすべてから意志の強さも感じられた。

　それと同時に信じられないほど色気があり、危険な雰囲気をどことなく匂わせていて、そんな男性を近くで見るのは初めてだった。そのときの栞南の心臓は、暴れたまま静まることがなかった。

　だけど隣に座ったそのカップルは、楽しそう。美人の連れがいる彼に胸をドキドキさせながら、ひとり寂しく食事をする自分は惨みじめに思えた。

　そのあと、香港でやりたいことのひとつとして、ガイドブックに夜景が素晴らしいと載っていた最上階のバーでカクテルを飲んでいた。そこへ、二十代と思われる金髪の男性がしつこく『一緒に飲まないか』と誘ってきた。

　いくら不機嫌そうに断っても、金髪男性は引かない。困ったところを助けてくれたのは、さっきの男性だった。隣には先ほどの美しい女性もいた。

　金髪男性が栞南の腕を強引に掴つかんだとき、女性連れの彼は『ここは一流ホテルだ。女が欲しいなら別のところでやってくれないか？　彼女が嫌がっている』と冷静な口調で言い放った。そして栞南には凛りんとした声色で『大丈夫？　こういうときはウエイターを呼ぶといい。そうすれば保安係がやってくるから』と教えてくれた。

　彼は金髪男性に対しては英語だったが、栞南には日本語で話しかけてきた。日本語は発音なども完璧だったけれど、あまりに整いすぎている容姿のせいで、彼が本当に日本人なのかは不明だった。

　しぶしぶ去っていく金髪男性を見てホッと安あん堵どしたものの、ステキな男性を前にして緊張してしまい、栞南はお礼を言いながら頭を下げるのが精いっぱいだった。

　魅惑的な彼との出会いを思い出していた栞南は、そこでハッと我に返る。

「ごめん、彩！　今チェックアウトするから！」

　小さく手を振って、彩に声をかけた。『それくらいわかっている』と言わんばかりに彼女は笑う。

　カウンターの前に立つと、フロントの男性が小さく微ほほ笑えむ。

　チェックアウトの手続きを済ませ、空港へ出発するまでの間、スーツケースを預けると、栞南はスマホを弄いじっている彩に近づいた。

「お待たせ」

　彩はゆっくりと立ち上がる。ストレートの髪がさらっと肩を流れ、美しい。栞南はますます髪を伸ばしたくなった。

「体調はどう？　十二時に予約を入れてあるの。こっちへ来てまだ飲ヤム茶チャは食べていなかったんでしょ？」

「うん。体調はもう大丈夫。飲茶、食べたかったんだ！」

　熱と腹痛は治まったが、だるさは少し残っている。飛行機に乗ったらすぐに眠ってしまいそうだ。

「ヴィクトリア・ハーバーを眺めながら食べられるところよ。景色、近くで見られなかったでしょう？　少しでも楽しんでもらえればと思って」

　栞南は彩の優しさにうれしくなる。

「ありがとう。飲茶もだけど、景色も楽しみだよ」

　ホテルを出ると、何度も香港へ来ている彩は地元の人のようにすいすいと道を歩き始めた。

　やがて今ふたりがいる九龍島と、向こう側の香港島の間を就航しているスター・フェリー乗り場を右手に見ながら通り過ぎる。行き交う人々は、スマホやカメラを手にしている観光客ばかりだ。

「わあ！」

　ポストカードなどによく使われているヴィクトリア・ハーバーの景色が大きく目に飛び込んできて、栞南は感嘆の声を上げた。

　ホテルの部屋の窓から遠目に眺めてはいたが、近くだとやはり圧巻で、ずっと見ていたくなる。昼間でもこうなのだから、ビル群の明かりが美しい夜はもっとそう思うだろう。

　今の日本の季節は、コートが必要な真冬。でもここ香港の一月の気温は、平均二十度前後。軽装で歩けて、そよそよとした風が気持ちいい。

「香港ってステキなところだね。ここで働ける彩の恋人がうらやましいよ」

「まあね。早く日本に戻ってきてほしいんだけど、あと数年は無理みたい」

　栞南とは正反対に、見慣れた景色を気にも留めず、さっさと目的地に向かう彩。栞南はゆっくりしていられないことにがっかりしながら、足を速める。

「ここよ」

　少し歩いたのち、彩が立ち止まって店を指差す。その店名に栞南は瞳を輝かせた。ガイドブックに載っており、行きたいと思っていたところだった。

「ここ、有名な飲茶のお店だよね!?　彩、ありがとう！　ここに来たかったの！」

「それはよかったわ」

　飛び跳ねんばかりに喜ぶ栞南に、彩はそっけなく微笑んだ。

　彼女はドアを開けて、予約していることを英語で店員に知らせる。

（何度も来ていると、感動が薄れていくのかな……）

　喜ぶ自分がバカみたいに思えてきたが、それでもいいと首を小さく横に振り、栞南はあとに続いた。

　階段を上がると、二階のフロアに丸テーブルが並んでいた。ふたりはヴィクトリア・ハーバーと、海を挟んだ向こう側の香港島の摩天楼を見渡せる席に案内された。

　注文は紙のメニューリストにチェックを入れる方式。日本語のメニューは写真付きだった。日本人が多く来るのだろう。

「あ、かわいい！」

　栞南が指差したのは、金魚の形の点心だ。

「飾り点心が日本人には有名だけど、現地の人はほとんど食べていないわよ。でも栞南のために来たんだから、好きなものをオーダーして。雄二のおごりだし」

「ええっ？　彼氏さんの？」

「そうよ。せっかく旅行に来たのに体調が悪くなってしまったことを言ったら、気の毒がっていたから。あと、栞南に頼みたいことがあるの」

　先にオーダーしたジャスミンティーが、陶器のポットで運ばれてくる。

「頼みたいこと？」

　栞南は不思議そうな顔で彩を見た。

「雄二の友達の誕生日がもうすぐなんだけど、プレゼントがちょっと高価なもので、送るときに欠けたり割れたりしたら困るから、栞南に日本へ持っていってほしいの。郵送だと、どんなふうに運ばれるのかわからないじゃない？　受け取る人からあとで栞南へ電話するように言っておくから。ね？　いいでしょ？」

　つまらなそうな先ほどの表情とは打って変わって、にっこりと魅力的な笑顔を向けられ、栞南は戸惑う。

「でも、割れたら嫌だし……」

「強い衝撃を受けなければ大丈夫。中身は翡ひ翠すいの置物だから、簡単には割れないわ。万が一、割れたとしても責任は問わないよ。厚意で持っていってくれるんだから」

「う、うん……」

　目の前に、リボンをかけた五センチ四方の小さな箱を出される。考えていたものよりも小さくて、これならバッグの中に入れても荷物にならないと思った。

「このくらいならいいよ」

「栞南！　ありがとう！　じゃあ、栞南の番号、相手に教えておくから」

　知らない人に電話番号を知られるのは少し抵抗があるが、仕方ないと頷うなずく。

　そこへ、オーダーした点心やピータン入りのおかゆが運ばれてきた。

　栞南は預かった小さな箱を、バッグの中に丁寧にしまった。




　そろそろ食事が終わるという頃、彩は「電話をかけてくる」と言って中座した。

　そこでようやく、栞南は窓からの景色をゆっくり眺めることができた。

　お腹は満足したし、ジャスミンティーが口の中をさっぱりさせてくれて、気分が少しよくなった。

（香港旅行は、意外と思い出深いものになったかも。またこの景色を見に来よう）

「お待たせー。行こうか」

　戻ってきた彩はスマホをバッグに入れ、長財布を取りだした。

「彼氏さんに、ごちそうさまって言っておいてね？」

「お礼を言うのは雄二のほうよ。大事なものだから、くれぐれもよろしくね」

「了解！」

　栞南は元気よく返事をした。










突然の拉致




　レストランを出て、再び歩いてホテルに戻り、スーツケースを受け取ると、彩と共に九龍駅に向かった。ホテルからタクシーで十分ぐらいのところだ。

　タクシーを降り、駅の中にある搭乗予定の航空会社カウンターの前で、ふたりは立ち止まった。

　時刻は十三時過ぎ。出発までまだかなり余裕がある。

「それじゃあ栞南、気をつけて帰ってね」

「うん。またね」

「日本へ戻ったら連絡するわ。プレゼント、大事に持っていってよ。絶対になくさないでね！　あ、日本の税関検査では、預かったものがあるって申告しないように。没収されちゃうかもしれないから。じゃあね、バイバイ」

「えっ!?」

　彩の言葉にギョッとして聞き返そうとしたものの、彼女はすでに建物の出入口に向かっていた。

　スリムなジーンズで細い脚を際立たせて去っていく彩の後ろ姿に、ため息が漏れる。

（大丈夫かな……預かったものは、没収されてしまうかもしれないものなの？　引き受けなければよかったかも）

　後悔しながら、栞南は航空会社カウンターに近づく。

　パスポートと予約確認書を係の女性に見せて、スーツケースを預け終えた。

　空港に向かう電車に乗る前に、お手洗いに行っておこうとレストルームを探す。

「あった！」

　建物の隅にあるレストルームに入り、用を済ませて、洗面台の鏡の前でバッグからルージュを取りだすと薄く塗る。

　昼食で食べた飲茶の辛いたれが唇について少しヒリヒリしており、ルージュで嫌な感じをごまかした。

「さてと、行きますかっ。空港でお土産みやげ買いたいし」

　もっと香港にいたい気持ちを吹っきるように、ひとり呟つぶやいた。

　まだなにも香港のお土産を買っておらず、北海道の実家の両親のためになにかが欲しかった。

　くるっと出入口のほうを向いたとき、驚くことに、冠婚葬祭で着るような真っ黒のスーツを着た男三人が、栞南の目の前に立ちはだかった。全員黒いサングラスをかけていて、その表情は見えない。体格のいい男たちの出現に、栞南は目を丸くして固まってしまう。

（ここって、女子トイレだよね？）

「あ、あの、ここは女子の……」

　日本語が通じるかわからないが、栞南はおそるおそる言葉にした。

　そこで、さっとサングラスを外したひとりの男に、「ミズ・カンナ・ミズノ？」と丁寧に聞かれる。見上げるぐらい背が高いその男は、きりっと上がった眉に、一ひと重えの鋭い目。わりと薄めの唇は大きくて、肌は浅黒く、中国人か香港人に見えた。

　予想外の穏やかな声のトーンに、栞南は思わず素直に「イエス……」と答えていた。

　しかし次の瞬間、男のひとりが栞南の後ろに回り込み、羽交い絞めにする。

「っ……嫌っ！　なんなのっ!?」

（どういうこと？　この人たち誰なの？）

　栞南の脳裏に浮かんだのは、〝香港マフィア〟という言葉。

「離してっ！　きゃー……！」

　きつく絞め上げられ、栞南の身体が浮いた。恐怖に襲われながらも足をバタバタさせていると、別の男がポケットから白いハンカチを出して、栞南の鼻と口を塞ふさいだ。

　甘くて鼻に抜けるようなスーッとした匂いを思いっきり吸ってしまうと、栞南の記憶はそこで途切れた。

　意識のない栞南は、後ろの男に抱き上げられる。栞南に名前を確認した男はポケットからスマホを取りだすと、どこかへ電話をかけた。

「蓮れん様、確保しました」

『尾行に気をつけろよ』

「はい。すぐに連れていきます」

　彼は電話を切ると、残りの男たちに頷き、レストルームから出ていった。




「うう……ん……」

　ベッドサイドのランプだけが点ついた薄暗い部屋のベッドの上で、栞南は目を覚ました。パチッとまぶたを開けた途端、拉致されたときのことを思い出し、急いで起き上がる。

「こ、ここはっ!?」

　目を凝らして部屋をぐるりと見渡すと、四メートルほど離れたところにあるひとりがけのソファに男が座っていることに気づく。ランプの灯りはそこまで届かず、男の顔は見えない。

　栞南は本能的にその男から離れようと、ベッドの反対側に下りた。

「わ、私になんの用なの!?」

　金切り声に近い声色で叫んでいた。

　着ている服に乱れたところはなく、安堵する。しかし、なんの目的で自分が拉致されたのかまったくわからず、栞南の顔は引きつったまま。

　男の様子でわかるのは、長い脚を優雅に組んでいることと、身長が高そうだということだけ。

「そんなに警戒しなくてもいい。悪いようにはしない」

　日本語だった。艶つやっぽい低めの声で、静かな口調だ。

　彼はゆっくり立ち上がると、栞南に背を向け、部屋のライトを点けた。

「警戒するに決まってます！　あっ！　今、何時っ!?」

　明るくなり、豪華な室内が浮かび上がるが、栞南の意識の先は自分の腕時計だった。時刻を見ると、十九時。

　予約していた飛行機はとっくに旅立ってしまっていた。もうすぐ羽はね田だ空港に到着する頃。

「飛行機！」

　青ざめてパニックになる一歩手前の栞南は、陸に上がった魚のように口をパクパクさせ、慌てる。

　向こうを向いている男は室内の受話器を取り、落ち着いた口調で、栞南には理解できない言葉でなにか話している。

（この人、日本人？　それともこっちの人？）

　どうやら現地の広カン東トン語を話しているらしい男の様子に、再び〝香港マフィア〟の文字が浮かぶ。

（冷静にならなきゃ）

　自分に言い聞かせるものの、全身が小刻みに震えている。

（『悪いようにはしない』って、信用できるわけない。私、香港の海に沈められちゃうかもしれない。逃げなきゃ！）

　部屋の中央のベッドから四メートルほど先にドアがあり、男の位置は、栞南から見て右手のひとりがけのソファに並ぶデスクのそばだ。ドアまでは栞南のほうが近い。身体を奮い立たせ、なんとかドアに向かって走りだす。

「おいっ！」

　豹ひょうのごとく素早い動きで追いついた男は、ドアノブを掴もうとしていた栞南の右手首を握る。

「嫌っ！　離してっ！　私を誘拐しても、お金なんて入りませんよ！」

（人から恨まれるようなことをした覚えはないから、身代金目的の誘拐なのかもしれない……）

　右手首を強く掴まれても、栞南はひるむことなく無我夢中で身体を動かした。長身の男はほとんどその場から動かずに、暴れる栞南の身体を押さえ込む。

　体格差は歴然としており、栞南が男に勝てるわけはない。それでも身の危険に、気が狂ったように暴れ続けた。

「離してくださいっ！」

「落ち着け！　お前をどうこうしようと思っているわけじゃない」

　男の言葉には聞く耳を持てず、空いている左手を乱暴に振り上げる。その手は男の顎にヒットし、「うっ！」と低い声が漏れた。

「おとなしくしろ！」

　ドスの利いた声でびしっと言われた途端、目の前が真っ暗になり、栞南の身体がぐらっと揺れた。

「あっ……」

　突然の眩暈めまいに、左手を額に置いてうつむき、堪こらえていると、掴まれていた右手が離された。

　全身の血が足先に下がっていくような感覚に襲われながらも、今が逃げるチャンスだ、と朦もう朧ろうとする頭で考える。

　栞南はよろめきながらドアノブを掴むと、大きくドアを開けた。

　そこで目にしたのは、テーブルを囲むようにソファに座る、黒ずくめの男たちだった。ドアの向こうは出入口ではなく、部屋が続いていたのだ。

「きゃっ……！」

　栞南の姿を見た瞬間、ソファに座っていた男たちが俊敏に立ち上がる。廊下に出られるとばかり思っていた栞南は、彼らを見て逃げられないと悟り、悲鳴が口から小さく出た。

　気分が悪くなり、その場にへなへなと座り込む。心臓が破裂しそうなほどの恐怖。

　ひとりの男が栞南に近づいてくる。足音は絨じゅう毯たんに吸収されてまったく聞こえず、静寂がさらに栞南の恐怖心を煽あおる。

（殺される！）

　栞南の荒い呼吸しか聞こえない。

　気を失えるものなら失いたい。しかし、込み上げる吐き気と眩暈に襲われるばかりで、意識はしっかりしている。

「蓮様、大丈夫ですか？　顎が赤いですよ」

　近づいてきた男が日本語を話す。九龍駅のレストルームで栞南の名前を確認した男だった。その彼が、栞南の後ろにいる先ほどの長身の男に声をかけた。

「ああいうのを火事場の馬鹿力っていうんだな」

　栞南の聞き間違いなのか、楽しげな声に聞こえ、思わず後ろを振り返り、仰ぎ見る。彼は長い指で顎を軽く擦さすっていた。

　次の瞬間、栞南は目を丸くさせ、「あっ！」と驚きの声を上げる。

　後ろに立っていたのは、香港初日に最高級ホテルのバーで金髪男性から助けてくれた男だった。

　栞南の背筋をぞくりとさせた、色気のある男。栞南を見下ろす瞳は、危険をはらんだ黒曜石のように研ぎ澄まされていて、鋭い。

　スラリとした肢体に高級そうなスーツを着こなした彼の容姿は、二十代後半に見えて若そうだが、雰囲気が堂々としすぎていて年齢不詳だ。

　動揺で、栞南の吐き気と眩暈は一瞬にして消え去った。

「ダニエル、ルームサービスを頼んだから、注意を払ってくれ」

「かしこまりました、蓮様」

　栞南を拉致した浅黒い男は、『ダニエル』というようだ。そして、ここで一番の権限があるらしい男は『蓮様』と呼ばれている。

　ダニエルが部屋にいる男たちに小さく頷くと、彼らは出ていった。

　蓮は絨毯の上にペタンと座り込んでいる栞南の両腕を掴むと、立ち上がらせ、ソファに座らせた。

「どういうことなんですか!?」

　栞南は落ち着かなくてすぐに腰を上げる。まだふたりの男は立ったままだ。

「座れよ。眩暈がするんだろ。それとも演技か？」

　蓮が栞南の肩に手を置いて軽く押すと、お尻がストンと豪華なソファに沈む。

　あのとき助けてくれた人でも、自分をひどい目に遭わせないとは限らない。栞南は警戒心を解かずに、斜め前のソファに腰を下ろした男に視線を向ける。

「水野栞南、二十五歳。実家は北海道。北きた本もと商事の食品管理部に勤めている。同じ会社で働く男と別れたばかり。香港へ来たのは傷心旅行のつもりか？　現在、都内のマンションでひとり暮らし」

　自分のことを、なにも見ずにさらさらと言ってのける蓮に、栞南の眉根がきゅうっと寄る。

「なんで私のことを調べたんですか？　どうして私がこんな目に遭うんですか？　飛行機、乗れなかったじゃないですか！　あ！　スーツケースも！」

　スーツケースは、あのまま羽田空港まで行ってしまった。

　無性に悲しくなって、目頭が熱くなってくる。

「落ち着いてくれないか？　キーキー叫ばれると疲れる。お前に危害は一切加えないから、安心しろ。約束する。スーツケースは隣の寝室だ。用事が済んだらファーストクラスに乗せて日本へ帰してやる」

　パニックに陥る栞南の様子にうんざりしたような表情の蓮だが、落ち着かせようとする声には説得力がある。

「えっ!?」

（私に危害は一切加えない？　どういうこと？　スーツケースもあるって？　用事が済んだら？　……わからないことだらけで、頭がおかしくなりそう）

「必要なのはこっちのほうだ」

　蓮は自分の隣に立つダニエルが持っているキャメル色のバッグを、顎で示した。

「私のバッグ？　どうしてそれが必要なんですか？　あなた方が欲しがるものなんて入っていません！　もしかしてパスポートですか？　偽造してバイヤーに売るとか？」

　栞南は不思議そうな声を出すと、蓮を大きな目で睨にらみつけた。

「お前、テレビの観すぎだ。そんなものが欲しいんじゃない」

　蓮がダニエルに頷くと、ダニエルは栞南のバッグを逆さまにして乱暴に振った。

「ああっ！　なにするんですか！　ひどいっ！」

　バラバラと大理石のテーブルの上に落ちる化粧ポーチ、パスポート、エアチケット、財布、ガム、メモ帳、ペン……。

　そして今までの信じられない出来事で忘れていたが、彩から預かった小さな箱が、ゴトッと音をたてて転がった。

「これだ」

　蓮は緑色のリボンで包装されたその箱を手にして、栞南に見せる。

「それはダメです！　人から預かったものなんです！」

　栞南は腰を浮かせて蓮から箱を取り上げようとしたが、素早くよけられ、手が空を切る。

「これは、星野 彩から預かったものだろう？」

　箱を取れなくて悔しい顔をしている栞南に、蓮は小さく鼻で笑った。

「どうして彩の名前を？」

「彼女は仲介人で、本当の持ち主は本田雄二だ」

　ふたりの名前を言われて、呆あっ気けに取られる。

「あなたは彩たちの友人なんですか？」

「やつらの友人なんかじゃない。そんなことを考えただけで虫むし唾ずが走る」

　蓮は端正な顔を歪ゆがめ、不機嫌そうに言い放つ。彩たちに嫌悪感があるようだ。

「どうやら本田の正体を知らないで、これを受け取ったようだな。そんなことだろうと思ったが」

「やつら呼ばわりするなんて、いったい彼らがなにをしたんですか!?　私はそれを日本にいる友人に渡すようにって頼まれてるんです。その人が誕生日なの。中身の翡翠が壊れないように私が持って帰るんですから、返してください！」

　栞南は箱を弄もてあそぶ蓮に手を伸ばしたが、渡してくれない。それどころか、彼は緑色のリボンをするっと外し、包装紙をビリビリに破き始めた。










ブルーダイヤの出会い




「なんてことをするんですかっ!!」

　栞南は部屋中に響くくらいの大きな金切り声を上げた。

「黙れ。黙らないと口を塞ぐぞ」

　その声で耳が痛くなった蓮は、彼女を睨みつける。冷たく鋭い視線に栞南の呼吸が一瞬止まるが、預かったものを勝手に見てしまうのはダメだと口を開く。

「だって！　人のものを！」

「俺のものだ」

　さらっと言われ、なにを言われたのか理解できなかった。

「えっ!?」

「元は俺のものだ」

　キョトンとする栞南を尻目に、蓮は桃の形をした翡翠を箱から取りだし、じっと見つめる。そして確信したかのように頷いた。

「ダニエル」

　視線を翡翠から外さずに、ダニエルに右手を差しだす。ダニエルが蓮に持たせたのは、釘くぎなどを打つ金かな槌づち。

　大理石の床に置かれた翡翠の上に、厚手のタオルが素早くかけられる。栞南はふたりの行動を見ていたが、蓮が金槌を振り上げようとしたとき、我に返った。

「ダメ！」

　とっさに翡翠の上に覆い被さったが、覚悟した痛みや衝撃はなかった。

「お前！　危ないだろーが！　頭、かち割られたいのか！」

　栞南の身体は乱暴に起こされる。

「だって！　そんなもので叩たたいたら壊れちゃう！」

「当たり前だ。壊さないと目的のものが取りだせない。お前はバカなのか？　それとも、ただ無鉄砲なだけなのか？　死んで後悔する前に、よく考えて行動しろ」

（誘拐しておいて説教するなんて！　死んだら後悔できないし）

　蓮の説教にムッとする。

「壊さないと取りだせないって、どういうことですかっ？」

「この中に目的のものが入っているんだ。今度は邪魔するなよ。これに当たったら、脳みそが出てくるからな？」

　蓮は栞南の目の前で、金槌を見せつける。

　念を押したが、それでも栞南を信用できないらしい。ダニエルに向かって蓮が顎をしゃくると、栞南はひょいっと両脇を抱え上げられ、ソファの後ろに移動させられた。

　少し離れたところで立ったまま、仕方なく蓮の一連の動作を見つめる。

　蓮が素早く金槌を振り下ろすと、タオル越しに翡翠が鈍い音をたてた。

　めくったタオルの下にあるのは、大小さまざまな形に砕かれた翡翠と、人差し指の爪より大きい、青色に光り輝く宝石のようなもの。

　栞南の口から「あっ！」と驚きの声が漏れる。

「……それは、サファイア？」

「違う。ブルーダイヤだ」

　蓮は満足げにブルーダイヤを手のひらに置くと、鋭い視線であらゆる角度から見始めた。

　一分ほど経っただろうか、栞南が固唾を飲んで見守っていると、蓮がホッと息を吐いて、ブルーダイヤをテーブルの上に置いた。

「ダニエル、本物だ」

「蓮様の読みと計画が功を奏しましたね」

　ダニエルは満足げに頷くと、砕かれた翡翠を片づけ始めた。

「どういうこと？　あなたが泥棒なんじゃ……」

『俺のものだ』と言っていたが、栞南は自分を拉致した蓮が信じられない。

　そう言われた蓮のほうも、泥棒扱いされたことを信じられないというように首を横に振り、大きなため息をつく。

　それから、テーブルの上に置いてあった銀色のジュラルミンケースの鍵を開けると、中からロイヤルブルーのベルベット生地が美しいノートのようなものを取りだした。

「これが証拠だ」

　尊大な口調にカチンときたが、放られたノートを栞南は開いてみる。

　そこには蓮が持っているブルーダイヤとそっくりのものが写った写真が貼られ、イギリスの大手競売会社のサインと、買い手である蓮のサインがあった。

　簡単な説明文らしきものによると、六カラットの希少性の高いブルーダイヤは、なかなか市場に出ないようだ。金額もイギリスポンドで書かれてあるが、通貨に詳しくない栞南にはどのくらい高価なものなのかまったくわからない。実際に、蓮は日本円に換算すると十億もの金額を支払っているのだが。

（彩たちとこの人、どっちが正しいの？）

　彩たちは乱暴なことはしなかった。ただ、これを友人に渡してほしいと言っただけ。だが、蓮は自分の意識を失わせて拉致までしたのだ。

　栞南はまだ判断ができなかった。

「こんなのいくらでも、偽造しようと思えばできます！　無理やり日本へ帰さないやり方をしたあなたなんて信用できない。あの場で説明してくれればよかったのに！」

　あのときの恐怖といったら、今考えても震えるくらい恐ろしかった。

「そのことは謝る。だが、やつらにお前と接触したことを知られたくなかったんだ」

「彼らがそれを盗んだなら、警察に通報すればよかったんですっ」

「確かにその考えもありだが、そうするとお前は空港で、犯罪に関わったとみなされて逮捕されるんだぞ？」

　眉根を寄せて睨む栞南に、蓮はずいっと顔を近づけた。

「逮捕？　事情を説明すれば大丈夫です。私は中身を知らなかったんですから」

「日本ならある程度は事情を考慮してくれるかもしれないが、もし出国時に捕まったらどうなると思う？　海外のニュース映像で観たことはないか？　何気なく預かったものが薬ヤクや宝石で、無期懲役、もしくは死刑だって。密輸に厳しい国も多いからな」

　蓮は栞南の動揺する瞳をじっと見つめ、真剣な顔で言った。

　栞南は『死刑』と聞いてサーッと血の気が引いていき、身体がふらついた。

　ソファの背に手をついて、震える足をどうにか立たせる。

（そういう話は聞いたことがある……出国時に捕まっていたら、私もそんな目に遭っていた？）

「おかけください」

　栞南はダニエルに支えられ、ソファに倒れ込むように座る。逮捕される自分を想像すると、恐怖で呼吸が不規則に乱れる。

「気を失うなよ。まだ話すことがあるんだ」

「気なんて失いません！　私だってまだ聞きたいことがあるんですからっ！」

　栞南は座り直すと、無理して背筋をぴんと伸ばした。

「本田さんは泥棒なんですか？」

　彩を空港まで迎えに来た、スタイリッシュなスーツと眼め鏡がね姿のビジネスマンを思い出す。

「そういうことだ。ただ、本田のバックには密輸組織がいる。その正体を暴かなければ、今後もこういうことは起こるだろう」

　密輸組織と聞いて、まるでドラマのようだと目をぱちくりさせる。

「宝石はあなたの元に戻ったんだから、私はもういいですよね？　日本へ帰してください！」

（約束通り、ファーストクラスで日本へ帰してもらおうじゃないの）

「残念ながらまだ帰せない」

　蓮は栞南の斜め前に座り、ソファの背もたれに身体を預けて脚を組んだ。

「えっ!?」

　まだ帰せないという言葉に、栞南は目をむく。

「俺に宝石を奪われ、事情を知ったお前を密輸組織が生かしておくと思うか？　早くて、ここを出たところか、遅くとも羽田を出たところで殺されるだろう」

「ひどいっ！　本気で言っているんですか？」

『殺される』と簡単に言われ、冷徹な男に憤慨する。

「申し訳ないが本当のことだ。俺に宝石が渡ったのを知った時点で、やつらが動くのはわかりきっている。そういう世界だ。お前がひとりになった途端、報復される」

　彼が言う『やつら』という存在に、恐怖を強く覚えながらも腹が立つ。

　しかし、もっと腹が立つのは目の前の男。世界で自分ひとりだけが正しいと思っているような態度だ。

「罪のない女子の命を犠牲にするなんて」

「受け取らなければよかったな」

　青ざめながらも怒りをあらわにする栞南に、蓮は厳しく言い放った。

「そんな簡単に言わないでくださいっ！」

　これからどうすればいいのか、栞南の頭は再びパニックに陥り始めていた。

「星野 彩のような悪女を友人に持ったのが、運の尽きだ」

「ひどいことばかりっ！　少しはなんとかしようと思ってくれてもいいのに！」

　とうとう栞南の目から、大粒の涙がポロポロこぼれ始める。

「本当に……ひど……いっ……ホテルのバーのときも……監視してたんでしょう」

　もっと強く責めたいのに、出てくる声は弱々しい。

「ああ」

「……だったら、『なにも預かるな』って言ってくれてもよかったのに……」

「あのときはまだ、お前がやつらの仲間じゃないと確信できなかった。下へ手たに言って計画がやつらにバレたら、水の泡だからな」

「ほらっ！　自分のことばかり！　この宝石に、人の命以上の価値があるなんて思えないっ！」

　しれっとしている蓮に憤いきどおって、栞南のイライラはマックスだ。衝動的に立ち上がり、テーブルの上のブルーダイヤを掴んで投げようとした。

「気が済むまで投げていいぞ。ダイヤモンドは宝石の中で一番硬いんだ。調度品が傷つくだけで、それは無傷。いくらでもやればいいさ。ホテルの調度品なんてそれに比べたら安いもんだ」

　またもや栞南の気持ちを逆さか撫なでる言葉に、ぎゅっと握っていた手からブルーダイヤがコトッと床に落ちる。

　栞南は放心状態になった。手がずきずき痛む。ぼんやりと右の手のひらを見ると、ブルーダイヤの鋭い端が刺さり、血が出ていた。

　それを見た蓮は、表情を歪めて舌打ちする。立ち上がってスーツのポケットから大判のハンカチを出し、栞南の右手に巻きつけた。

　栞南はされるがままになっていた。

「動揺するのも無理はないが、自分を傷つけるのはやめろ」

　蓮の言葉にも返事をしないで、うつむいたままだ。

「仕事があるのに……」

　無断欠勤をすればクビだ。

　会社に結婚が決まった元彼がいて居心地は悪いが、辞めるのはひとり暮らしの栞南には非常に困ること。だから仕事中は普段通りに振る舞い、我が慢まんしていたのだ。

　いつの間にか栞南のスマホを弄っていた蓮の手が止まる。バッグの中身を出したときに、スマホも飛び出てきたのだろう。

「明日の朝、上司に電話をしろ。香港で盲腸になり、手術と療養で半月は日本に帰れない、と」

　蓮は栞南の顎をクイッと持ち上げる。

　栞南の目は涙のせいで赤くなっていた。蓮の黒曜石のような瞳に見つめられる。

　こんな状況でなかったら、栞南の胸は壊れそうなほど高鳴っていただろう。だが、今はなにも思わない。感じるのは恐怖だけ。

（説明の仕方がまずかったな）

　蓮は栞南の様子に後悔した。

「水野栞南。巻き込んだ以上、俺がお前を守ってやる」

　頬ほおに伝わる涙を蓮の指に拭ぬぐわれ、栞南の目が大きく見開いた。







第二章










隠れ家へ移動




　眠らない街、香港。真夜中なのに人通りは多い。

　乱暴な運転のタクシーを何台も追い抜きながら、蓮は黒い高級外車を巧みなハンドルさばきで操り、九龍島から香港島へ繋つながるヴィクトリア・ハーバーの海底トンネルを走っていた。蓮の運転する車に乗っているのは栞南だけで、ダニエルを始めとする黒ずくめのボディーガードたちはいない。

　海底トンネルは東京湾トンネルに似ており、日本にいるような錯覚を起こしてしまいそうだった。

　時刻は深夜〇時を回っている。

　数時間前、蓮に『俺がお前を守ってやる』と言われたあと、栞南はルームサービスの豪華な食事を食べさせられた。右手の傷はダニエルに絆ばん創そう膏こうを貼られた。それでようやく放心状態から脱出し、考える余裕が出てきた。

　少しずつお腹が満たされてくると、栞南はまた蓮を疑い始めていたが、彼は身分を証明するために、ノートパソコンを開いて〝朝あさ日ひ奈な 蓮〟の名前を検索するよう栞南に言った。

　その名前は日本のサイトでは一件しかヒットしなくて、栞南の疑惑はさらに深まったが、海外のサイトにアクセスすると、蓮の写真入りの記事などが読みきれないほど出てきた。

（要するに、この人は海外で仕事をする宝石商で、日本人と香港人のハーフなんだ。だから無国籍の雰囲気があるのかな）

　なんとなく蓮の身分は納得できた。

（たとえ納得できなくても、身寄りのない香港では、『守ってやる』と言ってくれた人を頼るしか私に選択肢はない。今、頼れるのはこの人しかいない）

　蓮が解放してくれれば香港警察に行くこともできたけれど、こんな時間で、しかも栞南が話せる英語は旅行用の会話ぐらい。それでは香港警察に相手にされないかもしれないし、警察が二十四時間ずっと付き添って身の安全を守り、日本まで連れ帰ってくれることなどまず無理だろう。日本の領事館もこの時間では開いていない。

（競売の証明書も確信はないけれど、おそらく本物みたいだし、そもそも今の私にはどうすることもできない）

　食べながらめまぐるしくいろいろなことを考え、守ってくれるという蓮を信用しようと思ったのだ。

　蓮が自分のことをどうでもいいと考えているなら、拉致されたレストルームで目的のものだけ奪って放っておくだろうとも推察した。その場合、栞南がブルーダイヤを持っていないことをいつか密輸組織に知られて……殺されるかもしれない。

　栞南は白身魚の蒸し料理を口にしつつ嫌な想像をしてしまい、ぶるっと震え、蓮に任せるしかないと決心した。

　そんな経緯から栞南は、『移動する』と言う蓮の車の後部座席に乗っていた。

　高級外車は海底トンネルを抜けて、料金所を通り過ぎ、高層ビル群の間を走っている。蓮は頻繁に自分の車のまわりに目を配っていた。

「渡ってきたこっち側は、香港島ですよね？」

　めまぐるしく変わる景色を見て、栞南は蓮に聞いてみる。

「あの、ボディーガードと離れちゃって大丈夫なんですか？　襲撃されたらどうするんですかっ？」

　後部座席の真ん中に座っている栞南は、運転席と助手席の背に腕を置き、身を乗りだすようにして不安を口にした。

「ねえ！　朝日奈さんっ！　これからどこへ行くんですか？」

　栞南が聞いているのに、ステアリングを握って運転を続ける蓮は、前を見たまま答えない。

「朝日奈さんったら！　教えてくれてもいいでしょう？」

（自分がウザいキャラになってるのはわかってる。だけど、ホテルを出た途端、命を狙われているようで怖くて落ち着かないよ）

　バックミラーに映る蓮の整った顔を見ると、いささかうんざりした表情。それでも栞南は声をかけずにはいられない。

「朝日奈さんっ！」

　蓮は赤信号でブレーキをかけ、栞南のほうを振り返る。身を乗りだす栞南の額に人差し指を当てて、軽く押した。

「黙って座ってろ。ボディーガードも近くにいる。わざわざ見つかりたいのか？　身を低くしてろよ」

　栞南はふらつき、後部座席に腰を下ろす。

　押された額が特に痛いわけではなかったが、そこだけ熱を持った気がして、額を指で擦った。

　それから少し走り、高級外車はビルの中へ入っていく。蓮が車を停めたそこは地下駐車場のようだ。

　エンジンを切った蓮は、栞南に「出ろ」と言うと、車の外に降り立つ。

　そこにホテルで別れたダニエルと、数人のボディーガードがいた。

（この建物が朝日奈さんの住まい？）

　おそるおそる車の外に出た栞南は不安げに蓮を見上げるが、彼はすぐ隣に駐車してある、艶やかな黒い流線型の超高級スポーツカーの運転席に乗り込んだ。いかにもスピードが出そうな車だ。

「ミズノさん、こちらです」

　ダニエルは助手席のドアを開けて、栞南を待っている。

「あ、はいっ」

　栞南がダニエルに頭を下げて助手席に乗ると、ドイツ製のスポーツカーは唸うなるようなエンジン音を轟とどろかせて、再び地上へ向かった。

「目的地は今のビルじゃないんですか？　どうして車を乗り換えたんですか？」

　今度は横を向けば蓮の顔が見える。

「こうやって移動しているんだから、目的地は違うに決まっているだろう。車を乗り換えたのは、万が一尾行されていたときのためだ」

　スポーツカーは幹線道路に合流し、スピードを上げて走る。

　地下駐車場を出てすぐの中環セントラルの街では車が結構走っていたが、しばらくして両側一車線の道をのぼっていくと、一台も見なくなった。

（ということは、ボディーガードも近くにいないはず）

　そう考えると恐怖心が湧き起こり、栞南は自分の両腕を抱きかかえるようにして無意識に擦る。

（もう……神経がもちそうもないよ……）

　ふと窓の外に目をやると、遠くにビル群の灯りがぼんやり見える。目線より下にそれらが見えるということは、高いところを走っているようだ。

「朝日奈さん、あとどのくらいで着きますか？」

「着いたら教えてやるから、寝てろ」

　きっぱり言われて、栞南は心の中で深くため息をついた。

（楽しく会話なんてできそうもない）

　寝ていろと言われても、神経が尖とがって眠れない。カーブのたびに訪れる車の揺れ心地は気持ちいいのだが。




　シーンと静まり返る車内。時折アクセル音とブレーキ音だけが響く。

　車を乗り換えてから、二時間は走っていた。

（香港島はそれほど広くないはずなんだけど……）

　先ほどまでいた九龍島サイドなら、国境を境にして隣は中国だから、行けども行けども広大な土地はあるが、今いる香港島は小さな島だ。これほど移動に時間がかかる目的地はどこなのだろうか。

（眠れたら、どれだけ楽になるだろう……）

　車内のデジタル時計の表示が深夜二時になったところで、スポーツカーは建物の中へ入っていった。

　地下駐車場の入口を通り過ぎ、蓮はエレベーター近くのスペースに車を停めた。

「着いたぞ。降りろ」

（言われなくても降りますよ）

　蓮の尊大な言い方に、栞南は眉根を寄せ、頬を膨らませる。

　助手席のドアが開いた。蓮が操作して開けたのかと思ったが、外に立っていたダニエルだった。

（他の車はついてこなかったはずなのに、どうして？）

　不思議に思いながらスポーツカーを降りる。もうひとりのボディーガードはエレベーターの前に立ち、開いたドアを押さえている。

　蓮を見ると、すでにエレベーターに乗っていた。離れたところから見ても彼のスーツ姿は妖あやしく、鋭い瞳は危険な雰囲気がある。

「こちらです」

　ダニエルに誘導されて、栞南も乗り込んだ。

　三人を運ぶエレベーターは十二階で停まった。ドアが開くとそこにも黒服を着たボディーガードが立っていて、栞南は一瞬ドキッとした。

（みんな体格がよくて、ちょっと人相が悪いから、いきなり現れると驚いちゃう）

　ボディーガードがフロアにある部屋の玄関ドアを開ける。蓮が先に入り、栞南が続く。どんどん部屋の中へ入っていく蓮だが、栞南はリビングの入口で立ち止まり、口をあんぐり開けた。

　室内は栞南がテレビや雑誌でしか目にしたことがないくらい、豪華なものだった。大理石の床。二十人は座れそうな真っ白な革張りのソファ。何インチかわからないが、栞南の自宅のテレビ十台分はありそうな超大型テレビ。

　奥を見れば、アンティーク調のダイニングテーブルセットや食器棚があり、ここが彼の自宅だとすると、生活レベルの違いにクラッと眩暈を覚える。

「ミズノさんは奥の部屋をお使いください」

　ダニエルに案内されてついていくと、彼はダイニングキッチンの向こうの、蓮が消えた部屋の隣のドアを開けた。

　その室内もデザイナーが手がけたような、ホワイトとブラウンを基調とした洗練されたインテリアだ。栞南が泊まっていたホテルの一室よりも広くて豪華。

「奥にバスルームがあります」

（部屋にバスルームがついているなんて、本当にホテルみたい。でもこれなら気兼ねなく、お風呂や併設されているトイレも使える）

　淡いベージュの大理石で統一されたバスルーム。湯船にゆっくり浸つかれたら疲れも吹き飛びそうだが、今は入る気力なんてない。

「では、ごゆっくりお休みください」

　ダニエルはぼんやりしている栞南をバスルームに残し、出ていった。

　室内に戻ると、栞南のスーツケースが隅に置かれていた。肩に提さげていたバッグを下ろし、ベッドに腰かけると、ため息が漏れた。

　テーブルの上に散らかされたバッグの中身を適当に戻したせいで、中はごちゃごちゃになっている。なにかをしていないと落ち着かなくて、ベッドの上に中身を出してもう一度入れ直す。

「あれ……？　携帯がない」

（さっきのホテルで朝日奈さんが私の携帯を手にしたのは覚えているけど……もしかして、ホテルに置いてきちゃった？）

　蓮に持っているか聞こうと部屋を出ると、リビングは真っ暗だった。

「どうかなさいましたか？」

　暗闇の中からダニエルの低い声がして驚き、ビクッと肩が跳ねる。

「あ、あの、携帯が見当たらないので……」

「蓮様がお持ちです。詳しくは明日お聞きください」

「わかりました」

　部屋に戻り、そそくさとドアを閉める。

（びっくりした！）

　とりあえずホテルに置いてきたのではないとわかり、ホッとした。

　スーツケースを開けてパジャマを取りだすのが億おっ劫くうで、ベッドメイキングされたシーツを剥がしてそのまま潜り込む。

（私、どうなっちゃうんだろう……）

　ひとりになると心細くなる。ベッドサイドのライトを点けていないと、不安でたまらない。

（犯人が捕まらなければ、私の命はずっと狙われ続けるの？　なんてことに巻き込まれてしまったんだろう……）

　彩を恨みつつも、うかつに引き受けてしまった自分が情けなくて、後悔する。拉致され、蓮と出会った最高級ホテルの部屋で目を覚ましたときから、ずっとずっと後悔しっぱなしなのだが。

　涙が堰せきを切ったように流れ出てきて、枕を濡ぬらしていく。

　鼻水まで出てきて、涙で霞む目を拭ふきながら、バッグからティッシュを探す。

　ベッドの上で体育座りのまま、声を押し殺して泣いた。悲しくて不安な感情を抑えられない。

　この部屋の壁がどれだけ厚いかわからないが、隣の部屋の蓮に泣いていると思われたくない。ぐずぐずとすする鼻水の音もたてないようにしていた。

（きっと朝日奈さんは迷惑だと思っているに違いない。でも、元はといえばあの人の宝石が盗まれたせいなんだから！　巻き込まれて迷惑しているのは私のほうよ。命まで狙われているんだから）

　強く嫌悪してみるものの、本来、人のいい栞南は、彼に迷惑をかけていて申し訳ないとも思ってしまう。

（やっぱり、警察に話したほうがいいんじゃ……それとも日本の領事館へ行って、朝日奈さんに事情を話してもらって……明日、相談しよう。あ、もう明日じゃなくて今日だ……）




　それからも複雑な気持ちでいろいろと考えているうちに、空が白んできた。この時期の香港の日の出は七時ぐらいだ。

　シャワーを浴びて着替えていると、部屋の向こうの物音が聞こえてきた。

　旅行へはいつも、一日分多く下着を持ってきているので替えはあったが、領事館へ行くにしても、洗濯をしなくてはあとで困ることになるだろう。

　動きやすいジーンズと薄ピンクのシャツを身に着けて、部屋を出た。

　ダイニングテーブルで、新聞を読みながらコーヒーを飲む蓮がいた。栞南の部屋のドアが開くと、彼はさっと視線を向けた。栞南の顔を見て、首を軽く左右に振る。

「ひどい顔をしているぞ。目の下のクマがすごすぎて超ブスだな。もう一度寝てこい」

　真ま面じ目めな顔で栞南に言い放った。

「超ブスなのはわかってます！　寝なくてもいいです！」

　心配して言ってくれているのか、それとも早く起きてこられて迷惑なのか。栞南は戸惑いながら強く答えていた。

「そんなことじゃ、すぐにぶっ倒れるぞ」

「そんなにヤワじゃありませ……海っ！」

　ダイニングの一面の窓から見えるのは海だった。栞南は蓮との会話を忘れ、窓へ近づく。

　リゾート地のようにきれいな海ではないが、ここへ来るときは山の中を走っている感じだったから、海があって驚いた。

（ここはどこなんだろう）

　窓に張りついて景色を見ていると、斜め左下の方向に、色鮮やかなお寺のような建物と、三メートルはありそうな大きな魚の像を見つけた。

「朝日奈さんっ、あの建物はなんですか!?」

　蓮のほうへ振り返り、右手で下を示す。

「建物？　……ああ、天ティン后ハウ廟ミュウだ」

　蓮は少し興奮気味の栞南に教えるが、興味のない内容だったため、すぐ紙面に視線を落とした。

　しかし、栞南のテンションは蓮とは違うものだった。天后廟と聞いて、泣き腫らした目が輝く。

「天后廟っ！」

　栞南が行きたかった観光名所だった。

「ってことは、ここはレパルス・ベイなんですね？　でも、二時間以上も走っていましたよね？　ガイドブックでは、中環からバスで三十分ほどの距離だって書いてあったのに」

　レパルス・ベイは香港で最も美しいビーチといわれ、海岸は上空から見ると三日月型をしており、白い砂浜はヨーロッパのビーチから輸入されたもの。海に面して高級マンションが建ち並び、ヨーロピアンリゾートのような雰囲気の場所だ。

　そして香港の観光名所になっている、縁起のいい神様が集まった天后廟から、この蓮のタワーマンションまでは徒歩七分ほどで行ける。

「尾行されないよう、念には念を入れて走りまわっていただけだ」

「尾行されていたんですか？」

「いや」

　つけられてはいなかったが、念のため、蓮は慎重に移動したのだ。

　そこへキッチンからダニエルが現れた。

「どうぞ、こちらへ」

　丸い大理石のダイニングテーブルは八人がけで、栞南は蓮から一席離れたイスに座らされる。窓から外が見えて、落ち込んでいる気持ちが少し上昇する。

「朝日奈さん、私の携帯、持っているんですよね？　返してください。会社に電話しないと……」

　栞南が普段飲むようなインスタントコーヒーの香りではなく、高級そうな香ばしい匂いのするコーヒーに、砂糖とミルクを入れてひと口飲む。

（おいしい。そういえばこっちへ来てからコーヒーを飲んでいなかった。四日間も飲んでいないなんて、コーヒー好きの私には珍しい）

「職場に電話をかけたら、俺に渡せよ。携帯はお前が持っていないほうがいい」

「え？」

「日本へ到着後、やつらから電話がかかってくることになっているんだろう？　そのたびに、ビクビクするんじゃないのか？　ほら、今もかかってきている」

　蓮は振動するスマホをポケットから出して、栞南に見せる。

　見知らぬ番号に、栞南の身体にぶるっと震えが走った。

「日本にいないことが、バレたんでしょうか？」

「昨夜から電話が十回以上は入っている。どれも別の番号だが、やつらに違いないだろう。日本に戻っていないのがバレたかもな。星野 彩からかかってきたら、それは確実だろう」

　淡々と言う蓮に、栞南は泣きそうになった。ずいぶん泣いたのに涙はまだ枯れていなかったようだ。

「言っただろう？　守ってやると。気を揉もまずに、食べたら眠ってこい」

「気を揉まずになんていられません。領事館に助けを求めてはダメでしょうか？」

　トーストに目玉焼き、ベーコン、サラダ。コーンスープもあれば、ヨーグルトに、数種類のカットされたフルーツまでもが栞南の目の前に置かれる。

　自分のことに精いっぱいで、誰が作っているのかまで栞南は気が回らず、トーストを口に運んでいる蓮を見つめた。

「……ま、お前がそうしたいのなら引き止めないが。やつらを捕まえるよう、香港警察と日本の警察にはすでに依頼している。領事館はお前を引き取りはするだろうが、ホテルの部屋で軟禁状態になるだろうな」

「軟禁状態って、どういうことですか？」

　思いがけない言葉に栞南が身を乗りだすと、蓮はトーストを置き、布ナプキンで丁寧に口を拭く。

（育ちのよさがにじみ出てる……）

「今月半ばに、日本の総理の中国外遊が決まっている。香港もそのスケジュールに組み込まれている。今の領事館は受け入れ態勢を整える仕事に追われているぞ。そんな忙しいときに行っても、ほぼ相手にしてもらえないだろう。お前は総理が香港を発つまで後回しにされ、与えられたホテルの一室で軟禁されることになるはずだ。ボディーガードもつかずにな。やつらの狙いたい放題だ」

　蓮の言い分は正当なような気がするが、そんなことはないと期待する気持ちもある。

「でも、ここにいても軟禁状態は一緒でしょう？」

「お前には優秀なボディーガードがついている」

「ゆ、優秀なボディーガードって、朝日奈さんのことですか？」

　確かに仕事ができそうな雰囲気はあるが、いざというとき、命をかけてまで戦ってくれそうには見えない。

（ミステリアスな印象の人だから、実は一流のスナイパーだと言われても頷いてしまうだろうけど）

「俺じゃない。俺は仕事で四六時中は一緒にいられないからな。トニー！」

　蓮が名前を呼ぶと、リビングのソファに座っていた黒スーツの男がやってきた。

　中国系の顔つきで、栞南と同じ二十代半ばのように見える。スーツを着ていても、腕の筋肉が盛り上がっているのがわかる。身長はそれほど高くなく、百七十センチといったところだろうか。きりっとした精せい悍かんな顔立ちで、格闘技の選手のようだ。

「トニー・趙チョウ。お前のボディーガードだ」

　トニーはにこりともせず、姿勢正しく立っている。短く切られた髪は黒く、日本人にも見えるが、『トニー』という名前を聞いて栞南は挨あい拶さつに困り、声がうわずってしまう。

「ナ、ナイストゥ――」

「私は日本語ができます」

　英語で挨拶をしようとしたところで日本語が返ってきて、心の中でホッとした。そばにいても意思の疎通がうまくできないのでは、と焦ったのが解消されたからだ。

「よかった！　水野栞南です。よろしくお願いします」

　栞南は頭を下げた。

「俺は出かけてくる。トニーの他にもボディーガードを残していくから安心しろ」

「わかりました」

　蓮がこれから出かけると知り、気持ちが一瞬にして落ち込む。

（どうしてだろう？　私は朝日奈さんを頼りにしすぎているのかな……）

　残りの食事をとっていると、蓮が退席し、数分後にスーツの上着を一分の隙もなく着こなして戻ってきた。

「ぶっ倒れないよう、寝ておけ」

　栞南の手元にスマホが置かれる。

「電話をかけたら、携帯はトニーに渡すんだ。いいな？」

　それだけ言うと、蓮はダニエルと他のボディーガードをひとり連れて出ていった。

　この部屋に残されたボディーガードは、トニーを入れて四人。全員がソファに座り、ひとりひとりパソコンに向かっている。

　黒い集団でなんとなく近寄りがたく、栞南は急いで食事を済ませると、食器をキッチンに運んだ。食器洗い機があるようだが、使い方がわからず自分で洗った。

　それから与えられた自分の部屋に戻り、ベッドの上に腰を下ろすと、会社に電話をかける。嘘うそをつかなければならないことで、心臓はドキドキと不規則に暴れていた。

　食品管理部の課長に電話が回り、蓮に言われた通り、日本へ帰れないことを説明した。課長は外国の病院で手術や入院をしなければならないことを、気の毒に思ってくれたようだ。海外保険の関係もあるから診断書は必ずもらうように、と念を押される。

「また連絡します」と電話を切った栞南は、罪悪感で泣きたくなった。

（診断書だなんて、どうするの……？）

　半月も会社を休むのだから、それなりの手続きは必要だ。結局、日本へ帰ったら会社を辞めなくてはならなくなるのかもしれない。

　肩をガクッと落とし、口からは深いため息が漏れる。

（それに……領事館へ行く話がうやむやになっちゃったな。でも、総理が来る予定があるのなら、朝日奈さんの言った通りになるかも……）

　そのとき、まだ手に持っていたスマホが突然鳴った。

「きゃっ！」

　心臓が止まるくらい驚き、スマホの着信相手の名前を見て、金縛りに遭ったように動けなくなる。

　電話は彩からだった。

　出られるわけがない。鳴り続けるスマホを震える手で持って、リビングにいるトニーの元へ行った。

　スマホを彼に預け、部屋に戻りベッドに身体を沈ませた。

（これからのことが心配でしょうがない……会社を辞めなくてはならないどころか、殺されてしまうかもしれない）

　それからしばらく鬱うつ々うつと、今後のことを考えていた。




　いつの間にか眠ってしまい、目を覚ますと、時刻は十六時を回っていた。

「あ……こんなに寝ちゃったなんて……」

　たっぷり寝たせいか、あれほど悩んでいたのが今は少しすっきりした気分になっている。元々前向きな性格のおかげなのか。

（朝日奈さんは戻ってきたかな？）

　栞南は乱れた髪を手でとかし、ドアを開けた。リビングに顔を覗のぞかせると、ソファにいたトニーがやってきた。

「蓮様は夜遅くなります。食事は下のレストランから運ばせますので」

「は……はい」

　まだ戻っていないことに、残念な気持ちになる。

（えっ？　なんでがっかりしているの？　私を事件に巻き込んだ人のことなんて、よく思うはずないのに）

「あのっ、トニーさん、洗濯したいんですが」

「キッチンの奥に洗濯ルームがありますので、どうぞ」

　トニーが背を向けて去ろうとしたが、栞南はもうひとつ頼みたいことを思い出す。

「トニーさん！」

「なんでしょうか？」

　トニーは振り返り、『まだなんの用なんだ』と迷惑そうな顔になる。その表情に栞南はひるみつつ、要望を口にした。

「パソコンを借りるわけにはいきませんか？」

「パソコンですか？」

「はい。ずっと部屋にいると気が変になりそうで……」

「それは蓮様にお聞きください。洗濯ルームはご自由にお使いくださいませ。では」

　退屈しのぎになるのは、持ってきている小説一冊だけ。トニーの同情を買ってパソコンを借りようとしたが、冷たい声色の返事にガクッと肩を落とす。

　元のソファへ戻るトニーの後ろ姿を見ながら、彼らのご主人様は蓮だから仕方ない、と自分を納得させた。

（朝日奈さんが帰ってきたら聞いてみよう）

　栞南は部屋に戻ってスーツケースから洗濯する服を取りだし、袋に入れると、キッチンの奥にある洗濯ルームへ行った。

　きっと洗面所だろうと考えていたが、そこは六畳ほどの空間で広々としていて、ドラム式の大型洗濯乾燥機が置いてある。良質な電化製品でお馴な染じみの日本製だったことにホッとする。アイロン台もあり、作業がしやすそうだ。

　ずいぶん広いマンションのようだが、洗濯ルームには、男性の服がまったくない。

（朝日奈さん、ここには普段はいないみたい）

　このマンションに、彼の生活感はなかった。




　夜になり、下のレストランから運ばれてきた豪華な食事を食べ終え、ふわっと乾燥された洗濯物を畳んだ。眠くなったら眠っていいし、バスタブにもゆっくり浸かれる文句なしの生活なのに、栞南の気持ちは落ち着かない。

　持ってきた唯一のミステリー小説は殺人事件が起こってばかりで、自分と重ね合わせてしまい、読む気がなくなった。

　暗い気分のまま部屋のゴミ箱に小説を捨てた。

（ラブコメとか、もっと楽しい作品を買えばよかったな）

　旅先で枕が変わるとなかなか寝つけない栞南は、眠気を誘う道具として、この小説を羽田空港の書店で買ったのだ。でも眠気はいっこうに誘われず、頭が冴さえるばかり。

　昼寝をしなければよかったと、ため息をついて時計を見ると、時刻は深夜〇時を回っていた。

（朝日奈さん、まだ帰ってこない。なにかあった？）

　誰かにナイフで刺される蓮を想像してしまい、激しく頭を横に振る。

（こんなこと想像しちゃうのは、捨てたミステリー小説のせいだ）

　寝返りを何度打っただろうか。ぼんやりしているとドアが静かにノックされて、ベッドから身体を起こした。

　ドアが開き、入ってきたのは蓮だった。出たときのスーツ姿のままで、帰ったばかりのようだ。

　大股でベッドに近づく蓮に、栞南は自分のパジャマ姿を思い出し、もう一度布団に潜り込む。

「眠ってなかったよな？」

「はい……リビングに行きますから、待っていてください」

　薄手のパジャマの下はノーブラだ。

　それに加えて、一度も男性と深い仲になったことのない栞南は、赤のギンガムチェック柄のパジャマ姿も恥ずかしいのだった。










火災の罠わな




「色気のないナイトウェアだな」

「朝日奈さんの恋人とは比較しないでください。イスにかけてあるカーディガンを取ってもらえますか？」

「その姿じゃ欲情しないから安心しろ」

「当たり前ですっ！」

　そんなことを言われるのは心外だ、と栞南はガバッと上半身を起こした。

　蓮の反応に、女としての自信がなくなる。

　別れた恋人・引ひき地ち孝こう太た郎ろうは、付き合って一ヵ月が経った頃に身体を求めてきたが、まだ許すことができなくて断ってからは、別れるまでキス止まりだった。

　自分のことを大切にしてくれていると思ったが、実際は常務の娘と結婚話が進んでいたのだ。

　常務の娘は営業部に所属し、仕事で栞南ともたびたび顔を合わせていた。ふたりが結婚間近と聞いたのは、常務の娘本人からだった。

『話があるから』と仕事帰りにカフェに誘われ、赤裸々な話までされてショックを受けたのを、いまだに引きずっている。

（身持ちの固い女……ひと昔前ならそんな女性はいくらでもいたはず）

　しかし今どきの男性は、女性と気楽なセックスライフを楽しみたいようだ。孝太郎も例外ではなかったということ。

「ほら」

　イスからカーディガンを手にした蓮は、遠い目をしていた栞南に放り投げた。

　ハッと我に返った栞南は素早くカーディガンを羽織り、上から四番目までボタンを留める。

「パソコンが欲しいと聞いたが？」

「欲しいんじゃなくて、借りたいんです」

「たいした違いはないだろ」

　蓮の口の端が楽しげに上がる。

「違い、おおいにあります！　ただ借りるだけです」

　ふと蓮の視線が下へ動き、手を伸ばしてゴミ箱からミステリー小説を拾った。

「読み終わったのか？　まだ新品のように見えるが」

「読みたくなくなったんです」

　蓮はパラパラとページをめくっている。

「おもしろそうじゃないか。俺がもらっておく。日本の小説は久しぶりだ」

「どうぞお読みください」

　有名なベストセラー作家のものだから、蓮の興味を引いたのだろう。

「パソコンは明日用意する」

「ありがとうございます。それから……なにか進展がありましたか？」

「星野 彩と、その他の番号からの電話が数えきれないくらい入っているが、今のところ進展はない」

　蓮は切れ長の目を一瞬曇らせた。

「会社に電話をした直後、彩から着信が……。でも、怖くて出られなくて……」

　画面に表示された彩の名前を見ただけで、恐怖心が湧き起こった。

　どうしてこんなことをしたのかはあえて聞かないが、謝ってほしい気持ちもある。だが、今は話す勇気がない。

　それに理由を聞いても、計画の一部に利用しただけだと言われるだろう。運び屋を探していたところで、ちょうど栞南と同窓会で会ったから、と。

（謝ってほしいけど、話すのが怖い……）

　栞南の瞳が不安げに揺れる。

「だろうな。ひどい目に遭わされたんだ。やつらのことは忘れろ。組織のボスを捕まえるのも時間の問題だ。そうしたら晴れて自由の身にしてやる」

　意外にも気遣うような声色だった。

「朝日奈さん……」

　優しい言葉に、気持ちが落ち着いてきた。

（なんで安心しちゃうんだろう……）

「もう寝ろ。あれから眠ったのか？　まだブスな顔だぞ」

「たっぷり寝ても、ブスなものはブスなんですっ！　枕を投げられないうちに出ていってください！」

　蓮にからかわれ、栞南の頬がぷくっと膨れる。そんな様子に蓮は笑い、出ていった。

　彼の姿が見えなくなり、ドアが閉まっても、栞南の安心感はまだ続いていた。




　それからあっという間に四日が経ち、このマンションへ来て五日目の朝。

　この四日間はボディーガードに守られて安穏と過ごしていたが、栞南の心の中は不安でいっぱいだった。ボディーガードはいるものの、栞南が一番頼っているのは蓮だ。しかし彼は日中、仕事で留守だった。蓮のいない一日は長く感じられる。そして外出中の彼になにかが起こるのではないか？と神経をすり減らしてもいた。

「おはようございます」

　今日はいい天気だ。香港の一月は雨が少ないとガイドブックに書かれていたのに、二日間ずっと雨だった。二日ぶりに明るい日差しが眩まぶしいくらいに部屋に差し込んでいる。

　リビングに蓮の姿は見えず、いつもと同じくソファに四人のボディーガードがいた。栞南が現れると、トニーがきびきびした動作でやってくる。

「おはようございます、ミズノさん」

「トニーさん、おはようございます。朝日奈さんは？」

「三十分ほど前に仕事に行かれました」

　七時前に家を出たことになる。

「そんな早くに……お忙しいんですね」

「今日も遅くなるかと。朝食の用意はできていますので、どうぞ」

　トニーはここへ来た初日より親切になっていた。

（挨拶したときの彼は仏頂面だったけど、それに比べて若干、表情が穏やかになってきた気がする）

「ありがとうございます」

　それでも栞南がにっこりお礼を言うと、さっとソファに戻ってしまった。

　栞南はパーコレータからコーヒーをカップに注いで、ランチョンマットの上に用意された食事を食べ始めた。

　サラダを口にして、食欲がないことに気づき、フォークを置いた。

（本当に何事もなく、帰れるのかな……）

　長く日本へ帰れなければ、会社を辞めさせられ、就職活動をしなくてはならないかもしれない。そう考えながら、蓮が使えるようにしてくれたパソコンで、求人サイトで自分に合いそうな仕事を探してみるのだが、いつの間にか〝朝日奈 蓮〟で検索し、英文を翻訳したりして、途中で自己嫌悪に陥る。

　自分を助けてくれるからなのだろうか、蓮のことが気になって仕方ないのだ。

　イギリスのとあるサイトでは、蓮と女性とのデート記事ばかり。どの女性もスタイルがよく、美しい。そんな記事を見つけてしまうと、栞南の心は落ち込む。

（仕事で出かけていると思っていたけど、毎晩遅いのはデートをしているのかも。最初に会ったときも、アジアンビューティーな女性を連れていたし……）

　大好きなコーヒーをひと口飲むが、すぐにカップをソーサーの上に置いた。

（はぁ……なんだか胸が苦しい……）

　テーブルに両肘をついてぼんやりしていると、声をかけられた。トニーだ。

「――ありますか？」

「えっ？」

　トニーの声がまったく耳に入っておらず、栞南はばつの悪い顔になる。

「ごめんなさい。ちょっとぼんやりしてて……」

「あとで出かけてきますが、なにか欲しいものはありますか？　買ってきますが？」

「あ……いいえ。なにもないです」

　さっきまでの考え事が尾を引いているのか、口元をこわばらせて首を左右に振った。

「わかりました。一時間ほどで戻ってきますが、ここに三人残りますので、ご安心を」

　トニーは栞南の顔から、テーブルの上のほとんど手をつけられていない料理に視線を移したが、なにも言わず離れていった。

　料理をキッチンに片づけて、自分の部屋に戻った栞南はそのまま、まっすぐ窓辺へ足を向ける。緑に覆われた山が見えるが、澄んだ青い空のほうが近く感じる。

（外に出ていないから気が滅入るのかな）

　昨日、自分に万が一のことがあったときのために、両親へ手紙を書いた。

　それがいけなかったのだろうか。自分が死と直面していることを思い出し、安心感が生まれてのんびりしていた気持ちに、活を入れられたような感じなのだ。

　もっと親孝行しておけばよかった、もっと人生を楽しんでおけばよかった、と考えれば考えるほど悲しくなって、自分が死ぬかもしれないという負の感情が心を占める。

　痛む胸を、服の上からぎゅっと掴んだ。

（楽しむって、なにを？　旅行や仕事や……恋愛？）

　初めてできた恋人に二股をかけられ、いい思い出なんか薄い紙のごとく吹き飛んでしまった。

（なにが楽しかったんだろう……）

　孝太郎が営業から戻ってきた姿を目にすると、胸がドキドキしたものだ。同じフロアだから彼を身近に感じられた。

　身長は高いけど、誰もが振り返るほどのイケメンではなく、温厚そうな雰囲気の彼だった。

（裏表もなさそうな人だったのに……。付き合っていた九ヵ月は、なんだったんだろう……）

　孝太郎と付き合っていた時間が、今ではもったいなく思える。

（別れてショックだったけど、今考えるとそれほど好きじゃなかったのかも。付き合った時間がもったいないなんて、普通は考えないはずだから……）




　今日もやることがなく、一日どうしようかとベッドでゴロゴロしていた。体力を使うわけじゃないから、相変わらず食欲もない。

　昼食も少し手をつけただけで部屋に戻り、しばらくしてから気分転換にパソコンの電源を入れて、日本のニュースなどを見ていた。

　そこへ突然、けたたましいベルの音がどこからか聞こえてきた。

　ジリジリジリッ！と大きく鳴る音に、栞南はビクッと肩をこわばらせた。それと同時に、トニーがノックもせず部屋に入ってくる。

「こちらへ！」

　彼は栞南の手を掴むと、リビングを横切る。他のボディーガードたちは、スマホでどこかへ電話をかけたり、パソコンを操作したりしていた。その間もベルは耳が痛くなるくらい鳴り続いている。

「どうしたんですか!?」

　栞南はトニーに聞こえるように大声を出す。

「火災警報装置のようですが、確認中です」

「トニーさん、本当に火事のようです。外に出て様子を見るように、と蓮様の指示が」

　どこかへ電話をしていた男がトニーに言うが、言葉は広東語で、なにを言っているのかわからない栞南は不安な表情になる。

「ミズノさん、火事です。蓮様の指示で外に出るようにと」

「外……」

　栞南は外に出るのが怖かった。

「さあ、早く！」

　トニーは突っ立ったまま動こうとしない栞南の手を引き、玄関へ向かう。他のボディーガードたちも栞南を守るため、前後で行動している。

　玄関を出るとすぐにエレベーターだが、先頭のボディーガードはその隣の鉄のドアを開けた。

「階段で下ります」

「階段っ!?　ここは何階？」

「十二階です」

「と、途中の階が火事だったら!?」

　有無を言わさず手を引っ張られ、栞南は階段を下りる。

「ねえっ！　トニーさんっ」

　先頭にいた機敏な動きのボディーガードの姿は、もう見えなくなっていた。先に下りて安全を確認するようだ。

　栞南は身軽なトニーについていくのが精いっぱいで、口を開く余裕がなくなった。

　火災警報装置が激しく鳴る中、三人の階段を下りる足音が響いている。栞南はなにかに追われるような恐怖を覚えながら駆け下りる。

（スニーカーでよかった……）

　息を切らせながら八階まで来ると、階段にマンションの住人たちの姿が見え始めた。

　やがてエントランスロビーに到着し、トニーの手を離して荒い呼吸を整える。

「はぁ……っ……はっ……」

「完全な運動不足ですね」

「あ……なた……たちとは……はぁ……違いま……す……」

「早く外へ出ましょう」

　住人たちはロビーの回転扉の横のドアから、ぞろぞろと出ていくところだ。栞南もトニーに誘導されて外へ出た。

　マンションを見上げてみるが、煙の出ている部屋は見当たらない。

「どこが火事？　部屋は大丈夫？」

　まわりにいる住人たちは心配そうに騒がしく話しながら、建物を見ている。

　そこへ先に下りていたボディーガードが現れ、トニーと話し始める。

　栞南は腰の高さほどの石塀に近寄り、周辺をぐるっと見渡した。少し冷静さが戻ってきて、あたりを窺うかがう余裕が出ていた。

　海がすぐ近くにあり、極彩色で彩られた天后廟の福の神が少しだけ見える。

（ここにいる間に見に行けたらいいな……）

「うっ！」

　そのとき突然、後ろから羽交い絞めにされ、呼吸が止まる。

　なんとかその手を外そうとするが、ものすごい力で、栞南が敵かなう相手ではない。

　黒革の手袋をはめた手で口を塞がれたとき――。

　――ガッ！　ドサッ！

　男が栞南から乱暴に引き離された。

　身体が自由になり、栞南はその場に崩れるように倒れる。地面にペタンと座り込み、今頃になってガタガタと震えてくる身体を両手で抱きしめた。

　栞南を襲った男はボディーガードたちに殴られ、地面に押さえ込まれていた。

　その男に視線をやると、目が合って鋭く睨みつけられる。

　ふいに肩に手を置かれ、栞南の身体がビクッと跳ねた。

「大丈夫ですか？　ケガは？　怖い目に遭わせてしまい、すみませんでした」

　そう言ってトニーは片膝をつき、栞南と同じ目線になったが、すぐに手を引いて栞南を立たせる。

「この人は……宝石を盗んだ……人……？」

　胃がムカムカして吐き気が込み上げてくる。

「その手下でしょう。今の火事も、あなたをおびき寄せる罠だったようです。ゴミ置き場が放火されていました」

「私がここにいると、知られていたんですね？」

（怖い……この場所はバレていないと思ってたのに……）

　栞南は神経質にあたりを見まわすが、トニーに視界を遮られ、歩かされる。

「部屋に戻りましょう」

「でも、あそこはもうバレているんでしょう……？」

「とにかく外にいては危険です」

　トニーに諭され、まだ震える足でふらふらとマンション内に戻った。




　栞南が襲われた報告をトニーから受けた蓮は、電話を切ると、デスクチェアに背を預けた。それから疲れたように両方のこめかみを揉む。

「連中が、誘拐目的だったことが救いでしたね。羽交い絞めにしたのなら、そのまま殺すこともできたはずです」

　デスクの前に立つダニエルは、疲れた表情の蓮を気遣う視線を向ける。

「まだやつらはブルーダイヤをあきらめていないらしい。おそらく中東あたりの大富豪に売る契約をしているんだろうな」

「彼女の命を、ブルーダイヤとの取引に使おうとしたんでしょう」

　蓮はおもむろに立ち上がると、スーツの上着を手にした。

「ダニエル、帰るぞ」

「蓮様、これから周シュウ氏と夕食会の予定が入っています」

　周氏とは、香港に三十店舗の宝石店をかまえるオーナーだ。

　五十代の無ぶ愛あい想そうな男性だが、蓮の母親の親戚にあたる。蓮の両親は三年前、パリを旅行中に交通事故で亡くなっていた。

「今日はキャンセルだ。今は彼女のことを考えなければ」

「それはそうですが、彼女のそばにはトニーと他の者がいますし、捕まえた男は警察に引き渡しているので、緊急ではないかと」

「お前が代わりに夕食会に出てもいいんだぞ？」

「……いえ。周氏は私では満足しませんから」

　周氏はあくまでも、〝朝日奈コーポレーション〟の社長である蓮と会いたいのだ。仕事の話はもちろんのことだが、周氏の娘の婿候補として。

　蓮は歩きながら上着を羽織ると、執務室のドアを開けた。そこには秘書のデスクがあり、蓮を見て女性社員が素早く立ち上がる。

　父の後を引き継ぎ、社長となった蓮が経営する朝日奈コーポレーションは、香港とロンドンにオフィスがある、世界各地の宝石を仕入れて売却する会社だ。

　従業員は二百人に満たないが、彼らの給料は日本の一流商社よりも上だといわれている。オフィスは、海外の大手企業などが入っている中環のビルの中にある。

　地下駐車場に下りた蓮は、ボディーガードたちが待つ高級外車に近づく。その後ろには、蓮のビジネスバッグを持ったダニエルが続いた。

　蓮とダニエルが乗り込み、ボディーガードが運転する高級外車が動きだす。

　後方から、ボディーガードがふたり乗った車もぴったりついて走り始めた。




　くねくねとした山道を走る。オフィスを出たときにはまだ明るかった空も日が落ち、二十分ほどでタワーマンションへ到着したときには、夜空に変わっていた。

　蓮とダニエルが広い玄関に入るとトニーが待っており、頭を深く下げて謝る。

「蓮様の指示に応えられず、すみませんでした」

　細心の注意を払えと蓮から言われていたのだ。

　不審な男が景色を見ている栞南に近づくのに気づいたとき、トニーは肝を冷やした。

「終わったことだ。だが次は死ぬかもしれない。彼女を守ってやってほしい」

　蓮は気落ちするトニーの肩に手を置いた。

「彼女は？」

「部屋に入ったきりです。今日は朝から食欲がなさそうで、ほとんど食事を口にしていません」

　上着の袖をずらして、腕時計を見る。あと一時間ほどで夕食の時間だ。

「ダニエル、食事の用意を頼む」

　それだけ告げると、着替えのために部屋へ向かった。




　ベッドに横たわっていた栞南の耳に、複数の男性の声が聞こえてきた。

（またなにかあったのかな……）

　そう思うものの、起き上がる気にならない。でも、目も瞑つむれない。目を閉じると、自分を睨むさっきの男の顔が鮮明に甦よみがえるのだ。首を絞められた感触まで思い出され、呼吸が苦しくなる。

　布団にくるまり、この状態からどうにか抜けださなきゃ……と思いながらも動けないでいると、ドアがノックされて誰かが入ってきた。

「返事をするまで、入ってこないでください」

　その人物を見ようともせず言った。今日も蓮は遅い帰宅だと聞いていたから、トニーだと思っていた。

「俺は返事を待つのが嫌いなもんでね」

　思いがけない蓮の声に驚いて、布団から顔だけ出す。

「食事だぞ」

「食欲、ないんです。私を気にせず、どうぞ召し上がってください」

「じゃあ、酒を飲もうか。飲めるだろう？」

（……さっきの出来事を思い出さないで眠りたい。ここに睡眠薬はある？　それよりも、お酒を飲んだほうが、気分が晴れてぐっすり眠れるかもしれない）

　蓮が腕を組みながら栞南の返事を待っていると、むくっと布団の塊が持ち上がった。

「お酒、飲みます」

（私はそれほど強くないから、すぐに眠くなるはず）

　蓮は頷き、先に部屋を出ていく。

　栞南もあとに続いて部屋を出ると、蓮はダイニングテーブルの席に着いていた。ダニエルが栞南のいつもの席のイスを引いて待っている。テーブルの上には、ステーキのコース料理が用意されていた。もちろん栞南の分もある。

「お酒だけでいいです」

　引かれたイスに座り、蓮に異議を唱えた。

「空きっ腹で酒なんか飲んだら吐くぞ？」

　栞南のほうを見もせず、蓮はステーキを切っている。その手つきはまるで外科医のように繊細だ。

（お酒を飲んで気持ち悪くなるのは困る。なにも考えないで眠りたいのに。酔って吐いた経験は過去二回ほど……どれも空きっ腹で飲んだせい。あのときはつらかったな）

　ダニエルが冷たいヴィシソワーズを運んできて、去っていく。

「こっちを食べろ」

　蓮がたった今切ったステーキの皿を栞南に差しだした。反射的に受け取ってしまう。

「冷めるとまずくなる。早く食べろ。酒はそれからだ」

（ほとんど優しさを見せなかった朝日奈さんが、自分のために切ってくれた。優しい口調でもないけれど、気遣ってくれている気持ちが伝わってくる。私の思い込みかもしれないけれど）

「……いただきます」

　フォークを持って、ひと口大に切られたステーキを頬張った。

　さすがセレブ。ここで食べる料理はすべて最高級の食材を使っているようで、肉は口に入れるととろけていく。特に、蓮がいるときの食事は贅ぜい沢たくだった。

　ステーキを切り終え、彼も食べ始めている。

「今日の男の件はすまなかった。怖い思いをさせたな」

　今度は本当に、心の底から申し訳ないというような声音だ。

「私……本当に狙われているんですね。ここがバレていたなんて……」

　狙われているのはわかっているつもりだった。だけど、実際にあんなことが起きて、ひしひしと実感したのだった。

　両親へ万が一のときに読んでもらおうと手紙を書いたときの気持ちは、悲劇のヒロインを演じていたような、生ぬるいものだったのかもしれない。数日間、ここでボディーガードに守られ、気が緩んでいた。

「どうやらお前を誘拐し、ブルーダイヤとの引き換えに使いたいらしい」

「えっ!?」

「執しつ拗ようにブルーダイヤを狙うのは、理由があるようだ。いらなければ報復としてあの場で刺され、死んでいたかもしれないからな。男はナイフを所持していた」

　それを聞かされ、背筋がぞわっと寒くなる。

「そんな話、もういいです。聞きたくないです」

　やけくそな気分になって、ステーキをひと口ふた口と放り込む。それがいけなかった。いくらとろけるような肉だといっても多すぎて喉のどに詰まり、栞南はむせた。

「ゴホッ！　ゴホッ！」

「ほら」

　赤ワインの入ったグラスを手に持たされる。受け取ってゴクゴクと飲み干した。

　グラスの中身が空になると、慣れた所作でもう一杯注がれる。

「ありがとうございます」

　赤ワインのおかげで、ステーキが喉を流れていった。

「お前はナイフじゃなくステーキを使っても殺せそうだな」

　口元を緩ませて栞南をからかう蓮は、やはり男ながらに美しい。

「冗談でも言わないでくださいっ」

　栞南は彼の雰囲気に呑のまれないよう、ムキになって言った。今までの人生で彼ほどカッコよく、セレブな人種と接することがなかったから緊張するし、胸がドキドキしてしまう。

「元気が出てきたようだ。もっと食べろよ」

（からかうのは、私を元気づけるため？）

　そんな考えが頭をよぎると、ますます蓮を意識してしまいそうだった。




　それから赤ワインを四杯飲んだのに、胃に食べ物が入ったせいか、それとも高級で上質な酒のせいなのか、栞南は酔えないでいた。

「朝日奈さん、もっと強いお酒をもらえませんか？」

「わかった。用意しよう。リビングに行ってろ」

　食器の片づけをしていたダニエルが、「私が用意しましょう」と言うのを蓮は断り、自らバーカウンターでスコッチと氷を用意する。

　栞南は言われた通り、ダイニングテーブルからリビングへ移動した。

　昼間、リビングのローテーブルの上にはボディーガードたちのパソコンが数台置かれていたが、今はすべてなくなっている。彼らの姿も見えない。

（彼らはどこで寝泊まりをしているの？）

　そんなことを考えていると、スコッチと氷の入ったグラスが目の前に置かれた。

　昼間なら美しい景色を楽しめる窓は、今はオフホワイトのカーテンが引かれている。

　ソファの下に敷かれたラグにペタンと座り、栞南はグラスを持った。

「いただきます」

　一気にあおるように飲む。

　カランと氷の音をたてながらグラスを置いたときには、喉が焼けるように熱くなり、すぐに胃がかあーっとなっていた。

（なに？　これ……強っ）

　咳せきをしたいのを我慢していると、蓮の笑い声が聞こえた。栞南の斜め前に座った彼は、やはりソファではなく毛足の長いラグの上だ。

「お前には強すぎるかもな。水割りにするか？」

「いいです。お代わりをください」

「少しずつ飲んだほうがいい」

　蓮は、早くも顔を赤くさせた栞南をたしなめる。

「自分で注ぎます」

　栞南は蓮が持ってきたスコッチのボトルを取ろうとして、手を伸ばした。だがそれは彼の長い指に阻まれる。

「あっ！」

　蓮に手を掴まれて、目を丸くする。

「急性アルコール中毒にでもなって、自殺する気か？」

「そ、そんなんじゃないです。早く酔って眠りたいんです」

　アルコールのせいなのか心臓がドキドキと暴れ始めていて、彼の手にドクンドクンと振動が伝わってしまいそうだ。

　栞南が手を引くと、蓮の手も自然と離れた。










願い事を叶かなえる約束




「酒は楽しみながら飲むもんだ。俺を相手にしているんだから、まだ寝るなよ」

「そんなっ――」

　異議を唱えようとした栞南の口に、ルビーのような赤いカシスのチョコレートが放り込まれる。

「俺を楽しませてくれる女には不自由していないのに、今日はお前のために早く帰ってきたんだからな」

　蓮は形のいい唇を緩ませ、自分の酒を作る。

　甘酸っぱい味が栞南の口の中に広がり、スコッチの味が消えていく。何個も食べてしまいそうなほどおいしい。おそらく最高級のブランドのチョコなのだろう。

　そこでまた、蓮の生活と自分の生活が宇宙と犬小屋のように思えてきた。

（宇宙と犬小屋かぁ……全然例えになってないな……この人と私の生活レベルの差を考えると、今までの自分の人生が悲しくなってくる）

　そう思ったのにもかかわらずなぜかクスッと笑ってしまうと、蓮が首を若干傾かしげて栞南を見てくる。

「なにがおかしいんだ？」

「……おかしくなんかないです……ただ……今日のことやこれからのことを思うと、もっと楽しいことや、やりたいことをしておいたり、言いたいことを言っておいたりすればよかったなって思ったんです」

　今日一日考えていたことを、つい言葉にしていた。

「楽しいこと、やりたいこと、言いたいこととは？　全部話せたら、できる範囲で叶えてやるよ」

　蓮は肩を落とす栞南を見つめ、静かに聞いた。

　片膝を立てて座っている彼の姿は、見とれるほど絵になる。

（でも本当に自分の願いを叶えてもらうことなんて無理だよね）

　そう思いながら、栞南はひと呼吸置いてから口を開いた。

「やりたいことは、もっといろいろな国に行きたかったな、って。言いたいことは、元彼にもっと怒りを爆発させればよかった……」

　蓮はグラスを傾けたりしているが、瞳は栞南をまっすぐ見ている。

「あぁ……付き合っていた男と別れたんだったな」

「常務の娘と、二股かけられてたんです」

　真剣に聞いてくれるから、忘れたかった二股の件も話していた。

「私、そんなに魅力がない女だったのかなって……いろいろ詳しく聞きたいし、ふざけるな、バカ野郎！って、ののしりたい。あ、お代わりください！」

　今度は氷だけ入ったグラスに、スコッチが半分ほど注がれる。

「少しずつ飲めよ」

　栞南が飲もうとすると忠告された。仕方なくひと口だけ飲み、テーブルに置く。

「楽しいことは？」

　そう聞くと、蓮もひと口飲んだ。

『お前とのセックスなんて、こっちから願い下げだ。もったいぶる女は嫌いなんだよ。梨りん花かとのセックスが楽しいし最高だよ』

　別れ際、孝太郎が言った言葉を思い出してしまった。涙るい腺せんが緩みそうになって、急いで目を手の甲で擦る。

「ああっ！　もう！　情けないっ！」

「なにが情けないんだ？」

「もったいぶっていたわけじゃないけれど、孝太郎とセックスしなかったことですっ。もし……もし私がこのまま死んだら、バージンのままですよ？　バージンの……」

　酒が入り、赤い顔をした栞南は、恥じらいもなく言葉にした。

　初めて見せる、呆気に取られた蓮の顔。それに気づかず、栞南は先を続ける。

「セックスって楽しいんですか？　あ！　朝日奈さんに聞いても無駄ですよね。楽しくなかったら、たくさんの女性とデートしないですもんね」

　酔っぱらって、普段は絶対に口にしないような言葉がポンポンと出てくる。

　涙で霞む瞳のまま、グラスに手を伸ばし、飲み干した。途端に目の前がぐらんぐらんと揺れ始める。

「お、おいっ」

　蓮は栞南の持つグラスを取り上げた。その反動で、栞南の頭がソファにぶつかる。

「このまま飲むと、悪い酒になるぞ」

「あー、私って嫌な女！　私っ、ぜーんぶ言いました！　なにを叶えてくれるんですかっ!?　魔法使いさん」

　むくっと頭を上げて言うと、再びソファに頭を乗せた。

（魔法使いのように……幸せの魔法をかけてほしい……殺されるかもしれない恐怖から抜けだし、夢のような幸せを……願いが叶うなら……）

「魔法使い？」

「んー……昔……童話で……」

　ろれつが回らなくなって、意識が少しずつ薄れていく。

（魔法使いの童話……）

　蓮の幼い頃の記憶が甦る。

『蓮、大きくなったら魔法使いみたいに、好きな女の子の願いをなんでも叶えてあげなさいね？　女の子は夢のようなことに憧あこがれるのよ』

　思いがけない栞南の言葉で、若かりし頃の母親の声が聞こえた気がした。

「お前は不思議と、俺の気持ちを和らげる……」

　あっという間に栞南は眠りに落ちていた。すやすやと眠る彼女を見つめる。

（こんな女は初めてだな。強がっていたかと思うと、か弱い……今までこんな女には会ったことがない）

　栞南の言う通り、物心ついてから女に不自由したことがない蓮。付き合った女性のタイプはさまざまだが、酔ったとはいえ、栞南のように心をすんなりさらけだす女は初めてだった。

（元はといえば事件に巻き込んでしまったのは俺で、彼女の命を最優先にするのは当たり前のこと。彼女の命は絶対に守らなければ）

　警戒心がまるでなく、ぐっすり眠る栞南の顔を見ながら物思いにふけっていると、ソファにもたれていた彼女の身体が、ずるっとラグに吸い込まれる。その姿にフッと笑みを漏らした。

　栞南を抱き上げると、彼女の部屋に連れていき、ベッドに横たえた。

（バージンと言ってたな。色気は……なくはないな）

　水色のブラウスのボタンが三個ほど外れ、華きゃ奢しゃな鎖骨が見えている。襟に隠れていたあたりに小さな赤い染みを見つけた。

　気になって襟をずらすと、鎖骨の上あたりに、引っかかれたような傷跡があった。

（羽交い絞めにされたときに、男の腕時計かなにかが傷をつけたんだろうか……）

　蓮はリビングに引き返し、救急セットを持って栞南の部屋に戻った。消毒液を湿らせた脱脂綿で傷口を拭くと、栞南の身体がピクッと動き、一瞬眉間に皺しわが寄る。

「う……ぅ……ん」

　くぐもった声を漏らしながら寝返りを打とうとする身体を押さえ、消毒した傷に絆創膏を貼る。

　起きそうもない栞南は、絆創膏を貼られてすぐうつ伏せになった。

「寝相が悪いな」

　ぼそっと呟くと、栞南が「むにゃむにゃ」と目を閉じたまま話しだす。

「バカや……ろ……ぉ……」

「寝相も悪いが、寝言も言うのかよ」

　蓮のほうに顔を向けてあどけない表情で眠る栞南に、自然と微笑みがこぼれる。

「んー……孝太郎……を……見返し……」

（二股をかけられてフラれたのが、相当ショックだったんだな）

　栞南に関する報告書に、付き合っていた男は同じ会社だと書かれていたことを思い出す。

「……水野栞南……お前の望みを叶えよう」

　蓮は寝息をたて始めた栞南に、はっきりと告げた。




　栞南は枕を抱きしめたまま、うっすら目を開けた。その途端、ガバッと起き上がる。

（うー……頭がぐらぐらしてる）

　どうしてこんな状態なのか考えてみる。

（食後、リビングでスコッチを飲んで、孝太郎にフラれた話をして……ええっ!?　そのあと、覚えてないっ！）

　記憶がないだけで、ひとりで部屋に戻ってきて寝たのだろう。そうでなければ、ベッドで眠っているわけがない。

（朝日奈さんがベッドまで連れてきてくれるとは思えない。寝てしまったら、そのままリビングに放置されそう。今は少し優しくなった気がするけど……拉致されたときは冷たい態度だったし）

「シャワー浴びよう」

　ひとりごちてバスルームでブラウスを脱ごうとすると、鎖骨のあたりに少し引きつれたような違和感。そこに手をやると、なにかが貼られている。

（絆創膏……？）

　バスルームの鏡で確認してみると、栞南が面倒でなにもしなかった傷に絆創膏が貼られていた。

（どうして？　誰が？）

　ブラウスの襟をずらさないと見えない場所だ。

（もしかして、自分で部屋に戻ったんじゃなくて、朝日奈さんに連れてきてもらった？　ダニエルさんもボディーガードも、もうリビングにいなかったし……）

　記憶がぶっ飛んでいる。でも、なにも覚えていないくらいだから、連れてきてもらったと考えるのが妥当ということはわかる。

　栞南の顔がみるみるうちに赤くなっていく。

（やだ、恥ずかしいっ！）

　自分がバージンだと暴露したことも、栞南はまったく覚えていなかった。

（もうお酒飲まないっ！　絶対に飲まないんだから！）

　あおるように飲んだつもりはないが、泥酔したところを見ると、アルコールの度数が強かったのだろうと思う。

　蓮に『もっとゆっくり飲めよ』と止められたことは、なんとなく覚えている。

　絆創膏の上から、傷を指で撫でる。痛みはまったくない。

（朝日奈さんの意外に優しい一面を見てしまった……ううん。正確には、体験してしまった？）

　蓮の優しさがうれしかったが、その反面、無防備な自分になんの欲望も覚えなかった彼にがっかりしている。

（もしかして、なにかされちゃったりした？　いや、そんなことないか……）

　そう思う自分の気持ちに驚く。

（私……）

　栞南は蓮にどんどん惹ひかれているのを感じていた。

（ダメダメ！　女性をとっかえひっかえしている人なんて、好きになっちゃダメ！）

　自分とは住む世界が違う人だ。無事に日本に帰ったら、もう二度と会わない。

　そう考えると栞南の心臓はきゅんと切なくなり、泣きたくなった。

　昨晩の自分がどんなことを言って、どんなことをしたのかわからないから、蓮に会うのは勇気がいる。

　時刻は九時を回っているから、彼はいないだろう。トニーとボディーガードたちだけのはずだから、いつもと同じ朝だ。気持ちを引きしめ、平静を装って栞南は部屋を出た。

　その瞬間、ギクリと足が止まる。蓮がダイニングテーブルで新聞を広げていたからだ。彼はいないと思っていたので、部屋に戻ろうと一歩下がる。

「意外と早いな」

　後ろを向いているのに、自分の気配に気づいている蓮にさらにギクッとする。

「飲み物はなにをお持ちしますか？」

　その場で立っていると、きびきびした動きのダニエルが通りすがりに聞いてきた。

「お、おはようございます……コーヒーをお願いします」

　飲み物を頼んでしまい、もうダイニングに行くしかなかった。

「おはようございます」

　蓮にも声をかけて、いつものように席に座ると、コーヒーがテーブルに置かれた。

（なんか気まずい……）

　ちらりと蓮に視線を向けてみれば、彼は新聞を読んでいて表情が見えない。とりあえずホッとした。

　それもつかの間、手元に置かれたコーヒーを口にすると――。

「酒癖が悪いんだな」

「ゴホッ！　ゴホッ！　ゴホ……」

　コーヒーを吹きだしそうになって無理に飲み込んだが、あっけなく器官に入り、咳せき込む始末。

「ものを飲み込むのが下手なのか？　いつも咳き込んでいるぞ」

　新聞に視線を落としたまましれっと言われ、苦しい咳が止まるのを待って口を開く。

「私がなにか飲んでいるときや食べているときに、わざと変なことを言うからじゃないですかっ！」

　言い返さないのは、その自覚があるからだろうか。キーッとムキになる栞南を見て楽しげに笑い、蓮は新聞を畳む。彼の前を見ると食事は終わっていたようで、コーヒーカップだけがある。

　ダニエルがやってきて、熱々のベーコンエッグとトーストが栞南の前に置かれた。

「食べろよ」

「……いただきます。今日は出勤、遅いんですね」

「今日は土曜日で、仕事はない。これから外出するが、戻ったら一緒に出かけるぞ。そうだな……十五時までに用意しておけよ」

　蓮はワイシャツの袖をまくり、腕時計を見て言った。

「ええっ!?」

　栞南は出かけると聞いて、ギョッと目を見開く。

「なにを驚いているんだ？」

　席を立った蓮は、驚いている栞南を見る。

「出かけるって、私がですか？」

「そうだ」

「でも、狙われているんです。危ないじゃないですか」

「支度をしておけよ」

　蓮は肩をすくめる。狙われていることなんてどうでもいい、といった言い様だ。

　栞南の心配をよそに、彼はスラックスのポケットに手を入れて自室へ消えた。

　どこへ出かけるのかまったく見当もつかず、栞南は不安を覚えた。でも、蓮は自分を危ない目に遭わせはしないだろう、と信用もしていた。







第三章










贅沢な体験




　蓮は十四時過ぎにマンションに戻ってくるなり、栞南の部屋へやってきて、出かけるのを急せかす。

「ま、待ってくださいっ。十五時って言ったじゃないですか。まだ準備ができていないんです」

（ここへ来てからずっとお化粧をしていなかったけど、これから朝日奈さんと出かけるのなら、みっともない格好はしたくない）

　ファンデーションのコンパクトを左手に持ちながら、異議を唱えた。

「化粧は必要ない。服もそれでいい。行くぞ」

　蓮が部屋を出ていく。

　今着ている服はジーンズに薄手のセーターだ。唯一持っているシックな黒のワンピースに着替えようと思っていた。

「これでいい、って……」

　自分の姿を見下ろしながら、出かけるところがどこなのか余計わからなくなった。もしかしたら、ドライブでもして、そのあと夕食に連れていってくれるのではないかと考えていたのに。

　とりあえず化粧ポーチと財布、ハンカチなどをバッグに放り込むと、肩から提げて部屋を出た。

　リビングの窓辺に立っていた蓮は、出てきた栞南につかつかと近づく。

「これもいらない」

　栞南が提げているバッグを取ると、ローテーブルの上に無造作に置いた。

「なにも持たないのは不安です」

「必要ないんだから、かまわないだろ。行くぞ」

　蓮は栞南の腕を軽く掴むと、玄関へ。強引に歩かされ、栞南は仕方なくスニーカーを履いた。




　ダニエルが運転する高級外車の後部座席に、蓮と並んで座る栞南は極力、窓際に身を寄せていた。

　蓮の長い脚が斜めに組まれており、カーブでハンドルが切られるたびに栞南の脚に触れてくる。するとお腹の奥がきゅんとなる感じに襲われるのだ。

　当の本人は『山道のカーブなんだから仕方ない』と、まったく気にしていない様子。

　敏感になっているのは栞南だけ。だからなおさら、ドアにぴったりと身を寄せてしまうのだった。




　十五分後、車は市街地に出た。ひょろっと縦に長いトラムが走っているのが見える。トラムとは、二階建ての路面電車のような乗り物で、香港の名物になっている。

「朝日奈さん！　あれはトラムですよね!?」

　車体に女性の顔とヘアケア商品が映しだされており、走る広告のようだ。行き交う他のトラムを見ても同じ広告はない。有名ブランドの時計もあれば、おいしそうな点心もある。見ていて楽しいおもちゃみたいな乗り物に、栞南のテンションが上がる。

「ああ。そうだ」

　栞南は車の窓におでこをピタッと寄せ、興奮気味に見つめている。子供みたいなその姿に、いつの間にか蓮の口元は緩んでいた。

　バックミラーからその様子を窺うダニエルは無表情だが、心から楽しそうな蓮の笑みを、内心で意外だと思っていた。

　いつも蓮と女性とのデートの送り迎えをしているダニエルだが、蓮のこんなに楽しそうな顔は見たことがない。普段の蓮はなにを考えているのかわからないくらいにポーカーフェイスなのだ。

　今までの蓮は、公私共に女性と頻繁に出かけていた。

　裕福な暮らしをしている蓮に近づく女性はたくさんいる。彼の容姿に惹かれる女性が大半だが、付き合っていくうちに財産にまで目がくらんでいく。朝日奈家に嫁げば、一生苦労せずに暮らせる。それどころかイギリス、香港、ハワイに私邸があり、蓮は宝石商なので、この上なく豪華な宝石も自分のものにできると欲が出てしまうようだ。

　その他に不動産も多数所有しており、蓮の総資産は十億ドル以上。日本円でいうと約八百億円と、〝超〟がつくくらいの富豪なのだ。

　過去、蓮にはイギリス人の婚約者・リリアナがいた。家柄がよく、美しいブロンドの女性。両親の勧めで結婚を決めた相手だった。

　結婚を一ヵ月後に控えた頃、彼女は蓮の両親と旅行先のパリで食事をしたあと、一緒に交通事故に巻き込まれて亡くなった。それが三年前の悲惨な出来事だった。蓮は当時、二十六歳。

　彼女が亡くなってから、恋人は何人もできたが、いずれも結婚を考える付き合いではなかった。

　一度身体を重ねると、それで蓮のすべてを手に入れたように錯覚される。独占欲をむきだしにされると彼の気持ちは冷めてしまうのだ。

　そんな蓮にも、大切な女友達がいる。幼馴染みの彼女・ソフィアは香港の不動産王の娘で、蓮の財産に目がくらまない女性だ。

　価値観が同じであるソフィアと会う時間は楽しい。幼い頃から一緒に過ごした兄妹みたいな存在で、信頼していた。

　今回のゴタゴタに巻き込まれてから、蓮はソフィア以外にはひとりも女性と会っていない。ダニエルは女性からの電話を取り次がないよう指示されていた。

　ここのところ、蓮と話ができなくて怒る女性があとを絶たず、『納得できない』とギャーギャー電話口でわめき、ダニエルや女性秘書を悩ませてばかりだった。




　ダニエルの運転する車は高級ブランド店が集中する通りを走り、ある有名なファッションブランドの店舗の前に停められた。

　まさか降りるとは思っていない栞南は、道行く人々を見ている。

　ダニエルと、助手席に座っていたトニーが車から降りた。ふたりがいなくなってしまい、不安になる。

「ダニエルさんもトニーさんも、すぐに戻ってきますよね？」

　隣の蓮に聞くが、「お前も降りるんだ」と言われてビクッとする。

「外に出たら危ないじゃないですかっ！　私、狙われているんですよ？」

「そんなことは充分承知している。だから降りろ」

「嫌です！」

　栞南は口をへの字にさせて首を横に振る。

「なら、ひとりでここに置いていくぞ？」

「そんなっ！　嘘ですよね？」

「俺はここに用があるんだ。行かないのなら、ひとりで車にいてもいいんだぞ？　さあ、どうする？」

　挑戦的な笑みを浮かべる蓮。

「……行きます。でも、高級なファッションブランドで買い物するなら、私はいなくてもいいのに」

　栞南はブツブツ呟きながら、高級な革の匂いのするシートから離れた。

　蓮も反対側から降りて合流すると、腕を取られて大きなガラスのドアに向かう。

（朝日奈さんは超高級スーツを着ているから、このお店に入ってもぜーんぜん問題ないけど、私は普段着なんだよ？　絶対に店員さんが嫌がるスタイル。着替えたかったのに）

　ドアの両脇には、ようやく顔を覚えたボディーガードが立っている。

　蓮は不機嫌な表情の栞南を、レディーファーストで先に中へ通した。

「歡迎光臨フンイングォンラム」

　スーツを隙なく着こなした男性が、栞南と蓮に挨拶した。

　そのとき、栞南が蓮に「なんで私から先に――」と文句を言っていたことから、彼女が日本人だと察したその男性は、すぐに広東語から日本語へ切り替える。

「いらっしゃいませ。朝日奈様、お待ちしておりました」

「ミスター・コウ、彼女の服と靴を一式。そうだな、化粧も頼む」

「朝日奈さんっ!?」

『ミスター・コウ』と呼ばれた男性はにっこり笑みを浮かべるが、栞南はギョッと驚くばかりだ。

「かしこまりました。お嬢様、どうぞこちらへ」

「朝日奈さん、どういうことなんですか？」

　栞南は足に根が生えたように、出入口から動けない。

（ここで高級な服を買うなんて……）

「三時間、貸し切りだ。好きなだけ選ぶといい」

「なにを言っているんですか？　おかしいです！　そんなことはやめてください！」

　彼に高級ブランド店でものを買ってもらう筋合いはない。顔を真っ赤にして、ドアに足を向けた。

　今まで、ブランドの服をプレゼントされて喜ばない女はいなかった。だから栞南の剣幕に一瞬、蓮は呆気に取られたが、すぐに引き止める。

「栞南！」

　有無を言わさないような低い声で呼び捨てにされ、栞南は立ち止まり、振り返る。

「帰りましょう！　私には必要ないです」

（ここで服を買ってもらったとしても、どこで着ればいいの？　それに、無事に日本へ帰れるかわからないのに……）

　ふいに目頭が熱くなって、涙目で蓮を見てしまう。

「栞南、ずっと神経を張りつめていただろ？　今はこの時間を楽しんでほしいんだ。部屋に閉じ込めてしまった罪滅ぼしだ」

　そう口にして、下した手てに出て説得しようとしている自分に驚く蓮。

「朝日奈さん……」

　これは自分を喜ばせようとしてくれたことなのだと思うと、栞南の心がじんわり温かくなる。

「普段よりもボディーガードを増やしているから、安全だ。買い物を楽しんでくれ」

　戸惑う栞南は、いつの間にか目の前に来ていた蓮に腕を取られ、女性物のドレスがディスプレイされているエリアへ連れていかれた。

　一緒に選んでくれるらしく、そばにぴったりいる蓮に、今度は違う意味で戸惑う。

　近すぎて、蓮の甘く官能的な香りにドキドキし、酔ってしまいそうだ。密室だった車よりもなぜか彼を意識してしまう。

（まるで恋人のようにそばにいるから？）

　男性でムスク系の香水をつけている人は、自分を『いい男だろう？』と誇示しているようで好きじゃなかった。だが、蓮はムスク系の香りそのもののような人。官能的で、妖よう艶えんで、危険な雰囲気が漂う。そんな香りが彼によく似合っている。

　蓮の香りがわかる位置にずっといたかったが、それでは心臓がもちそうにない。栞南は服を見るふりをして、彼から離れた。

　一メートルほど距離を取ると、蓮の影響力が少し消えたような気がして、目の前のドレスに集中する。

　ここのブランドは、シックな大人の女性に似合うはず。自分には似合いそうもない、とドレスを見ながら思った。

（このブランドって、女性物もあったんだね。ファッションに疎いから知らなかった。とはいえ、これを私が着るのは無理があるよ……）

　決める気もなくぶらぶら歩いていると、突然くるっと身体を回された。そんなことをする人はひとりしかいない。

　振り向かされた途端、なにかを身体に当てられる。

「これを試着してこい」

　見ると、ノースリーブで上品なシャンパンピンクのドレスワンピ。

（これが私に似合うとでも思っているんだろうか……）

「私には似合いませんから、時間の無駄です」

「三分で着替えてこいよ」

　ドレスワンピを手に持たされると、ミスター・コウに「フィッティングルームへご案内します」とすかさず誘導された。

「さ、三分じゃ無理ですからね！」

　しぶしぶミスター・コウのあとについていく。

　艶やかなサテン地のドレスワンピだ。ウエストが絞られたデザインの前身頃は、膝頭が出るくらいの長さ。裾は緩やかなドレープが美しく重なり、女らしい曲線を醸かもしている。

（さすが高級ブランド……）

　着替えて鏡に自分の姿を映してみると、庶民の自分がセレブのお嬢様になったかのように見える。そして心なしか、脚もスッと長くなった気がする。

「五分経ったぞ。さすがにもう着替えただろ？」

　フィッティングルームの向こうからの蓮の声に、栞南は我に返る。

「い、今出ます……」

　おそるおそるドアを開けて顔を覗かせると、ドレスワンピより濃いピンクのハイヒールが用意されていて、「履け」と蓮に言われる。

　とても華奢なヒールで、高さもかなりある。それに自分では到底手が出ない高級品だと思うと、足が震えた。

　だから足を入れた途端によろけてしまい、蓮の腕に頼らざるを得なくなる。

「なかなか似合うな」

（そのひとことで舞い上がってしまいそうになるのは、どうしてなの？）

　栞南は頬が熱くなるのを感じた。

　それからはドレスワンピを着たまま、蓮に店内を連れまわされる。

「それと、これ。あぁ……これもいいな」

　まるで食材を買っているみたいに気楽な様子で、その間、栞南は何度も「もういらないです」と拒否した。

「お前の金じゃないんだ。俺の好きにさせろ」

　そう言われ、しまいには「しつこい女だな」とムッとされ、栞南は蓮の考えていることがよくわからなくなる。

　信じられないくらい着心地のいいドレスワンピと、ハイヒールを見下ろした。

（罪滅ぼしはこれだけでいいのに……）

「次は化粧だ」

　蓮は栞南の手を取ると、化粧品のエリアに向かう。

　そこには、スーツを着た中性的な雰囲気の白人男性が待っていた。栞南をスツールに座らせると早速、前髪をピンで留め、下地から施し始める。

　その間だけ蓮は栞南から離れ、ソファで電話をしている。

（高級ブランド店を貸し切りにしちゃう朝日奈さんって、やっぱり想像以上にすごい人なんだ……）

　改めて、蓮と自分の世界が違うことを思い知らされる。

　化粧の仕上げとして光沢のある赤いルージュを塗り、最後にフルーティーな香りのフレグランスをシュッと胸元に吹きつけた白人男性は、「ＯＫ！」と言い栞南から離れる。

　手鏡を渡されて覗くと、栞南はポカンと口を開けた。

「これが私……？」

　くっきり引かれたアイライナーで、わりと平らな印象の顔は彫りが深くなっていた。真紅のルージュの唇もどこか官能的で、自分じゃないみたいに感じる。髪も元の髪型を生かしつつ、ふんわりと内側に巻かれている。

「似合わないこともないが、化粧が濃すぎるな。お前らしさが消された」

　蓮の声がして鏡を少し動かすと、黒曜石の瞳と目が合う。

「これでいいじゃないですか。気に入りました！」

　自分でも蓮と同じ意見なのに、つい憎まれ口を叩いてしまう。

　それがわかっているのか、蓮はフッと笑った。それからエスコートするように栞南をスツールから立たせ、ソファに座らせた。

　座り心地のいいソファのそばにテーブルがあり、その上には細かい気泡が立つシャンパンが入ったグラスと、みずみずしい苺いちごやチョコレートが用意されていた。

「喉が渇いただろう？」

　蓮は栞南の手にグラスを持たせる。

　火ほ照てった身体に、冷たいシャンパンは気持ちよく栞南の喉を通っていく。

「これから食事に行くから、酔っぱらうなよ」

「シャンパン一杯くらいじゃ酔っぱらいません！」

（お酒はもう飲まないって決めたのに……）

　栞南はおいしそうな苺に手を伸ばす。ひと口で食べればよかったのに、変に上品ぶって苺を半分噛かむと、汁が顎を伝った。

　急いで手の甲で拭おうとしたが蓮に止められ、親指の腹で拭われた。

　思わずびっくりしてしまう。

（親指の動かし方が、気のせいかもしれないけれど、官能的で……）

　栞南の心臓は早鐘を打ち始めた。

「ひと口で食べろよ。そんなに小さな口でもないだろう？」

　ティッシュで自分の親指を拭きながらの、蓮のからかいのひとことで、栞南の緊張がほぐれる。

（私の気のせい。朝日奈さんを意識しちゃうから、そう思っちゃうんだ）




　なんのためにシャンパンを飲んだか理由がわからなかったけれど、車に戻ったときにわかった。ダニエルとトニーが、たくさんの紙袋をトランクに入れていたのだ。

「まさかあれ、全部が私のものじゃないですよね？」

　そばにいる蓮を仰ぎ見る。

「いや、そうだが？」

「日本にあんなに持って帰れないですっ！　スーツケースの重量の決まり、知らないんですか？　あれじゃ、何個スーツケースを使うか……」

「庶民クラスの重量など知るわけがない」

　栞南の言葉をさらっと流し、蓮は後部座席のドアを開けた。

（ううっ……出ました、セレブ発言……）

「帰りは俺が飛行機代を持つんだ。お前には関係ないだろ？」

「持って帰っても、着る機会が……」

　まだ文句を言う栞南の背に、蓮の手が置かれる。

「ほら、車に乗り込め。襲われるぞ」

　一番恐怖を感じる言葉を言われ、栞南は一目散に車の後部座席に収まった。




　それからダニエルの運転する車は、香港島と九龍島を結ぶ海底トンネルを通り、観光客で知らない人はいないであろう有名な超高級ホテルのエントランスに到着した。

　白い制服を着たドアマンが、丁寧にお辞儀をしてホテルの中へ案内してくれる。

　専用エレベーターに乗り込み、二十八階まで上がる。エレベーター内は栞南、蓮、ダニエル、トニーとボディーガードふたり。残りのボディーガードは先にレストランに行っているが、それでも長身の男たちに囲まれている栞南は、本当にお姫様になったような気がしてきた。

（もう二度とないことなんだから、今を楽しもう）

　蓮の広い背中を見て、栞南は思った。

　エレベーターを降り、蓮にエスコートされながらレストランの中へ足を踏み入れる。高いハイヒールのせいか背筋がピンとして、自分が上品な女性になったように思える。

　すぐテーブルに案内されるが、イスを引いてくれたのは驚くことに蓮だった。

　栞南の胸はドキドキしてきた。心臓の高鳴りがバレないように、窓の外に目を向けた。一面の窓からは、香港島の夜景が見える素晴らしいロケーション。

　香港初日に高級ホテルで食事をしたときは、やや遠くから夜景を眺めたのでそれほど感動しなかったが、今は目の前に広がる美しさにうっとりする。至近距離で見るほうが断然、迫力があった。

　そして斜め横には、横顔の造形も完璧な蓮が座っている。

　先にオーダーしたシャンパンが運ばれてきた。クーラーの中でキンキンに冷えていそうだ。

　シャンパンは栞南のグラスにだけ注がれる。

「朝日奈さんは飲まれないんですか？」

　蓮のグラスにはミネラルウォーターが注がれていた。

「ああ、帰ってからやることがあるからな。さて、栞南の好きな食材は？」

「えっ……え、えびです……」

　反射的に言ってしまうと、蓮はメニューに視線を落としながら、そばに立っているウエイターにオーダーする。その姿は王侯貴族のような雰囲気を醸している。

（なにをしても絵になる人っているんだ……それにしても、帰ってやることってなんだろう……私ひとりだけシャンパンを飲むなんて……）

　今は、命を狙われていることを忘れてしまいそうになる。しかし店内を見ると、ダニエルやボディーガードたちも、二、三人に分かれて近くのテーブル席に着いている。

（彼らはまわりに気を配って、食事どころじゃないんだろうな）

　蓮を見れば、栞南の心配をよそにリラックスした様子。

「こんな有名なホテルで食事ができるなんて、思ってもみませんでした」

「いろいろ大変な目に遭わせた償いだ」

　蓮の声はそっけなかったが、そう思っていてくれたのだと栞南はうれしくなった。

「好きなだけ食べろよ。ここは日本人シェフの創作料理のレストランで、俺が食べた中で一番うまい店だ」

「ありがとうございます。それは楽しみです……」

（……なんか緊張しちゃって、会話が続かないよ）

　そこへ前菜の、甘えびのタルタル添えが運ばれてきた。栞南の希望通り、最初から手の込んだえびの料理。

「いただきます」

　着ている服に恥じないよう、上品にナイフとフォークを使ってみる。でも三口目には、こういうところもたまにはいいけれど、やっぱり自分にはもっと堅苦しくないところが似合っていると自覚する。

　そのあともボイルされたオマールえびやら、リゾットやらが運ばれてくる。

「星野 彩が、ショッピングモールで逮捕された」

　冷ややかな笑みを口元に浮かべ、蓮が突然驚くことを言った。

　濃厚なクリームのリゾットを口にしていた栞南は動揺する。手にしていたスプーンが離れ、カシャンと音をたてて皿にぶつかった。

「彩が……」

　自分を陥れた一味が捕まることを切に願っていたが、こうして知らされると、彩が逮捕されてホッとしたのかどうなのか、自分の気持ちがよくわからない。

「ただ、今のところは『なにも知らない』の一点張りだそうだ。前科もない普通の女性が犯罪に関わったのは、本田に騙だまされたのが発端だったのかもしれない。本田が捕まらなければ、まだ密輸組織に迫ることはできないだろう」

（恋人を騙すなんて、ひどい……）

「食欲がなくなったのか？」

　いつまでも食べ進めようとしない栞南を、蓮は心配そうな目で見る。

「今話すことじゃなかったな」

　栞南の呆ぼう然ぜんとした様子に、申し訳ないことをしたと後悔する。

「そんなことないです。教えてくれてありがとうございました」

（私は被害者なんだから、なんでも知っておかなければならない）

　そのとき、店内の客たちが窓のほうを見ていることに気づく。二十時になり、光と音のショーが始まったようだ。

　香港島にあるビルの窓が点滅したり、レーザーが放たれたりと、思いがけなくショーを観られた。ヴィクトリア・ハーバーに面した場所は観光客でごった返すが、ここではゆっくり堪たん能のうできる。

「ここへ連れてきてくれて、ありがとうございます。観たかったんです」

　ショーから少し視線を外し、蓮を見る。

「タイミングがよかったな」

（ということは、私にこれを見せようと思ってこのレストランに決めたわけではないんだ。でも、そこまで計算されたのならば、朝日奈さんにもっと惹かれてしまうはず。今でもまるでお姫様のような気分を味わっている。そばには危険な雰囲気の王子様がいて……ううん、惹かれちゃダメ）

　再び食べ始めた蓮を、まつ毛の下からこっそり見た。気を引きしめようとしても、できない……自分の気持ちがそんな難しいところまで来ているのを、はっきり認識した栞南だった。




　高級車ばかりが並んでいるホテルのエントランスに、見覚えのある流線型のスポーツカーが停まっていた。

「帰りはこっちだ」

　蓮は呆気に取られている栞南を助手席まで連れていき、シートベルトを締める。その具合を確かめてから、運転席に回った。

　降って湧いてきたような蓮のスポーツカーの登場に、栞南は小首を傾げる。

「朝日奈さん、どうしてさっきの車じゃないんですか？」

「気分転換に」

（気分転換……朝日奈さんは本当に運転が好きなんだ）

　そう解釈して、礼儀正しくお辞儀をして見送るドアマンに視線を向けた。










カーチェイス




　車は再び海底トンネルを走る。この時間帯の道路は混雑していた。

　そのせいなのか、いつしか栞南はダニエルの運転する高級外車や、ボディーガードたちの車を見失っていた。

「ダニエルさんたちの車、見失いましたよ？　大丈夫なんですか？」

「どこかにいるから問題ない」

　蓮は栞南の不安が手に取るようにわかった。

　横を向くと、栞南の心配そうな瞳が揺れている。片手を離して、無意識に栞南の頬に触れる。

　――トクン……。

　栞南の鼓動が大きく、そして甘く鳴った。

「リラックスしてろよ」

　蓮はすぐに前を向いて、運転に集中してしまった。

（どうしよう……）

　蓮にとってはたいした意味のない動作なのかもしれない。でも栞南は、彼を思うことを制御できなくなっている。

　初めて相手を強く思う心。孝太郎には抱かなかった感情だ。

　気持ちを静めようと、外の車の流れに視線を移した。

　車はタワーマンションへ向かっているようだ。中環のビル群を抜けだし、ところどころにマンションが建つ、くねったカーブ道を走っている。

　前後にも走っている車は見えない。それなのに、蓮の運転するスポーツカーのスピードが上がり、栞南の身体が重力で蓮のほうへ傾く。

　プロのレーサーみたいに巧みなドライビングテクニックを持っているからこそ、カーブでもスピードをさほど落とさずに曲がれる蓮を信頼はしているが、それでも怖くなる。

（どうして追われているみたいに走るの？）

「カーブなのに、危ないですよ？」

「やつらが追ってきている。怖かったら目を瞑っていろ」

　鮮やかなハンドルさばきと、アクセル、ブレーキの流れるような一連の動作を続ける蓮。

「ええっ？　追ってきてるって!?」

　栞南が後ろを見ると、ヘッドライトの灯りがものすごい速さで近づいてくるのがわかり、背筋が凍りつく。

　キキーッと重いタイヤが擦こすれる、複数のブレーキ音が聞こえる。

　栞南は左右に揺られ、眩暈を感じてきた。胃からなにかがせり上がってくる感覚も。この吐き気は運転の荒さじゃなく、恐怖から来るものだ。

　カーブでは引き離すが、直線道路ではぐんぐん車が近づいてくる。それが何度もあり、栞南は違和感を持った。でも、その正体がなんだかわからない。ひたすら恐怖と戦う時間だ。

（逃げられるの？）

　そのとき突然、前方に白い車が現れた。同じ左車線で逆走してくる。こちらに猛スピードで向かってきていて、このままではぶつかってしまう。右車線のフェンスの向こうは崖だ。

「きゃーっ！」

「目を瞑ってろ！」

（言われなくても、目なんて開けていられない！）

　ぎゅっと目を閉じると、自分の身体にググッと遠心力がかかる。シートベルトが栞南の身体をきつく締めつける。

（崖から落ちちゃう！）

　タイヤのキキキーッというブレーキ音が今までで一番大きく響き、蓮の運転するスポーツカーはスピンしてガクンと止まった。

「っ、はぁ……」

　どうやら崖から落ちなかったとわかり、吐息が深く漏れる。

「大丈夫か？」

　蓮は乱れた栞南の髪に触れ、表情をよく見ようとかき上げる。

「いったいどうなって……きゃーっ！」

　事態を把握しようと顔を上げた栞南の口から、再び悲鳴が出た。

　ヘッドライトが、スポーツカーに近づいてくる男たちの姿を浮かび上がらせていた。五人くらいのその男たちは、黒いニット帽に黒いジャンパーとズボン姿。闇に隠れてしまいそうな服装だった。

　蓮と栞南の乗るスポーツカーのまわりに、男たちが立つ。手には金属バットや拳銃を持っている。

　栞南は恐怖に震えながらも、男のひとりを認識できた。

　それは本田だった。本田は拳銃を持ち、顔をニヤつかせてスポーツカーに接近してくる。

「朝日奈さんっ！　本田さんが！」

「ああ。しかしお前、敵に『さん』付けはないだろ」

「そんなこと言ってる場合じゃないです！　嫌ーっ！　拳銃持ってます！」

　いても立ってもいられない栞南は、シートベルトを外して蓮のほうに身を寄せる。身体がガタガタ震えて泣きそうだった。

　蓮は栞南を抱き寄せ、なだめる。

「大丈夫だ。この車の窓は防弾ガラスだから、弾は貫通しない」

「でもっ、囲まれてます！　このままじゃ……」

　余裕の表情を見せる蓮だが、それは栞南にはわからず、パニックに陥る一歩手前だ。

　ボンネットにドスンと乗ったひとりの男が、金属バットでフロントガラスを叩き始めた。ガラスはびくともしないが、栞南は恐怖で心臓が止まりそうだ。

「きゃーっ！」

　蓮の腕の中で、ガラスが叩かれるたびに悲鳴を上げる。

　何度か叩かれたそのとき、突然あたりが明るくなった。

　ヘリコプターのプロペラ音が、ふたりの乗るスポーツカーの真上から聞こえており、そこからライトで照らされているようだ。そして、複数台のパトカーが鳴らすサイレンの音もする。

「もう平気だ。警察が来た。安心しろ」

　本田たち一行は武器を持っているものの、香港警察のパトカー六台が前後を塞ぎ、ヘリコプターからライフルで彼らを狙う警察官もいて、さほど抵抗せずに捕まった。

　手錠をかけられた犯人たちがパトカーに乗せられるのを、車の中から遠巻きに栞南はひとりで見ていた。まだ怖くて外に出られない。

　蓮の姿を探すと、彼は警察の上層部らしき男性と話をしている。ダニエルやトニーの姿も窓越しに見えるが、動けない。

　落ち着きなく待っていると、いきなり助手席のドアが開いて、蓮が顔を覗かせた。

「大丈夫か？　本田があの中にいるか見てほしい。お前の確認も必要なんだ」

「……行きます」

　その必要があるのなら、と車から降りた。まだ震えが止まらない足には力が入らず、よろける。

　すかさず蓮の腕に支えられ、本田が乗っているパトカーにゆっくりと近づいた。

　警察官に挟まれて座っている本田と目が合い、鋭い目つきで睨まれる。

「あ……」

　怖くて後ずさりしてしまう。

「本田で間違いないよな？」

「はい……」

（早くこの場から立ち去りたい）

　まだ警察官と話をしている蓮から離れ、スポーツカーの近くに戻る。

　蓮のスポーツカーのボンネットは、人の重みでへこんでいた。窓ガラスにも小さな傷が何個もある。

（防弾ガラスの車だなんて、朝日奈さんはいつも狙われているの？）

　ぼんやりしていると、犯人たちを乗せたパトカーが次々と去っていく。

　蓮とダニエルが話をしながら近づいてきた。

「うまくいきましたね」

「そのために派手に動いたんだ」

（えっ……？）

　ふたりの会話が聞こえて、栞南の身体が金縛りに遭ったように動かなくなる。

（高級ブランド店でたっぷり時間を費やして、それから有名ホテルのレストランで食事をして……これは、朝日奈さんの計画だったの……？　なんて人なのっ！）

　車がスピンして止まり、拳銃を持った本田たちが車に近づいてきたとき、栞南は死を覚悟した。

（でもそれが作戦だったなんて……せめて言っておいてほしかった。あの恐怖といったら、ダニエルさんに拉致されたときより怖かった）

　そう考えたらイライラしてきて、震える足で蓮に近寄る。

「ひどいですっ！　人の命をおもちゃみたいにっ……弄ばないで……っ……」

　蓮の胸をボカボカと両手で叩いていると、手首を掴まれ、動きを封じられる。

「すまない」

　栞南の様子に、蓮は瞳を陰らせた。

「言ってくれれば……っ……よかったのにっ……」

　栞南は子供のように泣きじゃくりながら、蓮の腕を振りほどこうとした。

「離してっ……」

　蓮から逃れようと身体を乱暴に動かしていると、視界が暗くなり、意識が遠のいていくのを感じた。

「ひどい……人……」

　そこで栞南は完全に意識を手放した。

「おいっ!?」

　蓮はぐったりとなった彼女の身体を抱き寄せる。

「医師に診みせますか？」

　ボディーガードたちに指示をしていたダニエルが、蓮の元へやってきた。

「いや、大丈夫だろう」

　しっかりした脈が、蓮の手に伝わってくる。

　彼は栞南を抱き上げると、本田たちに傷つけられたスポーツカーに乗せた。










お前が愛いとしい




　額に置かれた冷たい手の感覚に、栞南はハッとして目を覚ました。

　タワーマンションの自分の部屋だった。

　身を屈かがめて手を置いているのが蓮でホッとしたが、次の瞬間払いのけると身体を起こし、膝を抱える。

　自分の着ているシャンパンピンクのドレスワンピを見て、さっきの出来事は夢じゃなかったと感じる。

「気分はどうだ？」

「いいわけないですっ」

（敵をおびき寄せる計画を立てていたのなら、言ってくれればよかったのに。私の気持ちなんてまったく気にしていないんだ）

　そのことが寂しく思われる。蓮を好きだと気づいてしまったから、余計に。

　そっぽを向いていると、端に蓮が腰かけ、ベッドが沈む。

「怖がらせてしまい、申し訳なかったと思っている」

　心の底から悪いと感じている蓮の表情は真剣だ。

「本当にそう思っているんですか？　私をさんざん喜ばせておいて……結局は悪夢でした。車がスピンしたとき、崖から落ちちゃうって……それにっ！　拳銃を見て、もう死んでしまうんだって……」

　あのときのことを思い出すと、今は安全な場所にいるのに心が不安に襲われ、涙が溢あふれて頬を濡らしていく。

　そんな栞南の様子に、蓮は胸がグッと鷲わし掴づかみされるような感覚に陥る。切ないような痛み。生まれて初めてのものだった。

　栞南の頭を自分の胸に引き寄せた。

（この気持ちは……）

　無防備に頭を寄せてくる栞南を見て、なんらかの感覚を掴みかける。

　自分の腕の中で声を押し殺して泣く栞南に、愛おしい気持ちを抱く。

「……俺は、お前と一緒なら死んでもいいと思ったよ。ただし、やつらの手にかかって死ぬつもりはないが」

　蓮の手は栞南の髪を撫で続ける。いつまでも……泣きやんでも、こうして触れていたいと蓮は思った。

「お前の魔法使いになろうと思ったのに」

　栞南には、蓮の囁ささやくような声が聞こえなかった。

　顔を上げて、涙で濡れた目で問いかけるように蓮を見つめる。

「そんなふうに見つめないでくれ」

（逆に、知らない間にお前に魔法をかけられていたようだ）

　蓮は薄く開いた栞南の下唇を、親指の腹で輪郭をなぞるように触れた。栞南は赤い目をぱちくりさせたが、次の瞬間切ない表情になり、顔を伏せる。

「信じられないかもしれないが、お前を守りたいと思っている気持ちは本物だ」

（えっ？）

　思わず耳を疑ってしまう言葉に驚く。

「朝日奈さん……？」

「お前が愛しい」

　驚きとうれしさで、言葉を失う。蓮のミステリアスな瞳に見つめられ、視線をそらせずにいた。

　蓮を思う気持ちをもう抑えきれなかった。

（私は、朝日奈さんが好き……）

　蓮の唇が重なる。優しく慈しむような唇の動きに、栞南の心臓はトクンと切なく音をたてた。

　唇をついばまれ、舌が口内に入り込む。

　心を乱されるキスが続く。

　栞南は孝太郎のキスでは気持ちが動かなかったことに気づいた。

　深いキスとムスク系の香りで酔ったみたいに自分から唇を求め、ブラジャーに包まれた胸が硬く張っていくのを感じる。

　やがて蓮の唇は栞南の脈打つ喉元に移り、首筋や耳みみ朶たぶを舐ねぶっていく。

　キスに夢中になっていると、背中のジッパーがまるでじらすように下げられていく。その動きがゆっくりしすぎていて、栞南の口から無意識に不満の吐息が漏れた。

「バージンのくせに、俺を誘っているのか？」

「えっ……？　ど、どうしてそれをっ!?　っあ……ん……」

　蓮は笑みを浮かべながら、シャンパンピンクのドレスワンピを肩からずり下げた。彼の手は平らな腹部をなぞり、ブラジャーの上から胸に触れる。

「んっ……」

　ブラジャーを下げられ、ピンと張りつめた頂が軽くつままれた。身体に電流が走ったような感覚に、栞南の身体がビクンと揺れる。

「っ……朝日奈……さん……っ、どうして……ああっ……」

　お腹のところで止まっていたドレスワンピが、するするっと脱がされ、栞南の下着姿が蓮の目にさらされた。

　ブラジャーからはみだした頂が、自己主張するように尖っている。

「酔いつぶれた日にくだを巻いていたぞ」

「そんなっ……」

　自分がバージンだと言っていたと知り、栞南の顔だけでなく、身体中の柔らかな肌が赤みを帯びた。

「恥ずかしい……」

「酔った姿もかわいかった」

　蓮は栞南に顔を近づける。

「いじめないでください」

「……いじめるのはこれからだ」

　甘くキスを落としながら、栞南のブラジャーとショーツを脱がしていく。

「お前も俺が好きだろう？」

　蓮の指が、誰にも見せたことのない場所に触れると、栞南の身体が弓なりに反った。

「あっ……」

「言わないつもりか？　身体は正直なのに」

　敏感なところをつままれ、栞南の口からどうしようもないくらい甘い声が漏れる。

「ああっ……好……き……です……」

「俺もだ」

　栞南の吐息は、蓮の唇にかき消された――。




　ふと目が覚め、隣で眠っている蓮が目に入る。

　初めて男性にしてもらう腕枕。目に前髪がかかった状態で静かに眠る蓮は、黒豹のように精悍だ。

（抱きしめられて朝を迎えることが、こんなに幸せだったなんて……）

　それは相手が蓮だからだろう。長く付き合った孝太郎にでさえ、触れたい、触れられたいと思ったことはなかった。

　彼の寝顔を見ていると、起こして触れてほしくなる。

「あっ！」

（朝日奈さんは自分の部屋に戻らなければ。ここにいることがダニエルさんに気づかれてしまう。隠したいわけではないけど、こうなってしまったことを知られるのは恥ずかしい）

　栞南が声を上げたことで、蓮のまぶたが重そうに開く。

「……どうしたんだ？」

「お部屋に戻ってください。私の部屋にいることが知られちゃいます」

　まるで高校生カップルが、親に見つからないために策するような栞南の様子に、蓮はクックッと笑う。

「しーっ！　静かにしてくださいっ」

　次第に大きくなる蓮の笑い声が部屋に響き、栞南は慌てる。

「お前はおもしろいな」

「おもしろいって……どういう意味――」

　押し倒され、唇を塞がれた。起きてすぐの舌を絡ませる濃厚なキスに、目を見開く。

「別に知られてもかまわない。俺たちは大人なんだ。こそこそ恋愛をするのは、俺の流儀じゃない」

　妖しく光る瞳と、甘く聞こえる艶のある声で、朝からフェロモンたっぷりの蓮だ。

　戸惑っていると、蓮はさっさとベッドから下り、栞南を抱き上げた。

「きゃっ！」

「バスルームでお前を堪能させろよ」

　耳に響く、低くて色っぽい声。抱き上げられると素肌が蓮の筋肉質の上半身に触れ、栞南の身体は疼うずく。

　バスルームに入ると、シャワーの下に立たされた。心地いい温度のお湯がふたりの肌を濡らしていく。

　それからは蓮の甘く巧みな愛あい撫ぶに、音が響くバスルームで声を出さないようにするのが精いっぱいだった。




　蓮に翻ほん弄ろうされる時間が終わると、栞南は体力をすべて奪われてしまったようにぐったりして、手足を動かすことさえ億劫になった。

　バスローブを栞南に羽織らせ、部屋に戻り、ベッドに座らせた蓮は、「ちょっと待ってろ」と自分もバスローブ姿で出ていく。

　少しして彼はブラックジーンズとＴシャツに着替えて戻ってきた。手に持ちきれないほどの紙袋と共に。昨日、高級ブランド店で買ったものだ。

　蓮はざっと紙袋の中を見て、セロハンに包まれた服を取りだす。オフホワイトの七分袖丈で、袖部分がオーガンジー素材のシースルーになっているワンピースだ。それと同じオフホワイトの、踵かかとが低めのパンプスを床に置く。

　栞南は紙袋の数の多さに、改めて目を見張る。

「こんなに買ったなんて……」

「リビングにまだある」

「いくらなんでも買いすぎです！　それじゃ……」

　続きの言葉を呑み込む。

「お前のことを金で買ったみたいに思うか？　言っただろう？　お前が愛しいと」

　不安げに揺れる瞳を見た蓮は、栞南の額にキスを落とす。

（恥ずかしげもなく言ってのけることができるのは、住んでいる国の差なの？　言われたこっちのほうが恥ずかしくなるよ）

「顔が赤い。白い肌だからすぐにわかる」

「からかわないでください」

「ダニエルにはもう知られたから、開き直るしかないな。リビングで待っている。恥ずかしがらずに来いよ」

　楽しげに笑い、蓮は栞南の部屋を出ていった。

　ベッドの上に無造作に置かれたオフホワイトのワンピースの生地を撫でると、触り心地がいい。とても上質な素材なのだろう。

「朝日奈さん、こういう服を着慣れた女性とばかり付き合っていたんだろうな……」

　インターネットで見た、表面的な今までの蓮の女性遍歴が本当かどうかは知る由もないが、妬やけてしまう。




　着替え終わり、栞南はおそるおそる部屋を出た。

　恥ずかしがらずにと言われても、いつものように振る舞うことなんてできない。ダニエルが近づいてくるのを見て、「お、おはようございます」と、どもってしまう。その途端、蓮の笑い声が聞こえてくる。

「早く席に座れよ」

　少し気詰まりな空気の中、朝食を食べ始めた。




「――今、なんて言ったんですか？　私の聞き間違いじゃないですよね？」

「ああ。食事が済んだら、観光客が来ないうちに天后廟へ行こうと言ったんだ」

　天后廟は、ここの窓から見える、栞南がずっと行ってみたいと思っていたところだ。

　事件が解決したわけではないが、現在は本田が逮捕されたことにより、裏にいる主犯格が明らかにされるのを待っている状態だ。本田はまだ口を割っていないらしいのだが。

　主犯格はおそらく警戒していることだろうから、用心に用心を重ねれば、外出も大丈夫だと蓮は考えた。なにより栞南の喜ぶ顔が見たかった。

「でも……」

　栞南は、まだ安全じゃないのに、と躊ちゅう躇ちょする。

「昨日、四人が逮捕されたばかりだ。主犯格もさすがにしばらくはおとなしくしているはずだろう」

「……そうですよね。私、行きたいです」

　蓮の自信のある姿を見て、外出しても問題がないように思い始めた。

（そばには頼もしい朝日奈さんがいる）

　毎日この窓から下を見て、行きたいと思っていた。この機会を逃す手はないだろう。すぐそこなのに遠く感じていたから。




　街中ではさほど目立たないボディーガードたちの黒スーツ姿も、小さな観光地では目立ってしまう。彼らはカジュアルな私服に着替えていた。

　タワーマンションの出入口へ下りて、道路を渡り、海側の遊歩道に出る。栞南は蓮と並んで歩き、トニーたちはつかず離れずで、なにかあったらすぐに対処できる位置を歩いていた。

　目の前に見えるのはレパルス・ベイ。夏は人気のビーチリゾートだ。

　周囲からは自分も観光バスを降りた観光客に見えるのではないかと、栞南は歩きながら考えていた。

　今日とても気分がいいのは、隣を歩く、危険な香りを漂わせる男のおかげ。

　スーツ以外のラフな格好の蓮を、栞南は初めて見た。長い脚を際立たせるブラックジーンズに、グレーの長めの薄手ニット。その下は黒いＴシャツ。その上、暗めのサングラスをかけている蓮は、単なる一般人には見えない。

　そんなステキな人が今、栞南の手を握り、隣を歩いている。幸せを感じるが、今の彼女には不満があった。

「外へ出たのに、ふてくされてないか？」

「ふてくされてなんかいません」

「いや、この頬が膨らんでいる」

　遊歩道から砂浜へと移動し、立ち止まった蓮は、栞南の両頬をむぎゅっとつまむ。

「い、いらい……れす」

　実際はそれほど痛くはない。こんなスキンシップにも胸をときめかせてしまう。

「元々のお肉です」

　つままれた頬を両手で擦ると、蓮は口角を上げて笑っていた。

（ちゃんと朝日奈さんの目を見たいんだよね）

　しっかりと蓮の顔が見たい栞南は、彼のサングラスに手を伸ばした。

「いきなり、なにするんだよ」

　栞南の行動に呆気に取られている蓮。

「目を見たいんです」

「だからふてくされていたのか」

「そ、そういうわけじゃ……」

「サングラスを返してくれ。大切なものなんだ」

　手に持っているサングラスが蓮に奪われ、胸のポケットに収められた。

「これで機嫌を直してもらえるよな？」

　栞南の後頭部に、蓮の手が置かれる。

「だから……そういうんじゃ――」

　頭に触れられて胸が暴れ始めた栞南に、蓮は反応を確かめるようなキスを落とすと、すぐに離れた。

　まわりに観光客はいないが、ボディーガードたちがいる。栞南は彼らの見ている前でキスされてびっくりし、思わず周囲を見てしまう。すると、ボディーガードたちは慌ててそっぽを向いた。

（恥ずかしい……）

　蓮にキスをされてうれしくないわけはないが、外でされるのは初めての経験だ。

　もう栞南の胸の高鳴りは最高潮で、蓮から離れないとずっと止まりそうもなかった。

「本当に、うぶなんだな」

「ずっと海外で暮らしていたのに、よく『うぶ』なんて言葉が出てきますね」

「小学生の間、十二歳までは日本で暮らしていたんだぞ。それからイギリスで全寮制の学校に入り、大学までそっちにいた。そのあとは香港とイギリスを行き来している」

　栞南は知らなかったことが聞けてうれしい。ネットの情報ではそこまで詳しく書かれていなかった。

　見えてきた天后廟に向けて、砂浜をぶらぶら歩く。

「どこの国が好きですか？」

「日本だ」

　その答えが予想外で、栞南は小首を傾げた。

（でも、なんだか朝日奈さんを身近に感じられて幸せ）

「日本って、意外……あ！　長ちょう寿じゅ橋ばし！」

　天后廟の鮮やかな赤で塗られた小さな橋が見えてきて、思わず駆けだす。

　こういう行動は蓮とボディーガードたちを驚かせるもので、彼らも距離を縮めようと走りだした。

　それに気づかない栞南は、長寿橋まで来ると立ち止まり、その先にある龍や黄金の魚の像を見始める。

「お前、いきなり走りだすなよ」

　追いついた蓮は栞南の腕を掴む。

「あ……ごめんなさい。つい興奮しちゃって」

　すぐに謝ると、蓮がクッと喉の奥で笑った。

「精神年齢は十歳といったところか？　身体は大人の女だったが」

「なにを言うんですかっ！」

　一糸まとわぬ身体を蓮に見られたことを思い出し、慌てる。

　顔を赤くさせ、眉を下げて戸惑う表情の栞南。

「その顔もかわいい」

　蓮の本心から出た言葉だった。栞南がかわいくて仕方ないといったところなのだ。

（そ、その顔って……自分がどんな顔をしているのかわからない）

「戸惑うようなことを、さらっと言わないでください」

　栞南はぷいっとそっぽを向き、目に入った長寿橋を渡ろうと足を向けた。

「この橋は、渡ると三日寿命が延びるんですよね。左から右に渡って、引き返しちゃダメで」

「よく知ってるな」

「出会う前、熱と腹痛でホテルの部屋にこもっているとき、暇潰しにガイドブックを見ていたら自然と覚えちゃいました」

　十数段の橋を、慎重にのぼって下る。蓮も一緒についてきてくれている。

　ボディーガードたちはすぐ近くで、あたりに注意していた。

「朝日奈さん、携帯で写真を撮って、私に送ってください」

「断る。面倒だ」

「もうっ！　面倒って……私はこの旅行中、病気でどこも行けなかったんです。写真を撮って送るくらい、なんでもないでしょう？」

　蓮はジーンズのポケットから自分のスマホをしぶしぶ出して、栞南を撮り始める。

　無邪気な笑顔をスマホに収めることができて、まんざらでもない。

　ふたりは海の守り神や子宝の神の像を見たあと、赤い糸をたくさん巻かれた老人の像に近づく。

「それがなんだか知っているか？」

「縁結びの神様ですよね？　触らなきゃ」

　栞南は老人の像に一歩近づき、手を伸ばそうとする。しかしそれは叶わず、蓮に引き戻された。

「縁結びは必要ないだろ？」

「え……」

　蓮の言動に目をぱちくりさせる。

「目の前にお前を好きな男がいるのに、ひどい女だな」

　驚く栞南に、蓮は自嘲めいた笑いを浮かべた。

（……私を……好きな男……）

「朝日奈さん……」

（この恋は今だけのものという気がしていた。彼は私が珍しいだけなのだと……すべてが終われば私たちはおしまいだと……好きと言ってくれるのはうれしいけれど……でも、期待しちゃいけない）

「どうして困った顔をしているんだ？　俺を好きだと言ったよな？」

　蓮は困惑の表情を見せる栞南に、グッと顔を近づけた。

「え、縁結びって男女だけじゃないんですよ？　友達や仕事上の人間関係もあるんです。だから触ろうとしたんです」

　心の中を悟られないように、大きく首を左右に振る。

「いや、絶対に男との良縁を求めて触ろうとしただろ」

　栞南の苦しい言い訳を見抜いて、蓮はムッとしている。

「朝日奈さんって、意外と独占欲があるんですね」

（モテるから、付き合う女性を縛らない人かと思ってた……女性なんか、よりどりみどりなのにね）

「もちろんだ。自分の好きな女を他の男に渡すつもりはない」

　蓮は栞南が無理に、物わかりのいい女になろうとしているのを察していた。栞南の心情は、なぜか手に取るようにわかる。栞南が純粋な性格のせいなのだろうか。

　栞南の腰に手を回し、引き寄せるとぎゅっと抱きしめた。

「あ、朝日奈さんっ!?」

　蓮の腕の中で栞南はジタバタするものの、離されないとわかるとおとなしくなった。

「……行くぞ」

　たっぷり二分は抱きしめていた蓮は、栞南を離すと歩き始めた。

（がらにもない。これほどまでに女を独占したいと思うとは……）

　そして、思ったことを素直に口にした自分にも驚いていた。

「あ！　帰るんですか!?　ちょっと待ってくださいっ！　もっと海の近くに行ってみたいんです」

　まだ戻りたくない栞南は、蓮とは逆方向に向かう。

「お、おい！」

　ついてこない栞南を見て、蓮は仕方なく方向を変える。

　栞南は突き出た遊歩道の、海面から三十センチほどの高さのあるへりを歩いている。海に落ちそうで、見ていて危なっかしい。

　蓮が栞南の手を取ろうとしたとき、彼女の身体がぐらっと海のほうへ傾く。

「危ない！」

　栞南の腕をかろうじて掴み、自分のほうへ引き寄せた。

　蓮に抱きかかえられた栞南は、ホッと息を吐く。

「……ありがとうございます」

「まったく、向こう見ずだな。もういいだろ。行こう」

　今度はしっかり栞南の手を握り、蓮は元来た道を歩き始める。

　レパルス・ベイ沿いに、小さなショッピングモールがある。海が望めるレストランやフィットネススタジオもあり、それを見ると、ここでのんびりできたらいいのにと栞南は思わずにいられない。

「あれはコンビニですよね？」

　建物に向かって右側にコンビニを見つけた。

「なにか欲しいのか？」

「朝日奈さん、ビール飲みましょ」

「ビール？」

「あのベンチに座って、海を見ながらビールを飲みたいんです。少しくらいならいいですよね？」

　ボディーガードたちや蓮がいてくれるから安全な気がして、今や危機感はゼロに等しい。

「仕方ないな。買いに行くか」

「私が誘ったんだから、買ってきます」

　栞南はワンピースのポケットに香港ドルを用意していた。

　一緒にコンビニの中へ入った蓮は、店内に従業員ふたりしかいないことを確かめる。

「出入口のほうで待っていてください」

「は？」

「いいから。他にも買いたいものがあるんです」

　栞南は蓮の後ろに回り、背中を押したがびくともしない。

「朝日奈さんっ！」

「わかった。少し離れていてやる」

　蓮はあたりを見まわしてから、レジのほうへぶらっと向かう。栞南はその隙に缶ビールを二本手にして、こそこそとある行動をしたあと、蓮が近づいてこないうちにレジに行く。

　レジカウンターにビールを置いて、栞南が支払おうとすると、先に蓮が紙幣を店員に渡した。

「あ、私が買うのに……」

　栞南は缶ビールを両手に一本ずつ持つ。

「行くぞ」

　支払いを終えた蓮は、栞南を出入口に促す。ドア近辺にはボディーガードたちが散らばっていた。

「あそこに座って飲みましょう！」

　栞南は近くのベンチを示した。

　蓮が座ると、ベンチに並んだ栞南にアメリカの銘柄の缶ビールを渡される。

「はい。どうぞ。朝日奈さんは、こんなふうに外で飲んだことがありますか？」

「いや、ないな」

　そう答えながら蓮は缶のプルトップを開けた。その瞬間――。

　――プシュ！

　蓮の顔にビールの泡と液体が勢いよくかかった。

　栞南は蓮の慌てた表情を期待していた。いたずら心が芽生え、レジに行く前にこそっと缶を振ったのだ。

　でも蓮は、栞南の期待した通りの顔にはならず、一瞬動きが止まっただけだ。

　ビールだらけの顔でじろりと、子供みたいに笑っている栞南を見る。

「これが目的だったんだな？　いきなり飲みたいと言うから、おかしいと思っていたんだ。他にも買うものがあると言ったわりには、ビールだけだったしな」

　予測して少し離れていた栞南は、申し訳なさそうな笑みを浮かべる。

「ごめんなさい。振りすぎちゃったみたいです……」

　思ったよりも蓮の濡れ具合がすごい。

（水も滴したたるいい男。だけど、顔に泡もついていておもしろい）

　堪えていた笑いがクスッと出てしまう。

「お前……」

　危険を察知してベンチから立とうとした栞南は捕まえられ、蓮の膝の上に横抱きで乗せられる。

「きゃっ！」

「悪い子のお仕置きはわかってるだろうな？」

　口の端を軽く上げている蓮は、たいそうご立腹というわけではなさそうだが、栞南はシュンとする。

「お尻を叩かれるとか……？」

　このままひっくり返されて、お尻を叩かれるのでは？と本当に思ってしまう。

「お前、かわいすぎるぞ。これがお仕置きだ」

　蓮は楽しそうに笑うと、自分で頭からビールを浴びて、驚いて目を見開いている栞南にキスをした。もちろん栞南にもビールがかかり、ワンピースが濡れた。

　キスが深まり、栞南は酔ってしまったようにまわりが気にならなくなる。

「んっ……」

　蓮が離れると、栞南は荒く息を吐いた。

　彼のキスで腰が疼き、全身が痺しびれたみたいになっていた。




　マンションに戻った栞南は、シャワーを浴びようと自分の部屋に足を向けた。

「栞南、こっちだ」

「えっ!?」

　蓮の寝室に引っ張り込まれた。初めて入る彼の部屋は栞南の部屋より広く、クイーンサイズのベッドとデスクがあった。

「朝日奈さん、シャワー浴びて洗濯しなきゃ」

　染みができてしまったであろうオフホワイトのワンピースに、今さらながらショックを受けている。

（朝日奈さんに買ってもらったのに……）

「一緒に浴びるんだ」

「そんな……」

　今朝もバスルームで蓮に翻弄されている。それからまだ二時間ほどしか経っていないお昼前。一緒にシャワーを浴びたら、また……と考えた栞南の顔が赤くなる。

「まだ罰は終わっていないからな」

　切れ長の瞳を楽しそうに輝かせる蓮。

　戸惑う栞南は、バスルームに連れていかれた。

　蓮のバスルームは海側で、ブラインドが下ろされていても明るく、栞南のバスルームよりさらに広い造りだった。

　五人ぐらい入れそうな丸いバスタブに、ジャグジーがついている。蓮がスイッチを押すと、勢いよく湯が流れ込んだ。

　恥ずかしくてワンピースを自分から脱げない栞南に、蓮はキスをしながら脱がしていく。

　下着姿になった栞南も、おそるおそる蓮のグレーのニットに手をかけた。そのとき、胸ポケットにしまったはずの彼のサングラスがないことに気づく。

「サングラスは……帰ってきてからどこかへ置きましたか？」

「……いや」

　栞南を脱がす蓮の手が止まる。

「大変っ！　探しに行かなきゃ！」

　栞南の顔が一瞬にして青ざめる。

（あのサングラスは、大切なものだと言っていたのに。私が外してほしくて強引なことをしたばかりに、朝日奈さんは大切なものを落としてしまった）

　栞南はバスルームを出ようとした。

「栞南！　いいんだ。今頃、中国人観光客に拾われているさ」

「そんなっ！」

　栞南の瞳が困惑し、揺れる。

「ものはいつか壊れるし、なくなることもある。お前は気にしなくていい」

「でもっ――」

「いいんだ」

　栞南は引き寄せられ、強く抱きしめられる。蓮はまだ気が済まない栞南の口を塞ぎ、シャワーの下へ立たせた。栞南は今にもサングラスを取りに行きそうだったが、服がびしょ濡れになればあきらめると思ったのだ。

　温かいお湯が頭からふたりに当たる。

　自分の服を脱ぐと、栞南のブラジャーとショーツを脱がせる。そこからは抗あらがおうにもできない、バスルームでの甘い時間の始まりだった。




　二時間ほどが経ち、スマホにかかってきた電話に邪魔され、蓮は服を着て寝室を出ていった。

　蓮の部屋から、バスローブを着てこっそり自分の部屋に戻ろうとした栞南は、いつもいるボディーガードたちがリビングにいないことに気づく。そういえば蓮が一時間ほど前に、かかってきた電話を切ったあと、またどこかへかけて広東語で話をしていたのを思い出す。

（あのとき、朝日奈さんは私に気を遣い、人払いをしたのかもしれない）

　大事にされていると思うと、蓮への思いはどんどん募り、好きになっていく。

　隣の部屋に入り、いつものブラウスとジーンズに着替えてリビングに行くと、まだ蓮の姿がない。

　彼の寝室のドアが開いていて、栞南は近づいた。

「あのサングラスをなくしてしまったんですか？」

　ダニエルの声が室内から聞こえてきて、立ち止まる。

「ああ」

「あれは、リリアナさんからのプレゼントで――」

「ダニエル、もう亡くなった彼女のことはいい」

　蓮は話を終わらせた。

　ふたりの会話を聞いていた栞南は、呆然とする。

（リリアナさんって……誰？　その人が亡くなったのなら、あのサングラスはとても大事な形見のようなものなのかも……朝日奈さんも大切なものだって……）

　自分がサングラスを取らなければ、なくならなかったのに、と後悔していた。そして亡くなったリリアナという女性が気になる。

「栞南、ぼんやりしてどうした？」

　寝室から出てきた蓮は、突っ立っている栞南のこめかみに軽くキスを落とすと、ダイニングテーブルに移動してイスを引く。

「食事にしよう」

　テーブルの上に、せいろがたくさん積み重なっている。今日のランチは飲茶だった。

　席に着いて食べ始めても、先ほどの蓮とダニエルの会話が気になり、手が止まる。

「……好きじゃない？　栞南？」

「え？　あ……ごめんなさい。今なんて？」

「飲茶は好きじゃないのか？　箸が進まないようだから」

「ううん。そんなことないです。大好き」

　手を伸ばして、肉まんのようなまんじゅうを皿に置く。

「たくさん食べたら休めよ」

「はい……」

　そう返事をした栞南だが、サングラスをどうにか探しに行けないものか考えていた。

　でも探しに行きたいと言っても、行かなくていい、となるに決まっている。

　食事中、栞南はずっと悩んでいた。







第四章










ボディーガードの男




　食事を終えた栞南は部屋に戻った。

　サングラスがどうしても気になり、休むこともできずに室内でうろうろしたあと、リビングに出てみるとトニーが近づいてきた。

「蓮様は一時間ほどお出かけになられましたよ」

（出かけてる！　これはチャンスだよね）

　栞南は瞳を輝かせた。

「トニーさん、お願いがあるんですけど」

「なんですか？」

　蓮との関係が変わったのを知っているのか、トニーの口調が柔らかい。

「さっきの場所で、朝日奈さんのサングラスを落としてしまって……大切なものだと聞いていたから探しに行きたいんです」

「蓮様のいないときに外へ行くなんて、ダメに決まっているじゃないですか」

「でも、私のせいでなくしてしまったから……」

　やはりダメなのかと、がっくり肩を落とす。

　うつむいてしまった栞南に、トニーは首を横に振りながらため息をつく。

「では、何人かで探しに行ってきます。ひとりを残して鍵をかけておけば、三十分ぐらいなら……」

　先ほどの外出時もなにもなかったことにより、トニーの警戒心も少し和らいでいる。それに、シュンとする栞南を見ていると、きっぱり『ノー』とは言えない。

「本当に？　でも私のせいだから、私も行きたいんです」

「そうなると、あなたが気になってサングラスを探せません。部屋に残っていてください」

「ありがとう。トニーさん、ありがとう！」

　トニーはボディーガードをひとり残して、すぐ探しに向かった。

（見つかるといいな……それにしても、亡くなったリリアナさんって人は、朝日奈さんとどんな関係だったんだろう……）

　栞南はリビングのソファに座って、窓から下を見ていた。

　十二階から見下ろす人々の姿は小さい。でも彼らは黒いスーツだからわかるはず。

　残ったひとりのボディーガードが、栞南におもむろに近づいた。トニーたちの姿を探そうと夢中で窓に張りついている栞南は、背後の彼に気づかない。

　そこへ後ろから突然、大きな手で口を押さえられた。

「んーっ！」

「シズカにしろ！」

　ひとり残ったボディーガードは、かたことの日本語で話し、栞南の口をさらに押さえつける。

　一度も話したことのない、長身の格闘家のような身体つきの男。この男が日本語を話すとは知らなかった。ここで日本語を話せるのは蓮、ダニエル、トニーだけかと思っていたが、まだ日本語ができる中国系のボディーガードがいたのだ。

　すごい力で栞南はソファに押し倒された。

　栞南の両手首を簡単に片手で押さえ、馬乗りになる男。栞南は恐怖で目を大きく見開いたまま、金縛りに遭ったように動けない。

「オトコにすぐマタをヒラくんだな。オレにもヒラけよ」

　胸元を掴まれ、ブラウスが乱暴に引き裂かれる。逃げなきゃいけないという気持ちでなんとか身体を動かす。

「んーっ！　んーっ！」

　塞がれている口からは唸り声しか出ない。

（このままレイプされるなんて嫌！）

　ブラジャーに包まれた胸があらわになり、栞南はどうにかして逃げようと足をバタつかせる。

　その足が当たってスタンドライトが床に転がり、電球が割れる音がする。だが、男はかまわず栞南の胸を鷲掴みにしてブラジャーを引き下げる。

　絶体絶命だった。

　蓮が戻ってくるのはおそらく四、五十分後。トニーたちは行ったばかりで、戻ってくるわけがない。

　栞南の目から涙が溢れてくる。

「キスマークばかりだな。オレたちのマエでイチャイチャしやがって」

　栞南の上半身を舐なめるように見た男は、バカにしたように言い、ジーンズのジッパーに手をかけた。

「んーっ!!」

　栞南は足をバタつかせたまま、反撃できるものがなにかないかと、手を頭上のほうへ移動させた。

　必死に動かした手が、足で倒したものと対ついのスタンドライトに触れる。

　その柄えを持つと、無我夢中でそれを男の頭へ振り下ろした。

　電球のガラスの破片が、男の後頭部に降りかかる。ぎゅっと目を瞑った栞南の顔や身体にも破片が降り、頬に痛みを感じた。

「ぐっ！」

　男はうめき声を上げ、栞南を押さえる力が緩む。

　その隙に栞南は男から逃れ、玄関に向かって走った。やっとのことで玄関に着いたが、追ってきた男に腕を掴まれ、後ろに引っ張られて床に転がる。

「きゃっ！」

　このままリビングへ連れ戻されたくなくて、重厚なチェストの脚を掴み、抵抗する。ものすごい力に栞南とチェストがズズッと動く。

「テをハナせ！」

　男に足で腕を何度も蹴けられ、痛みに息を呑む。

（この男から逃げられず、レイプされてしまうの……？）

　腕の痛みに、手がチェストの脚から離れたそのとき、玄関のドアが開いた。

「お前!!　なにやってんだ!!」

　トニーの声だった。

　事態を察したトニーは、すぐさま男に殴りかかる。

　栞南はなんとか身体を起こし、隅のほうへ移動した。自分のひどい格好を隠そうと、はだけたブラウスを震える手でかき寄せる。

　トニーと男は目の前で殴り合い、壁にぶつかるものすごい音がする。

　体格は襲った男のほうが大きいのだが、トニーは武道に長たけていると教えられただけあって、男の拳を直接は受けていない。

　男は自分の分ぶが悪いと見たのだろうか、隙を見て玄関から逃げだした。

　トニーは追いかけようとしなかった。追いかければ、栞南がひとりになってしまうからだ。

「大丈夫ですか!?」

　ぶるぶる震えている栞南に、トニーは膝をついて聞く。

「どうして……戻って……？」

「やつは自分からここに残りたいと言ったんです。それが気になって」

「戻ってきてくれて……ありがとう……もうダメかと思った……」

　蹴られた腕がずきずきと痛む。身体も痛いはずだが、腕の痛みしかわからない。

「本当に大丈夫なんですか？」

　トニーの問いかけに、栞南はこくんと頷く。

「……頬と足の裏が少し切れています。消毒しましょう。他にケガは？」

　トニーは右腕を押さえている栞南の左手に気づき、袖をそっとまくった。

「ひどいあざになっています。これはレントゲンを撮ったほうがいいです」

「いいえ！　大丈夫ですから。このことは朝日奈さんに言わないで」

　すべては自分が引き起こしてしまったことだと、栞南は反省している。

　ボディーガードたちは、自分のことを尻軽女だと思っているだろう。出会って間もない男と、いとも簡単に寝たのだから。

「言わないわけにはいきません。やつは戻ってこないでしょうし、いない理由をただ『出ていった』と嘘をつくことはできません。正直に話します。レイプはされていないんですよね？　正直に話したほうが、今後のためにいいと思います」

　栞南のそばから離れるなと命令をされていたにもかかわらず、こうなってしまい、トニーは辞めさせられるのも覚悟で報告するしかなかった。

「ごめんなさい。私がサングラスを取ってきてほしいと言ったばっかりに……」

「いえ、私の考えが足りなかったんです。立てますか？」

　栞南はトニーに支えられてリビングに戻った。

　ダイニングの荒れ方を見たトニーは、一瞬絶句した。

「ひとりでがんばったんですね」

　襲った男よりもかなり小さい身体で抵抗するのは、並大抵のことではなかっただろう、と栞南が気の毒になった。

　栞南はトニーの『がんばったんですね』という言葉を聞いた瞬間、涙腺が決壊し、堪えてきた涙が出てきて頬を濡らす。

　張りつめていた気が一気に緩んでしまったようで、へなへなとその場に座り込んだ。ガラスで切った頬の傷に、涙が染みて痛い。

　救急セットを持ってきたトニーは、栞南をイスに座らせる。それから消毒液を染み込ませた脱脂綿を、栞南の右頬に当てた。ビリッとした痛みに顔が歪む。

「よかった。これくらいならそれほど痕は残らなさそうです」

　トニーがそう言ったときだった。少し離れたところで蓮の驚きの声がした。

「いったいなにが!?　栞南っ!?　栞南っ!!」

　蓮はダイニングテーブルのイスに座る栞南に駆け寄る。

「トニー！　これはいったいどういうことだ!?　襲撃されたのか!?　やつらはどこにいる！」

　矢継ぎ早に詰問し、栞南の前に跪ひざまずくと、一センチほどの頬の傷口をよく見ようと目を凝らした。そこから赤紫になっている右腕に視線を移して息を呑む。そしてボタンがなくなっているブラウスを見て、なにがあったのか悟った。

　着ていたジャケットを脱ぐと、栞南の肩に羽織らせて包み込む。

「朝日奈さんっ、トニーさんは悪くないんです！　襲撃じゃないんです」

「ミズノさんは黙っていてください。私が説明します」

　トニーはきっぱりとした態度で蓮に向き直る。

「病院へ行くぞ。話は車の中で聞く」

　蓮は栞南を抱き上げた。

「病院へは行かなくても大丈夫です！」

　お姫様のように抱え上げられて栞南は困るが、蓮の足は玄関に向かっている。そこへダニエルが買い物袋を抱えて入ってきた。

「ダニエル、お前も来い」

　厳しい口調の蓮は、栞南を抱き上げたまま部屋を出て、エレベーターに乗り込んだ。




　ダニエルの運転で、助手席にトニー、後部座席に蓮と栞南。

　病院へ向かう間、トニーはきびきびと事態を説明した。

「栞南、サングラスはいらないと言っただろう？」

「ごめんなさい。でも亡くなった方からのものだと知って……」

　蓮は自分とダニエルの会話を聞いてしまったせいなのだとわかった。栞南は食事中も悩んでいるようだったのに、なぜ気づかなかったのかと自分に腹を立てる。

　栞南を襲ったボディーガードにも憤りを感じる。あの男は一年前に雇い、真面目で職務に忠実だった。

　彼らは宝石を海外へ運ぶこともある。高額な商品を扱うため、身元がはっきりしていて厳選された者しか雇わない。

　彼らに任せておけば栞南は安全だと思っていたが、間違いだったと後悔していた。

「逃げて玄関に行ったとき、トニーさんが戻ってきてくれて無事だったんです……」

　レイプされたと思われたくなくて、トニーの説明の間に栞南は口を挟んだ。

「怖かっただろう……もういいから、目を閉じて休めよ」

　蓮の肩に頭を置いた栞南は、素直に目を閉じた。




　大学病院で腕の治療を受けた栞南は、マンションに戻る途中で疲れきって眠ってしまい、ベッドに運ばれても目を覚まさなかった。

　腕は幸いひびは入っていなかったが、かなり腫れており、しばらく痛むだろうという診断だった。

（なんでもなかったように振る舞っていたが、ショックなはず……）

　蓮はベッドで眠る栞南をしばらく見守ってから、部屋を出た。

　床に飛び散ったガラスや壊れたスタンドライトは、蓮たちが病院から戻るときれいに片づけられていた。

　ボディーガードたちは蓮の逆げき鱗りんに触れないよう、遠くから顔色を窺っているようだ。

　蓮は栞南の気持ちを考慮し、この件はトニーたちに対し不問にした。だが、栞南を襲った男、リーの給与口座は即座に凍結させ、警察に届け出た。

　栞南が襲われたのは自分のせいだ、と蓮は考えている。

　血気盛んな若い男の目の届くところで、栞南を溺愛したからだ。けれど、未遂で済んだとはいえ、このことを許すわけにはいかない。

（栞南が受けた傷は償ってもらう）

　蓮が自分の部屋に戻り、次回のオークションの招待状の封を切っていると、ダニエルがコーヒーを運んできた。

「それは待ちに待っていた、二月二日にロンドンで行われるオークションの招待状ですね」

「ああ」

　このオークションでは、一九一〇年頃の見事な細工がされたサファイアのネックレスが出品される。蓮は二年ほど前からそのネックレスに注目しており、これを所持しているイギリスの企業が売りに出すと情報を得ていた。

　他にも気になるアンティークジュエリーが数点あるので、イギリスへ近いうちに飛ぶつもりでいたが、今回の事件に栞南を巻き込んでしまい、決めかねていた。

　今月末にイギリスに飛ばなくてはならないとなると、あと一週間しかない。

　捕まった本田は、ようやく背後にいる人物を吐いた。一週間で、黒幕であるジャスティン・ラウなるイギリス系中国人を捕まえることができるのか。

　男は日本を出国して中国へ入り、そのあとの消息が掴めていなかった。

　香港と中国は陸続き。指名手配中だが、パスポートを偽造して香港へ入国しているかもしれない。

「ダニエル、栞南の分のチケットも用意しておいてくれ」

「わかりました」

　事件が終わらなければ、栞南を香港に置いておくこともできず、日本へ帰国させても心配で自分は仕事に身が入らないだろう。

　目の届くところにいてほしい。そう思わずにはいられない蓮だった。




　真夜中、栞南は腕の痛みで目が覚めた。一瞬ここがどこかわからなかったが、すぐにタワーマンションの部屋だとわかった。

　ずきずきと痛む腕。病院で処方された痛み止めの薬が切れたようだ。

　部屋はベッドサイドのダウンライトが点けられており、やや明るい。

　薬はどこにあるのだろうと頭を巡らせると、少し離れたところで蓮がイスに座ったまま眠っていた。腕と脚を組み、顔は天井に向けられている。

　栞南は驚いて上体を起こした。

　鼻び梁りょうは高くて、眉はキリッと美しく、薄めの唇はほんの少し開かれていてセクシーだ。眠っていても絵になる人っているんだ、と見とれてしまう。

　大変な思いをしたけれど、意外と精神は大丈夫だった。この約二週間は、映画のような出来事が自分の身に起こって、強くなったみたいだ。本田に拳銃を向けられたときほどは怖くなかった。

（あのときだって、朝日奈さんがそばにいてくれたから、なんとかがんばれた。結局、失神しちゃったけれど）

　栞南は床に足を着けて、蓮のそばへ近づく。

「朝日奈さん、朝日奈さん」

　軽く肩を揺さぶると、蓮のまぶたが眠そうに開いた。

「こんなところで寝たら、身体が痛くなりますよ」

「栞南……」

　栞南の様子を見ているうちに眠ってしまった蓮は、イスから立ち上がった。

「どうした？　痛むのか？　腹も減っているだろう？」

　時刻は夜中の二時を過ぎていた。

「腕が少し痛くて……」

「ああ、痛み止めをもらってある」

　栞南をベッドに座らせると、サイドテーブルに置かれた小さな瓶を開けて、二錠取りだした。ミネラルウォーターのペットボトルもグラスも用意してある。

　栞南の手のひらに薬を置き、グラスを持たせた。栞南は水で薬をごくんと流し込む。

「すごく痛むのか？」

　蓮の心配そうな瞳を見て、栞南は首を横に振った。

「すべて俺のせいだ。すまない」

「朝日奈さんのせいじゃないです。発端は私だから、謝らないでください。このことがなければ、朝日奈さんは優秀な人材をこんな形で失うことはなかったのに……」

「今までは優秀な男だったが、自ら評価を地に貶おとしめたんだ。そういう男は、今ではなかったとしても、これから先、問題を起こすだろう」

　そう言う蓮だが、栞南から見てどことなくいつもの様子と違う。余裕がない感じなのだ。

「朝日奈さん……大丈夫ですか？」

「それを聞くのは俺のほうだろう？」

　蓮は心配そうな栞南にフッと笑みを漏らす。

「朝日奈さんが心配なんです」

　栞南が蓮の腕に左手を置くと、その手がそっと重ねられた。

「ありがとう。俺は大丈夫だ。なにか食べ物を持ってくる」

（ケガ人に心配されるとは……）

「いらないです。朝まで待てます。薬のせいかとても眠くて」

　栞南はもう一度小さく首を横に振る。

「わかった。明日の朝にしよう。布団に入って」

　蓮に手を添えられ、ベッドに横になった。

「もう寝てくださいね。私は大丈夫ですから。明日はお仕事ですよね？　おやすみなさい」

（こんな日は一緒にいてほしい……）

　栞南の本音はそうだが、自分を襲った男の言葉が胸に留まっていた。

『オレたちのマエでイチャイチャしやがって』

（私……その通りだったのかもしれない）

　蓮はベッドのダウンライトを暗くした。

「ああ。おやすみ。痛くて眠れなかったら、いつでも呼んでくれ」

「はい」

　蓮は腰を屈めて栞南の額にキスを落とし、部屋を出た。




　翌日、頬に触れられて栞南は目を覚ました。目を開けると蓮の心配そうな瞳と視線がぶつかる。

「おはよう。気分は？　痛みは？」

「おはようございます。大丈夫です」

　もそっと身体を起こすと、足元に服の一式が置かれていた。どれも買ってもらったものだ。

　クリーム色のシフォンブラウスは、袖にたっぷり生地が使われており、栞南の腕の包帯に差し支えない。それに合わせたレモンイエローのＡラインのスカート。

「用意まで……ありがとうございます」

「ひとりで着替えられるか？　手伝う？」

　少しおどけたような蓮の言い方に、栞南は笑いながらベッドから出る。

「もちろんひとりで着替えられます。すぐに行きますから、先に食べていてください」

　蓮が出ていき、栞南は腕に気をつけながら着替えた。

　リビングへ行くと、いつもと同じ風景だった。ボディーガードたちは向こうのソファでパソコンを前にしているし、席に着くとダニエルがコーヒーを運んでくる。

　朝食は、昨日の夕食の分まで食べさせようとしているのか、いつもよりボリュームがある。

「いただきます」

　ケガをしたのは右腕。痛みを我慢すればフォークやスプーンは持てるが、今日は左手で食べる。

　天気がよく、気持ちのいい日差しが窓から差し込んでいた。

「事件のことだが、裏にいる人物がわかったんだ」

「よかった……もうすぐ解決しますね？」

「安心するのはまだ早いぞ。そいつの名前はジャスティン・ラウ。イギリス系の中国人だ。香港に入国した記録はないが、偽造パスポートで入ってきているかもしれない。他にも余罪があり、中国と香港で指名手配中だから、大っぴらなことはできないとは思うが」

　蓮はコーヒーをひと口飲むと、離れたソファにいるボディーガードのほうへ顔を向けた。

「彼らにも気を引きしめるように言っておいた」

　栞南は小さく頷く。

（気が緩んでいたのは、私のほうだよ……）




　食事が終わると、蓮とダニエルはボディーガードをひとり連れて仕事に出かけた。

　ここに残っているのは、トニーと三人の男たち。

（トニーさんは信頼しているけど、昨日のことで他の人たちが怖い）

「トニーさん、部屋で休んでいます」

「はい。安心してお休みください」

　トニーは栞南の気持ちがわかっているのか、いつもはいかつい表情を緩ませた。




　それから二日後の朝、栞南は蓮に夕食を作りたいと話した。腕の痛みもそれほどではなくなり、日本食が恋しくなってきていた。

　栞南の申し出に、蓮は日本食が食べられると喜んだ。

「朝日奈さんは、なにが食べたいですか？」

「栞南が食べたいものでいい」

「難しいものは作れないけど、なにかひとつでもリクエストしてください」

　そう言われて、蓮は少し考える。

「だし巻き卵が食べたい。昔、よく連れていってもらった小料理屋のだし巻き卵が好きだったんだ」

「上手に作れるかわからないけど、がんばってみますね」

　蓮とだし巻き卵のイメージはとてもかけ離れている気がしたが、素朴な料理をリクエストされたことでますます親しみが湧いた。




　ボディーガードに日本の調味料と材料を売っている店に行ってもらい、食材を調達してきてもらうと、栞南は蓮のために腕を振るった。

　腕を振るうというほどの実力はないが、喜ぶ蓮を想像しながらキッチンに立った。




　蓮は栞南の手料理を楽しみにしていた。

　早く帰宅するため仕事を早めに切り上げようとしていたが、海外からの電話や宝石鑑定の依頼が入り、オフィスを出たのは十九時を回っていた。

「先に車へ行っててくれないか。俺は買い物を済ませてくる」

　エレベーターに乗り込んだダニエルのあとに蓮が続き、ボディーガードが乗る。三人が乗り込むと、蓮は一階と地下二階のボタンを押した。

「買い物なら私が――」

「栞南にプレゼントするものを、お前に選ばせるわけにはいかないだろう？」

　ダニエルは口元に笑みを浮かべている蓮を見て、呆気に取られる。それからすぐに苦笑いを浮かべた。

「以前のお方は、私が選んでいましたが」

「それはそれだ」

　栞南のものならば、忙しくても自分が用意したいと思っている。そんな自分を笑いながら、蓮は一階でエレベーターを降りた。ボディーガードも降りようとしたが、ダニエルと一緒に車に行くように言い、立ち去った。

　一階のケーキ店でチョコレートがけの艶やかなホールケーキを買い、少し先の花屋でバラの花束を買う。

　赤いバラが九十九本。赤いバラの花言葉は『あなたを愛しています』。本数の意味は『ずっと一緒にいよう』。

　花屋で悩む蓮に女性店員は、女性に贈るのなら、と花言葉や意味を教えてくれた。

「多トォ謝シェ」

（日本語では『ありがとう』……か。栞南を思うと、不思議と相手をいたわる気持ちが出てくる）

　蓮はケーキを持ち、大きな花束を抱え、足早にエレベーターに向かう。ちょうど下りてきた一基に乗り込むと、地下二階の駐車場で降りた。

　エレベーターホールを出て五メートルほど先の車のそばに、ダニエルとボディーガードが立って待っているのが見えた。

（車の中に入っていればいいものを）

　彼らに向かって歩きだすと、ダニエルとボディーガードの顔つきが変わった。

「後ろにっ！」

　ダニエルの声に、蓮はハッと俊敏に振り返る。

　振り向きざまに、腹部に焼けるような痛みが走った。手からケーキの箱とバラの花束が離れる。

　脇腹に手をやると、血がべったりついた。

「くっ……」

　すぐに身構えて、襲った人物を見ると、三日前に栞南を襲ったリーだった。荒く息を吐き、右手にナイフを持っている。

「蓮様！」

「大丈夫だ」

　ボディーガードが蓮とリーの間に入る。

　リーはナイフを持ち、ボディーガードに向かっていく。リーの攻撃をかわすボディーガードだが、屈強な身体つきと俊敏さは襲いかかるリーに分がある。

「俺がやる」

　リーから距離を取ったボディーガードに蓮が言う。

　蓮はテコンドーの有段者だ。ダニエルから渡された携帯のトンファーバトンを持ち、ひと振りすると、伸びて形を変える。

　それを身体の前で構えた蓮に、リーがナイフで襲いかかる。蓮はトンファーバトンを自由自在に操ってナイフから身を守り、攻撃の武器として動かす。同時に、足蹴りと拳でも立ち向かった。

　振り下ろされるナイフを、右手に持ったトンファーバトンでかわし、素早くリーの脚を蹴る。

「ううっ……！」

　ふらつくリーの顔に、回し蹴りを食らわせた。急所を突いた蓮の蹴りに、大きな身体がコンクリートの地面に沈む。

　そこでボディーガードがリーをうつ伏せに取り押さえ、特別仕様の結束バンドで両手首を縛った。

　暴れるリーを厳しい表情で見ていた蓮の顔が、ふいに歪む。

「っう……」

　上着の下で、ワイシャツの左腹部の血の染みが広がっていた。

「見せてください」

　ワイシャツをめくり、傷を見たダニエルは、首を左右に振った。

「うかつでした」

「給与口座を凍結させられ、頭に血がのぼったんだろう。俺ももっと注意を払うべきだった」

　蓮は潰れたケーキの箱と、地面に散らばるバラの花束を恨めしそうに見た。

「その傷は縫わないといけません」

　そこへ、ダニエルが呼んだ香港警察の警察官が到着した。

　ダニエルをその場に残し、蓮とボディーガードは病院へ向かった。




　治療中にダニエルがやってきた。蓮が着ているスーツとほぼ同じ色味の替えを抱えている。

「さすがだな」

「血だらけのままでは、、ミズノさんを驚かせてしまいますから」

「ああ……このことは内緒にしてくれ」

　治療を終え、真新しいワイシャツに袖を通し、スーツを替えると病院をあとにした。




　その頃、栞南は部屋のベッドで膝を抱えて座っていた。

　二十時過ぎに、ダニエルから帰宅は二十一時近くになると連絡が入った。先に食事をしていてほしいと。

　自分の手料理を蓮と一緒に食べたいと待っているが、ダニエルの言った時間を過ぎていた。

　なにかあったのかと心配もしていたが、もしかして女性と急に会うことになったのでは？とも思ってしまう。

　二十二時を過ぎて、部屋のドアを開けていた栞南は男性の声に気づいた。蓮が帰ってきたのだ。

　部屋を出ると、ちょうどリビングに姿を見せた蓮が近づいてくる。

「栞南、すまない。早く帰りたかったんだが」

　約束を破ってしまい、蓮は申し訳なさそうな顔で謝る。

「ううん……お食事は？」

　栞南の作った料理はまだダイニングテーブルの上に乗っている。それを見た蓮は、「もちろん食べるよ」と言って席に着いた。

　冷めてしまった肉じゃがや、ひじきの煮物、味み噌そ汁しるを栞南はもう一度温めながら、せっかく作った料理を蓮に食べてもらえると笑顔だった。

「どうぞ……お口に合うかわからないけど……」

「おいしそうだ。いただきます」

　蓮は箸を持つと、リクエストしていた、だし巻き卵に手を伸ばした。

「この味だよ。おいしい」

「よかった。私はどちらかというと甘い卵焼きを作るんです。だから、おいしくできなかったらどうしようと」

「甘い卵焼き？」

　蓮はその存在を知らず、首を傾けて栞南を見る。

「はい。お砂糖と、隠し味にほんの少しお塩を入れて焼くんです」

「デザートみたいだな。それも食べてみたい」

「近いうちに作りますね」

（朝日奈さんに言われると、なんでもしてあげたくなる）

　栞南はうれしそうに笑った。

　そのあともおいしそうに食べてくれる蓮だが、いつもより口に運ぶ量が少ない気がする。

（やっぱり口に合わないのかな……）

　蓮が箸を置いた。

「栞南、すまない。頭痛がするんだ。残りは明日の朝に食べる」

「ずっと痛かったんですね？　顔色が悪いし」

　思わず蓮の額に手を伸ばした栞南だが、スッと避けられる。そうされるとは思っていなくて唖あ然ぜんとした。

　蓮は取り繕うように、栞南の頬に軽く指先で触れる。

「大丈夫だ。先に休ませてもらうよ。ダニエル、来てくれないか」

　痛みを堪えて平静を装い、寝室に足を向ける。そんな彼の後ろ姿を、栞南は悲しそうな瞳で見送った。

「ミズノさん、私が片づけますので、どうぞお休みください」

　蓮の部屋のドアが閉まるのを呆然と見ていた栞南の背後で、ダニエルが声をかける。そして栞南の脇を通り抜け、彼も蓮の部屋へ入っていった。

　寝室に入った蓮は、スーツを着たままクイーンサイズのベッドに倒れるように横になった。

　その途端、脇腹の傷がものすごい痛みを訴える。鋭利なナイフは切られた瞬間より、しばらく経ってからのほうが痛みが強烈だ。

「ダニエル、痛み止めを持ってきてくれ」

「先ほど飲んだばかりですから我慢してください。熱が出てきたようですね」

　額に汗粒が浮かんでいる蓮を見て、ダニエルは寝室を出る。

　様子が気になる栞南は、蓮の寝室のドアをちらちら見ながらテーブルの上の料理を片づけていた。そこへダニエルが来て、キッチンの中へまっすぐ入り、ミネラルウォーターのペットボトルや氷、グラスを用意している。

「ミズノさん、ここは私がやりますから」

　キッチンから出てきたダニエルは、そう言い残して再び蓮の寝室へ行ってしまう。

「水……頭痛がひどいんだ……」

　ふとリビングを見ると、トニーたちボディーガードがまだ残っている。いつもは蓮が戻ってくると、玄関を出て隣の部屋に引き上げるのだが。

　栞南が立ち止まって彼らを見ると、深刻そうな顔でみんなが話をしている。

（なにかあったの？）

　ぴったり閉められた蓮の寝室のドアに視線を向ける。

（胸騒ぎがするのはどうして？）

　再び蓮の部屋のドアが開いて、ダニエルが出てきた。ぼんやり突っ立っている栞南を見て、片方の眉を上げた。










心配する資格




「ダニエルさん、朝日奈さんは本当に頭痛ですか？」

「そうです。ただの頭痛ですから、気になさらずに」

　ダニエルは淡々とした口調で言うと、栞南から離れてまたキッチンへ入っていく。

「あ、あの！」

　彼の後ろ姿に栞南は呼びかけたが無視され、仕方なく小さくため息をつくと自室へ向かった。

（ああ言うんだから、本当に頭痛なんだよね？　他になにがあるっていうの？）

　自分に言い聞かせベッドに座る。

　パジャマに着替え、ベッドに入ったあとも蓮が気になって仕方ない。




　なかなか寝つけずに、寝返りを何度も打つ。かれこれ二時間近く過ぎていた。

　蓮が心配で栞南はベッドを抜けだした。こっそり蓮の様子を見るつもりで。

　そっとドアを開けて蓮の寝室の前に立つ。

　ドアノブに手をかけようとしたとき、ドアが突然開いた。

「きゃっ！」

「ミズノさん!?」

　いつもは表情をほとんど変えないダニエルだが、立っている栞南に驚きをあらわにした。だが、栞南もこんな時間に蓮の部屋から出てきたダニエルに驚いている。

　見るとダニエルの手には濡れタオルが握られていた。

「熱があるんですか!?」

　はじかれたように蓮の寝室に入った。そこで栞南が目にしたのは、腹部に包帯を巻いた蓮の姿だった。

　起き上がり、紺色のパジャマの袖に腕を通しているところで入ってきた栞南を見て、蓮の切れ長の瞳が若干大きくなった。

「栞南……」

　蓮はさっと前身頃を合わせ、ボタンを留めようとする。栞南はベッドに近づき、彼のパジャマを開いた。

「これはどうしたんですかっ!?」

　真新しい包帯は昨日はなかった。今朝も普通だった。会社へ行ってからなにかあったのだろう。

「ぶつけただけだ」

　冷静な蓮の言葉を無視して、額に触れる。

「ぶつけただけで熱も出るんですか？」

「これと熱は関係ない。俺は大丈夫だから、もう寝ろよ」

　こんな状態なのになにも話してくれなかった蓮に、栞南はショックを受けていた。

「……私は……朝日奈さんのなんですか？　こんなにあなたが苦しんでいてもなにも知らされず、看病もできないだなんてっ！」

　熱がある蓮にこんなことを今言うべきではないと思っても、言ってしまっていた。

「栞南、そうじゃないんだ」

　栞南は今にもこぼれそうなくらい目に涙を溜ためていた。

「……ゆっくり寝てください」

　静かに言って寝室を出ていこうとドアに向かう。

「栞南！　待てよ！」

　蓮は追おうとしたが、脇腹に激痛が襲う。

「っう……」

　痛みを逃そうと息をゆっくり吐きだす蓮のこめかみに、冷や汗が浮かぶ。

「彼女に心配をかけまいとしたことが、裏目に出てしまいましたね」

　栞南とすれ違ったダニエルは、やれやれと首を横に振る。

「最初から話せばよかったんですよ。蓮様を心配する資格は彼女に充分ありますから」

　なんとか痛みをやり過ごし、ベッドから足を下ろそうとしている蓮をダニエルが止める。

「私が行ってきますから。寝ててください」

「お前、寝ていられるわけないだろ」

「いいえ」

　ダニエルはにっこり微笑むと、蓮の傷口に軽くポンと触れた。

「うっ！」

　再び激痛に襲われて、蓮はシーツの上に倒れ込む。その間にダニエルは寝室を出ていった。

　自室に戻った栞南は、溢れる涙を止められなかった。

（私に心を許してくれない……愛されているなんて思い違いだったんだ……まだ出会って三週間足らず。こんなにも好きになるなんてことがあるんだと自分でも驚いていたけれど、朝日奈さんは違うんだ……）

　悲しみに打ちひしがれていると、静かなノックの音がした。

「失礼します」

　返事をしていないのに、ダニエルが部屋に入ってきて呆気に取られる。

「出ていってください」

　我に返ると涙を拭きながら伝えた。

「蓮様は、あなたに心配をかけたくないがために傷のことを隠したんです」

「私に心配をかけたくないだなんて、そんなの少しもうれしくありません。早く朝日奈さんのところへ戻って――」

「ダニエル、ふたりきりにしてくれないか」

　栞南の言葉を遮ったのは蓮だった。パジャマ姿のまま室内に入ってきた。

「朝日奈さんっ、部屋に戻ってください」

「嫌だね」

　蓮は即座に断固とした口調で言うと、ベッドに座る栞南に近づく。

　ダニエルは入ってきたときと同様、静かに出ていった。

　ドアがピタリと閉まる。

「さっきお前の言ったことだが……」

『……私は……朝日奈さんのなんですか？　こんなにあなたが苦しんでいてもなにも知らされず、看病もできないだなんてっ！』

　栞南が思わず言ってしまった言葉。

「いいんです。私は今のままでいいです」

（事件が解決したらさようなら、という関係で……彼の心は私のものにはならない）

「今のままって、どういうことだ？」

　蓮は栞南が座るベッドの隣に静かに腰を下ろすと、ムスッとして聞いてくる。

「か、身体だけの関係です……」

「は？　俺と寝るまでバージンだった女がよく言う。お前は娼しょう婦ふじゃない。自分を貶めるようなことは言うな」

　意地を張る栞南が蓮にはかわいいが、至って真顔で話す。

「わかってくれないか？　心配をかけたくなかったんだ」

「私は心配させてほしいです。朝日奈さんが苦しんでいるのに、私だけ蚊か帳やの外だなんて……悲しいです。その傷は……もしかしてジャスティン・ラウに？」

「いや、違う。これは……栞南を襲ったリーにやられたんだ」

「あの男に！」

　リーの顔を思い出して、栞南の眉間に皺がぎゅっと寄る。

「駐車場で待ちかまえられていて、気づくのが遅くなったんだ。振り返ったときに脇腹を切られてね」

「ひどい……」

　栞南は息を呑む。

「傷はそれほどじゃない。抗生物質が効かずに熱が出ただけだ。心配しないでいい」

　目と目が合うと思わず熱を確かめたくなり、手を伸ばす。今度は栞南が触れても蓮は動かない。

「まだ熱いです。早く寝てください」

「わかってくれたか？　栞南は俺が大事に思う女だ。だから心配をかけたくなかった。好きな女には弱いところを見せたくない」

　熱のせいか蓮の瞳はいつものような強い光がなく、口調も懇願するようなものだ。

「朝日奈さん……そう言ってくれてうれしいです」

　栞南は小さく笑顔を見せる。しかし、蓮の痛みと熱を思うと最大限には喜べない。

「もう休んでください」

「ここで寝る」

「ダメです！」

　栞南が即座に断ると、蓮は不満げな表情になった。

「俺を好きなんだろう？」

「だって、一緒のベッドで寝て、私の身体が傷口にぶつかったりでもしたら大変ですから。早く立ってください」

　ベッドから下りて蓮に手を伸ばす。彼は仕方なさそうに栞南の手を握った。

　栞南は蓮を寝室まで送り、ベッドに入るのを見届ける。

　横になるとき、蓮がほんの少し顔を歪めたのを見て、栞南の心も痛む。

「おやすみなさい」

「おやすみ。しっかり寝ろよ」

　栞南は「はい」と返事をして微笑むと、蓮の寝室を出た。




　翌日、七時前に栞南はリビングへ行った。ダイニングテーブルには蓮の姿がない。

（やっぱり今日は仕事は無理なのかも）

　蓮の寝室に向かおうとすると、ダニエルがキッチンから出てきた。

「おはようございます。蓮様はすぐに来られます」

「あ……おはようございます」

　ダニエルに昨晩の出来事を見られた手前、栞南はものすごく恥ずかしい。

　そこへ蓮が現れた。いつものように一分の隙もなくスーツを着ている。

「栞南、起きていたのか。おはよう」

「それはこっちのセリフです。もう大丈夫なんですか？　熱は？　痛みは？」

　普段と変わらない表情は無理をしているせいではないかと、蓮をよく見る。

「熱は下がったし、痛みもそれほどじゃなくなった」

「でも、お仕事に行くなんて……」

　昨日あんなに具合が悪かった蓮を見ているため、休んでほしかった。

「デスクワークだけだ。昨日よりは数十倍はよくなったよ」

　栞南を安心させるように蓮は笑みを浮かべた。

「……じゃあ、無理しないでくださいね」

（昨晩はあれだけ苦しんでいたのだから、急によくなったとは思えないけれど、仕事に行かないでなんて私には止められない……）

　栞南は心配そうな瞳を蓮に向けて、席に着いた。

「あ……きれいなバラ……」

　テーブルの真ん中で、たくさんの真紅のバラが陶磁器の花瓶に活いけられている。

「昨晩、蓮様があなたのために買われたのですが、襲われたものですから、花束はプレゼント用にはできなくなりまして」

　昨日栞南が作った味噌汁を運んできたダニエルが、彼女に教える。

「これを私に……？」

「踏みつけられて数十本はダメになってしまいましたが、そのまま放置しておくのもかわいそうなので私が拾ったんですよ。他にもチョコレートケーキがありましたが、あれはぐしゃぐしゃに」

「ダニエル、お前はなにをペラペラしゃべってるんだ」

　いつになく饒じょう舌ぜつなダニエルを、蓮は切れ長の目で睨む。

「蓮様、彼女はちゃんと言わないとわからないタイプですよ。ほら、感激しているではないですか」

　ダニエルは栞南の様子を見て薄く笑う。ダニエルの言う通り、栞南は真紅のバラから目を離せずにいた。その瞳は潤うるんでいる。

「朝日奈さん……ありがとうございます。だけど私、ダメになってしまった一本でもプレゼントされればうれしいです。私を思って買ってくれたお花だから」

　今まで花を贈られたことがない栞南。好きな人からもらえるのなら、一本でもいい。

「栞南……」

「きれいな服もうれしいけど……贈ってくれる気持ちが……大事で……」

　服を買ってもらったときは、自分に対する蓮の気持ちがわからなかった。でも今は彼の気持ちが伝わってきて、泣きそうだった。

「そんなことを言うと、毎日一本ずつお前に贈りたくなる」

「朝日奈さん……」

　蓮と栞南が見つめ合っていると、ダニエルが口を挟む。

「早く召し上がってください。昨晩の和食におかゆをプラスしましたので」

　目の前に置かれた、湯気のたつトロトロのおかゆ。蓮の身体によさそうだし、なによりおいしそうだった。

「いただきます」

　栞南はレンゲを手にすると、おかゆをすくって口に運んだ。




　食事を終えた蓮は、ダニエルとボディーガードを連れて仕事に出かけようとしていた。栞南は玄関まで見送りに出る。

「行ってくるよ」

「はい。気をつけて」

　ピカピカの革のビジネスシューズを履いた蓮の顔が傾き、栞南の唇にキスが落とされようとした。

　だが栞南はスッと顔を背け、蓮の唇がピンク色の頬をかすめる。

「栞南？」

　キスを拒否された蓮は、わけがわからないと栞南を見つめる。

「ごめんなさい……ここでは……」

　リーに襲われたときに言われた言葉が、いつも胸のどこかに残っていた。

『オレたちのマエでイチャイチャしやがって』

　吐き捨てられた言葉を思い出し、首を横に振る。

「蓮様」

　栞南を見つめる蓮を、先に玄関を出ていたダニエルが催促する。

「行ってくる」

　栞南の気持ちがわからない蓮は、突然変わった態度が不思議でならない。

「はい……」

　にこりともせずに出ていった蓮に、気を悪くさせてしまった、と栞南は肩を落とす。

（戻ってきたら、ちゃんと話さなきゃ）




　九時にオフィスに到着した蓮が一時間ほど仕事をしたあと、幼馴染みのソフィアがやってきた。アクセサリー感覚で使っている細身の黒縁の眼鏡をかけ、グレーのビジネススーツで。

　金に困らない大富豪の娘だが、父親譲りの商才でいくつもの会社を経営している。

「ここへ来るなんて珍しいな」

「プレゼント用に五カラットのダイヤのネックレスが欲しくて」

　蓮はデスクチェアから立ち上がると、ソフィアが腰かけた黒い革張りのソファへ移動した。

「五カラット？　それはまた思いきるな。五百万香港ドルはくだらないぞ？」

「そうよ。思いっきり奮発するの。それで一気に押しきろうと思って」

「がんばれよ。デザインは？」

「もちろん私がするわ。原石、あるわよね？」

　ソフィアは蓮に、にっこりと笑みを向ける。

「ああ。問題ない。すぐに手配しよう」

「ありがとう」

　話が済むとソフィアは機敏な動作で立ち上がり、クラッチバッグを抱えた。

「あ、昨日のケガは大丈夫そうね？」

　刺されたことは誰にも話していないが、香港警察の上層部にも知り合いが多いソフィアには、昨日のことが筒抜けだったようだ。

「ああ」

　ドアまで送ろうとしていた蓮は立ち止まると、短い返事をした。

「あなたがやられるなんて、ずいぶんうわの空だったのね。夢中にさせている誰かさんのせいかしら。早く会ってみたいわ」

「いずれ会わせる」

「楽しみにしているわ。じゃあお大事にね。お見舞いのお花はマンションに届けてもらっているから」

　ソフィアは蓮の頬に唇を軽く当てて出ていった。彼女の唇で、蓮は今朝のことを思い出した。

（栞南にキスを拒絶されるとは……）

　それまでは甘い雰囲気が漂っていたと思うのは、自分だけなのだろうか。

　ため息をつき、デスクの端に軽く腰かけると、電話の通話ボタンを押してダニエルに『午後になったら帰る』と告げた。




　昼食後、洗濯ルームから出てきた栞南は、トニーが見事な花束をダイニングテーブルの上に置くのを目にした。

「蓮様宛です」

　ちょっとばつが悪い顔のトニーに、栞南は小首を傾げる。

　花束に近づくと、カードが挟まれていた。

　流れるような英語の文面で、なにが書かれてあるのか栞南にはわからないが、一番下に【ソフィア】と名前があるのはわかった。

（女性から……）

　花束の前でぼんやり突っ立っている栞南を横目に、トニーはそそくさと去っていく。

（初めて出会ったとき、ホテルのレストランでエスコートをしていた、あの美しい女性……？）

　考えると気が滅入り始めた。

　部屋に戻り、なんとなくパソコンを開いたところでドアがノックされた。

「はい？」

　返事をしてすぐドアが開いた。相手は驚くことに蓮だった。今朝出ていったときのままのスーツ姿。

　まだ十三時を回ったところで、こんなに早く帰ってきたのは具合が悪いせいではないのだろうかと、急いで蓮に駆け寄る。

「朝日奈さん、具合が悪いんですね？」

（見たところ、表情はいつもとなんら変わりないけど、顔に出さないようにしているのかもしれない）

「いや、大丈夫だ」

「じゃあどうして……？　あ、また会社に戻るんですね？」

（仕事に必要なものを取りに来たのかも。ただ、その場合は誰かに取りに来させそうだけど）

「そんなに俺に仕事をさせたいのか？」

　口元に笑みを浮かべた蓮の手が、栞南の腰に回る。

「えっ？　そ、そんなことないです……」

　グッと引き寄せられて蓮の顔が近くなり、戸惑いの表情を浮かべる栞南だ。

「だ、大丈夫なんですね？」

「ああ。触ると痛むが、あとは問題ない」

「よかった。帰りが早いから具合が悪いのかと」

　栞南はホッと安堵の吐息をつく。

「気になることがあって、朝から仕事にならなかったんだが？」

　ベッドの端に座らされ、隣に腰かけた蓮に謎めいたまなざしで見つめられる。

「え……」

　なんのことだろう、と首を傾げて蓮を見た。

「今朝、玄関でのキスだ。微妙に拒絶しただろ？」

「あれは……」

　蓮のムッとした顔に戸惑い、視線を膝に落とす。

「あれは？」

「……ボディーガードたちの前でああいうことをしないほうがいいと思ったんです。あの男に、目の前でイチャイチャしやがって……って言われて……」

「……ああ」

「言われたことは間違っていないなって……ごめんなさい」

　蓮にうまく伝えられなくて、もどかしい気持ちから瞳が潤む。

（朝日奈さんを傷つけちゃった……？）

　ふいに蓮の腕が栞南の後頭部に回り、引き寄せられる。彼の鎖骨のあたりに栞南の頭が置かれた。

「すまない。思い出したくない出来事を思い出させてしまった」

「そうじゃないんです。無事だったから私、なんとも思っていません。でも、やっぱりボディーガードたちの前でああいうことをするのはよくないと……」

「わかった。今度からはふたりきりのときにたっぷりキスする」

　少し茶目っ気を含んだ口調に、栞南はホッとする。

「今はふたりきりだよな？」

「えっ？　あ、まあ……」

「なんだ。気乗りしない声だな」

　ショックを受けたような蓮。

「ち、違います……って私、なにを言ってるんだろ」

　気乗りしていないわけではない、と否定したかったものの、積極的に見られるのは困ると、栞南は顔を赤くした。

「そんなところが、本当にかわいい」

　顎を持ち上げられ、蓮の唇が重なる。優しく落ちてきた唇はすぐに栞南の唇を開かせ、舌で口こう腔くう内ないを蹂じゅう躙りんしていく。

　そこへドアがノックされた。

　その音に気づいた栞南は、キスをしながらいつの間にか押し倒されて、ベッドに寝かされている状態の自分に慌てたが、蓮のキス攻めはまだ続いていた。

「朝……日奈……んっ」

　――トントン。

　再びのノック音に、蓮は仕方なくキスをやめて立ち上がると、ドアへ近づき開けた。

「なんだ？　ダニエル」

「今日の夕食のご要望は？」

「はぁ～。そんなこと、勝手に考えろ」

「まさか蓮様、ミズノさんをおいしくいただくことを考えてはいませんよね？」

　何事もなかったように装った栞南は、ドアに背を向けてベッドに腰かけていたが、ダニエルの言葉にドキッと肩が揺れる。

「傷が開くと病院行きですよ」

　ダニエルの指摘に蓮は苦笑し、無言で部屋から追いだした。

「すまない」

　栞南の元へ戻ってきて静かに謝る。

「いいえ。ダニエルさんの言うことはもっともです。今は傷を治さないと。安静にしてください」

「傷の痛みなんかかまわずに、お前が欲しいのに？」

　甘えた瞳に栞南の胸がきゅんと締めつけられる。

「も、もう！　そんなことを昼間から言わないでください」

　恋愛経験が少ない栞南はそう言うのが精いっぱいだ。胸がドキドキ暴れだして困る。

「部屋に戻って休んでください。身体が少し熱い気がします」

「まだ話があるんだ」

「話……？」

　栞南は真剣な口調の蓮に小首を傾げた。










事件の進展で




「来週の月曜日に、イギリスで大事なオークションがあるんだ。しかしまだジャスティン・ラウが捕まっていないだろう？　お前をここに置いておくことも、日本へ帰すこともできない。俺と一緒にロンドンへ行ってほしい」

　ベッドに座る栞南の前で蓮は片膝をつき、真しん摯しに見つめる。

「朝日奈さん……私がイギリスに……？　何日間の滞在ですか？」

「最低一週間だ」

（今週末に日本に戻らないと、会社に残れないかもしれない……）

　いくら盲腸で手術したとしても半月の休暇は多すぎだろうと、栞南は今週に入ってから焦っていた。

　その反面、日本へ戻るときが蓮との別れだという切ない気持ちもある。

（朝日奈さんがそばにいないことに耐えられるのかな……）

　複雑に揺れる栞南の心だった。

「栞南？」

　命がまだ狙われているかもしれないのだから、蓮は『行く』という返事がもらえるものと思っていたが、栞南の困惑の表情に眉根を寄せる。

「私……」

「イギリスへ行きたくない？」

「……ごめんなさい。一週間もイギリスに行っていたら、会社に戻れなくなってしまうから」

「会社か……」

　蓮は栞南が勤め人であることを思い出した。

（栞南を日本へ帰せるのか……）

　離れてしまうことを考えると、傷の痛みよりももっと鋭く身を切られるような痛みを覚える。

「私には……日本の生活があるから……ずっとここにはいられ……ない」

　まるでプロポーズしてほしいみたいに聞こえていないか、栞南は心配だった。

（自分は一生そばにいたいほど好きだけど、朝日奈さんは気軽な関係を求めているのかもしれない。出会ってまだ半月なのに結婚なんて考えていないはず）

「事件は解決していない。万が一のことがあるかもしれないんだぞ？」

　それは蓮も同じなのだが、自分は男だから戦うこともできる。しかし、栞南は抵抗する間もなく命を奪われるだろうと考えていた。

「わかってます……仕事より命だって……」

　休暇が延びれば最悪、就職口を探さなければならない。でもそれは香港ではなく日本で。話せる英語も簡単な会話ぐらいだし、広東語に至ってはまるっきりできない。乏しい語学力なのに、香港で働けるわけがない。

「まだ数日あるから、イギリスへ一緒に行くことを考えてほしい」

　そこへ再びドアが叩かれたあとに、「私です」とダニエルの声が。

「入れよ」

　またお前かと言わんばかりに、いかにもため息が漏れそうな蓮の声。

　入ってきたダニエルは先ほどより高揚した顔つきで、蓮と栞南を見た。

「どうした？」

　立ち上がった蓮はダニエルに近づく。いつもの冷静な彼ではないことに気づいて、瞳を鋭く細め、首を傾ける。

「ジャスティン・ラウが深シン[image: ]センで捕まりました」

　深[image: ]は、香港との境にある中国の街だ。

「捕まった？　それは本当か？」

「ええ。たった今、香港警察のチェン副長官から連絡がありました。取り急ぎ事実のみ伝えられ、詳細はまたのちほどとのことです」

　捕まったと聞き、栞南はつき物がポロッと取れた感覚だった。

（ジャスティン・ラウが捕まった……これで私は日本……へ……）

　ホッとはしたが、本当に蓮とお別れだと思うと、足に力が入らなくなる感覚に陥る。

（ベッドに座っていてよかった……）

「朝日奈さん……これで日本へ帰れます……」

（本当は日本へ帰りたくない。彼のそばにずっといたい）

　栞南は自分の気持ちを悟ったが、口では正反対のことを言っていた。

　信じていた元彼に騙されて、男は本当に誠実なのだろうかと臆病になっていた。ましてや蓮の数多くの女性遍歴をネットで見てきた。すべてが本当の恋人だったかはわからないが、みんな自分よりはるかにきれいな女性だ。

　サングラスを贈った女性、リリアナ。今は亡くなっているということだが、蓮はサングラスを大事にしていたようで気になる存在だ。

　そして先ほど花を贈ってきたソフィアという女性も。

　恋人になったのは自分だけじゃない……そう考えると、自分たちの関係は今だけのものなのだと思ってしまう。

「栞南！」

　蓮は声を荒らげるが、栞南の困惑した顔を見て表情を和らげた。

　そして栞南の元へ戻ってくると床に跪き、うつむく顔を見た。

「栞南……」

「……いろいろなことが……たくさんあって……」

　自分からは別れなんて切りだせず、栞南はどう言っていいのかわからなかった。

「一度、日本へ戻らないと……」

　戻ってきたいニュアンスを含めてしまい、栞南の顔は恥ずかしさで赤みを帯びる。

「……そうだな。一度戻ったほうがいいのかもしれない」

　少し考えて蓮は静かに同意した。

　こんなに突然蓮から離れることになるとは思わなかった栞南は、愕然としていた。

（泣いて、朝日奈さんと別れたくないって……言ってしまいそう……）

「副長官から詳しいことを聞かなければ、まだはっきり言えないが……土曜日……俺がイギリスに発たつ日、日本行きの便を手配しておく」

　栞南はこくっと頷くのが精いっぱいだった。

（身を切られるみたいに痛い……）

　土曜日まであと二日しかなかった。

　蓮は立ち上がると、栞南の頬に触れて出ていった。




　その日の夕食は会話が弾まない、気詰まりなものだった。

　ジャスティン・ラウが今回の事件の首謀者だと明らかになり、栞南は安全になった。ボディーガードたちも部屋にいない。もう気軽に外へも出かけられるのだ。

　そして……日本へも。

　命の危険がなくなり飛び上がって喜ぶべきなのに、栞南の心は沈んでいくばかりだ。

　でも、なんとか蓮の前では明るく振る舞おうと会話を試みるが、隣に座る彼は静かに相槌を打つだけ。食事中、ずっと考え事をしているようだ。

　だが、黙って料理を食べ進める栞南は、気づくと蓮に見つめられていた。

　憂うれいを帯びた目と視線がぶつかると、栞南の胸は切なく揺れた。

「朝日奈さん……」

「明日の予定は一日空けた。行きたいところに連れていく」

　ようやく蓮が発した言葉に、栞南はポカンと口を開ける。

「それは……デート？」

「ああ。ボディーガードもいない。俺たちだけだ」

「うれしいです。行きたいところはたくさんあります。あ……でも、傷に障さわってしまうんじゃ……」

　栞南は両手を合わせて瞳を輝かせたものの、蓮の傷が気になり、すぐに気遣う表情になる。

　蓮と出かけたいが、身体が心配だった。

「傷は大丈夫だ。気にするなと、何度言ったらわかるんだ？」

「そんな……気にするに決まっているじゃないですか。好きな人のことなのに……」

　ポロッと言ってしまってから我に返る。

「今日は直球だな」

「……直球でも変化球でも、日本に帰るまでたくさん話しますからね」

（そうよ。一緒にいられる時間は少ないんだから）

「俺はいつまでもお前を抱いていたい」

　隣から腕が伸びて引き寄せられようとしたところを、栞南は止める。

「ちょ、ちょっと待ってください」

「すぐ止めるなよ。傷つくだろ」

「傷に障りますから」

　そこで栞南はクスッと笑みを漏らす。

「もうっ、お料理が冷めちゃいますよ。食べましょう」

　今日の夕食は上シャン海ハイ料理だ。時期が少し外れた上海ガニを本場から取り寄せたらしい。

　栞南は蒸し上がった上海ガニに手を伸ばす。食べやすいように身がほぐされ、中身を取りだした甲羅の上に乗せられている。それを刻みしょうがの入った黒酢で食べると、上海ガニの甘みが味わえておいしい。

（ここにいる間にすっかり贅沢になっちゃったな。日本に帰ったら、普段の食生活に戻すのが大変そう……）

　また日本へ帰ることが脳裏をよぎり、いつの間にかため息が漏れる。

「栞南、花束の贈り主を聞かないのか？」

　蓮はソフィアから贈られた花のことを思い出し、聞いてみる。

「朝日奈さん、唐突ですね。まさか男の人から贈られるわけがないので、女性からですよね。でも大丈夫です。気にしていませんから」

「ただの見舞いの花束だ。しかし、気にしないと言われると寂しいもんだな」

　子供のように口を尖らせてみせる。

「だって……今は……私だけでしょう……？」

「栞南……もちろん……」

　優しい笑みを浮かべる蓮に、栞南も口角を上げてにっこり微笑んだ。

「明日が楽しみです。どこへ連れていってもらおうかな」

　栞南は話をそらし、食べることに夢中になっているふりをした。

　物わかりのいい女ぶっている自分が嫌だった。

（でも醜みにくい嫉しっ妬と心しんを出したらどうなったんだろう。ケンカになって、別れることになるかもしれない。朝日奈さんに嫌われたくない。もしも日本に帰ることで別れることになっても、明日のデートだけはいい思い出として記憶に残しておきたい……）




　食事が終わり、自室に戻った栞南はバスタブに湯を張り、ゆっくり浸っていた。

　豪華なバスルームを使えるのも今日と明日だけ。

　湯船に浸かって、蓮と出会ったときを振り返っていると、次第に胸がチクチク痛み始めてきてしまった。

「ダメダメ！　今生の別れじゃないんだからっ」

　暗くなる気持ちを振りきるように、勢いよく立ち上がった。




　イスに座り、パジャマ姿のまま部屋でドライヤーをかけていると、蓮がやってきた。栞南はドライヤーを止める。

「酒でも飲まないか？」

「傷に障りますよ？」

「そればかりだな。大丈夫だと言っただろう？」

　手に持っているドライヤーを蓮に取り上げられる。彼は電源を入れ直し、まだ半乾きの栞南の髪に熱風を当てる。

　蓮の長い指が髪に差し入れられ、乾かされていく。

「柔らかくて……猫っ毛だな」

「猫っ毛だなんて言葉、よく知っていますね？」

「昔、近所に住んでいた女の子がそうだったんだ。お前の髪を弄っていたら思い出したよ」

　蓮は電源を切ると、栞南を立たせた。

「小さい頃もその女の子に、こうやって乾かしてあげていたんですか？」

　夕食のときには我慢できたのに、今は昔の話にも嫉妬してしまい言っていた。それからうろたえる栞南を見て、蓮はフンと鼻で笑う。

「そんなわけないだろ？　俺は好きな女じゃないと、こんなことはしない」

　そう言ってから、事故で亡くなった婚約者のリリアナを思い出す。一度も髪を乾かしてあげたことがない。今までの恋人にも。

「お前だけだ」

　顔を傾け、栞南の髪に口づけを落とした。

「朝日奈さん……」

「朝日奈さん、か……もう蓮と呼んでくれてもいいんじゃないか？」

「えっ……」

「俺たち、恋人同士だろ？」

　戸惑って顔を赤らめる栞南を覗き込み、口角を上げる。

「そ、そうですけど……私、朝日奈さんの名字が好きなんです」

　今さら『蓮』と呼ぶのは恥ずかしいし、慣れない。

「は？」

　思いがけない言葉に、唇にキスをしようとしていた蓮の動きが止まる。

「だからこのまま呼ばせてください」

「はぁ……わかった。今はいいが、いつか必ず蓮と呼ばせてみせるからな」

　仕方なく妥協して、噛みつくようなキスをした。




　リビングのローテーブルに用意されていた酒は白ワインで、あまり強くない栞南のため。

　おつまみにチーズや、大きな宝石のようなチョコレート。

　数個のキャンドルはロマンチックな雰囲気で、灯された火が微かすかに揺れている。

　栞南の隣に座った蓮はワイングラスに冷えた白ワインを注ぎ、軽くグラスを当てて乾杯すると一気に飲み干した。

「お前のことを教えてくれないか？」

「私のこと……？　でも……調査済みじゃ？」

　初めて会った日のことを思い出す。蓮はつらつらと栞南の身上調査の結果を言ってのけたのだ。

「確かに家族構成や会社は把握しているが、書類上ではわからないことが知りたい」

　自分のことを知りたいと思ってくれて、栞南は正直うれしい。でも、どこからどこまで話せばいいのかわからない。

「えっと……北海道の小お樽たるで高校まで過ごして、大学は東京に。それから今の会社に就職して――」

「ストップ。やけに簡潔すぎるぞ」

　長い指で鼻をつままれる。

「だって、そんなこと言われても……だったら質問してください」

　つままれた鼻を軽く撫でながら蓮を睨む。

「なんでも話せる友人はいるのか？」

「いますよ。大学からの友達が。三みつ橋はし優ゆう香かっていうんですけど、彼女は今は仕事を辞めて、オーストラリアでワーキングホリデー中なんです」

　同じ学部で、大学の講堂で隣同士になって以来、なんでも話せる友人になった彼女は、去年の夏に突然会社を辞めてオーストラリアへ行くと栞南に告げた。

　大学時代から優香とルームシェアをしていたこともあり、寂しいのは否めないが、彼女が以前から語学を勉強したがっていたのを知っていたので、栞南は進んで送りだした。

「なんでも話せる友達というのは彼女だけです。総務課に仲がいい友達もいるけれど、会社の人たちはなんでも話せるというわけにはいかなくて」

　同期会は年に三回ほどあるし、同じ部署の先輩や後輩とも仲はいいが、すべてを話して痛い目に遭ったこともある。

　付き合っていた孝太郎とのことも、最初は同期のひとりだけに話したのに、あっという間に広まっていた。

　孝太郎が常務の娘を選んだ結果、彼はひどい男で、栞南は惨めな女だとまわりから見られた。あのときはひどく居心地が悪かったが、少し経てば言われなくなり、そんなタイミングでの香港旅行だった。

　心から話せる友人は優香だけで、日本にいないから今回の件で心配をかけることもなかった。

「朝日奈さんはそういう友達、いますか？」

「ダニエルだけだな。彼はイギリスにいた頃、親父がボディーガードにつけたんだ。それほど年も変わらないやつに守られるかと思うと、反抗心で最初は仲が悪かったよ」

「ダニエルさん、初めは怖かったけれど、料理から秘書の仕事までなんでもこなせてすごい人ですよね」

　最初に声をかけられたのは、九龍駅のレストルームだった。

（あのときは殺されるかと怖かった。あとでそれよりも怖い目に遭ったわけだけど）

「そんなにダニエルを褒めないでくれないか？」

「どうしてですか？　なんでもできるスーパーマンみたいな人ですよ」

　そう言ってチョコレートをひとつつまんだ栞南の手は蓮に掴まれ、彼のほうへ引き寄せられる。

「チョコが食べたい？」

　栞南は蓮の口にチョコレートを入れようとする。蓮は艶やかなチョコレートが口の中に入ったところで、グッと栞南に顔を近づけた。

　唇が重なり、溶け始めたチョコレートが栞南の口の中にも甘く広がっていく。

「んっ……」

　ほのかなワインの香りとチョコレートの甘さを味わいつくすように、蓮の舌は栞南の舌を探り当て、むさぼるように吸う。

　蓮の指は栞南のパジャマのボタンを外そうとしていた。

「あ……さひな……さん……っん……ダメ……」

　熱い口づけを交わしながら、栞南は自制心を持って蓮の指を掴んだ。

「栞南、止めるなよ……」

　唇を離した蓮はため息を漏らす。

「だ、だって、これ以上したら、傷に……」

「栞南が協力してくれれば、大丈夫な方法もある」

「そんな方法って……」

　栞南には理解できず、キョトンとする。

「ダメです！　そんな方法ないです」

「お前が知らないだけだ」

「本当にダメです！　朝日奈さん、イギリスに行けなくなりますよ？　大事な仕事があるんでしょう？　おとなしくしていてください」

　栞南が腰を三十センチほど横にずらすと、蓮の口から不満げな声が漏れた。

「厳しいんだな」

「朝日奈さんのためを思ってのことです！　明日は一日中出かけるんですから」

　指を一本立ててびしっと言うと、蓮は端正な顔に苦笑いを浮かべた。

「……でも、一緒に寝てくれるよな？」

「えっ？」

「手は出さない。ただ抱きしめて眠るだけだ。一緒にいられる夜はあと二回しかないんだぞ」

　蓮の切ない表情に、栞南の胸がきゅんとする。

　ふたりの時間は残り少ない。その間離れていたくないのは栞南も同様だ。

（できることならば愛されたい……）

「本当になにもしませんか？」

　心とは裏腹に、栞南は真面目な顔で聞いていた。

「もちろん。明日のために。でも明日の夜は……約束できないな」

　先ほどの切ない表情とは打って変わって、蓮の口元に妖しい笑みが浮かぶ。

「朝日奈さん……」

　蓮は戸惑う栞南のグラスにワインを注ぐと、手に持たせた。

「あっ！　酔わせてどうにかしちゃおうって魂胆ですねっ!?」

　グラスを口まで運んだ栞南は、はたと動きを止めて蓮を睨む。

「お前な～。そういうわけじゃない。勘ぐるなよ。ここで襲うぞ」

「じゃ、じゃあ今日も明日もひとりで寝てくださいっ！」

「栞南は冷たいな。もしかして俺を好きじゃない？」

　悲しそうな声だが、蓮の顔は楽しげに笑っている。

「そ、そんなわけないですっ！　大好きです……他の女の人と比較しないでください！」

『栞南は冷たいな』の言葉を思い出し、今までの他の女性と比べられているような気がして思わず口にしていた。

「嫉妬しているのか？」

　栞南の心を確かめるようなはっきりとした口調だった。

　テーブルにグラスを置いた途端に、栞南は蓮に引き寄せられる。抱き込まれるようにウエストに置かれた彼の腕に、意識が集中してしまう。

　そして栞南の首筋を這はう蓮の唇。

「栞南？　答えないつもりか？」

　蓮の吐息が柔肌に当たり、栞南の身体がピクッと跳ねる。

「んっ、あっ……し、嫉妬してますっ。だって……」

　彼の唇が首筋に吸いつき、ざらついた舌を感じて、栞南は身をくねらせる。

「だって？」

「ぁ……っ、ネ……ネットで……」

「過去に恋人や婚約者がいたことは認めるが、今愛しているのは栞南だけだ」

（えっ!?　婚約者……？）

　驚いて蓮の腕からガバッと抜けだし、顔を見つめた。

「どうした？」

「……今……婚約者って……」

　蓮に婚約者がいたことに驚き、ただ唖然とするばかりだ。

　婚約するくらい愛していた女性の存在を知り、ショックを受けて泣きそうだった。

「婚約者はイギリス人で、三年前、交通事故で亡くなったんだ。車に同乗していた俺の両親も一緒に」

　栞南の喉の奥から小さな悲鳴が漏れる。

「な……名前は……？」

「リリアナだ」

　それは、あのサングラスを蓮に贈った女性だとわかった。

（亡くなったあとでも、朝日奈さんがサングラスをとても大事に使っていたことを考えると、かけがえのない存在だったはず）

　ついさっきまでの幸せが、紙のように薄っぺらいものに感じられて、ぶるっと身体が震えた。

「栞南？」

　蓮は困惑する栞南の表情を見て、今話すべきではなかったと悟り、舌打ちしたい気分だった。

　栞南だけを愛しているとわからせたい一心で、亡くなった婚約者の存在を言ってしまったのだ。

「ご……ごめんなさい……そんな大事な……サングラスを私は――」

「あれは栞南のせいじゃない！」

　強く言い、瞳を潤ませる栞南を抱きしめた。

「ごめんなさい……私が取らなければ……」

「過ぎたことを考えてクヨクヨするのは好きじゃない。俺には今……このときが大事なんだ。ふたりでいられる時間はあとわずかだから、自分たち以外のものは邪魔以外の何物でもない」

　栞南の心に染み入る、温かく安心させる声だった。

（朝日奈さんは……今、私だけを見てくれている……）

　栞南はそれでも泣きたくなった。今度はうれし泣きだ。

（いつからこんなに好きになっちゃったんだろう……）

「栞南を他の女と比べたりしない。出会ったときのお前は、俺には理解できない不思議な女だった。見守っていくうちに、お前は俺のここに四六時中住み着いて離れなくなったんだ」

『ここ』というところで、蓮は自分の胸を軽く叩いた。

「お前を危ない目に遭わせたくなかったが、早く事件を解決したいがために無茶をした。死ぬほど怖がらせたが、あれはお前の命を絶対に守りきれると踏んで決めたことだった」

　栞南の涙を親指の腹で優しく拭う。

「いつまでも籠の鳥ではいさせたくなかった。結果……俺たちにはあと二日しかなくなったが。俺の愛が信じられないというの――」

「もういいんですっ！」

　栞南は蓮の唇に人差し指を置き、首を横に振る。

「朝日奈さんに愛されて、幸せです。こんなに幸せな気持ちになれるなんて思いませんでした」

　大粒の涙は拭っても止まらない。

　涙をこぼしながら、蓮の唇にキスをした。

「私も……残り少ない時間を、朝日奈さんの過去の女性たちに振りまわされて過ごしたくないです。だから……ふたりのことだけを……」

「ああ……もちろん……」

　蓮は栞南の額に口づけをしてから、少し震える唇に慈しむようなキスを落とした。










香港デート




　翌日の朝食では、見慣れない部屋の風景に、なんとなく栞南は落ち着かなかった。

　ダニエルはいるが、いつもソファにいたボディーガードたちがいない。一緒に生活しているうちに、彼らがいることに慣れてしまっていたのかもしれない。

　トニーやボディーガードたちに今までのお礼が言えなくて残念だと思っていると、蓮の言葉を聞き逃してしまったようだ。

「ごめんなさい……」

「今日のプランは？と聞いたんだ」

　考え事をしていた栞南を優しいまなざしで見つめる蓮。

「あ……行きたいところはたくさんあるんです。やりたいことも」

　栞南は香港旅行の前に、ガイドブックを見ながら行きたいところをピックアップしていた。

「ＯＫ。どこへでも連れていくよ」

「連れていくって、もしかして車ですか？」

「ああ。もちろん」

　当たり前だというように軽く頷く蓮に、首を左右に振る。

「私、地下鉄に乗りたいんです。それに香港島と九龍島を行き来できる船にも。だから車じゃないほうが」

　香港旅行を計画したときから、全部乗ってみたいと思っていたのだ。

「わかった。栞南の望み通りでいいよ」

「ありがとうございます！　でも傷が痛くなったらすぐに言ってくださいね？」

　蓮の傷はよくなっているようだが、そう言わなければもし痛んだときも彼が我慢してしまいそうで、栞南はお願いした。

　昨晩、一緒のベッドに寝て蓮の腕の中に抱き込まれたとき、『ありったけの自制心をかき集めて手を出さないようにしている』と耳元で囁かれた。

　栞南だって愛されたいと望んでいた。でも、やはりまだ蓮の身体が心配だった。

「知ジー道ドウ」

　蓮は短く返事をしたが、栞南はキョトンとする。

「なんて言ったんですか？」

「わかった、と言ったんだ」

「ジードウ……ですね？」

「ああ。なんだ？　広東語を覚えたいのか？」

　そう言う蓮の口元に笑みが広がる。

（好きな女が、自分の住む国について興味を持つことがうれしいとは）

「う～ん。難しそうですよね？　でも簡単な挨拶ぐらいは覚えたいな」

「そうだな。ここへ来る機会も増えるだろうし」

　蓮の言葉に喜んで、栞南はにっこり笑った。




　中環の駅までダニエルに車で送られたふたりは、地下鉄乗り場に向かっている。

　ＩＣカードを二枚購入する蓮に、栞南は不思議そうな顔を向けた。

「どうした？」

「朝日奈さん、ＩＣカード、持っていなかったんですね？」

「電車はほとんど乗らないんだ。年に一度、あるかないかだな」

「そうなんですかっ？」

　驚いたが、すぐに納得する。

（高級車を何台も所有する人が、混雑している地下鉄に乗るわけがないよね）

「ほら、行くぞ」

　蓮に促されて、日本と同じような改札でＩＣカードをタッチして通過した。

　香港の地下鉄はきれいだ。ホームと線路はガラスで仕切られ、電車が停まってもドアが開かないとホームのドアも開かない。

　ふたりはやってきた電車に乗り込んだ。車両は意外と高さがなく、蓮のような長身の男性はいささか窮きゅう屈くつそうだ。

（頭が天井につきそう……）

　まわりを見ると、蓮ほど身長の高い人はいない。

　今日の蓮は、ブラックジーンズに白い薄手のニットというカジュアルな服装。そんな爽やかな格好をしていても、栞南と初めて会ったときのような、危険な香りのする男という印象は変わらない。

（ステキすぎて、隣に自分がいることがいまだに不思議でならないよ）

　栞南も今日は動きやすいスニーカーに合わせたジーンズと、蓮に買ってもらった上質で着心地のいいブラウスを着ていた。

（私が彩からブルーダイヤを受け取らなければ、朝日奈さんに会うことはなかったんだよね……）

　そう思うと、充分怖い目には遭ったが、許せてしまいそうだった。




　今ふたりが向かっているのは、黄ウォン大タイ仙シン廟ミュウ。テレビの旅番組などで必ずといっていいほど紹介される寺院だ。〝求めれば必ず願いが叶う寺〟といわれ、病気治療や占いの能力を持つ黄大仙が本尊にまつられている。

　やがて目的地に到着すると、たくさんの人が小さなマットに跪いて、本堂に向かって両手を合わせている。その頭上には赤や黄の提ちょう灯ちんがたくさん並んでいる。

　栞南は返してもらった自分のスマホで、宙に吊るされている提灯や、等身大より大きな干え支との銅像を撮ったりと忙しい。

　割り込んでくる中国人の観光客にもめげずに写真を撮っている栞南を、蓮は眺めて楽しんでいた。

　説明書きが読めない栞南に、蓮が通訳してくれる。

（ひとりで来ていたら、わからない部分がたくさんあったはず。観光がスムーズにできるのも、隣にいる朝日奈さんのおかげだね）

「ここは母方の祖母がよく来る場所だったんだ。あの人たちのように座って祈りを捧ささげていた」

　蓮は何年かぶりにここへ来て懐かしい景色を思い出した。年老いた女性が膝をついて祈る姿が、七年前に亡くなった祖母と重なる。そしてそばにいる小さな子供の姿は、自分の幼い頃のよう。

「栞南。連れてきてくれてありがとう」

「連れてきてくれたのは朝日奈さんなのに、お礼だなんて……」

「祖母を思い出したんだ。昔の記憶も一緒にな。ここへ来なければ思い出さなかった」

「おばあ様、きっと喜んでくれていますね」

　栞南はにっこり笑った。ふいに蓮の腕が伸びて、抱き寄せられる。

「あ、朝日奈さんっ」

　観光客がいるど真ん中でいきなり抱きしめられて、慌てた。

「お前の笑顔は俺だけのものだ。いいか？　他の男に見せるなよ」

　栞南の耳元で蓮の声が甘く響く。

「そんなっ」

　無茶なことを言う蓮に、栞南は異議を唱えた。

「『はい』と言うまで離さないからな」

　中国人観光客にじろじろ見られて、栞南の頬はみるみるうちに赤らんできている。

「わ、わかりましたっ。朝日奈さん以外に、笑顔は見せません」

「心がこもっていないな。罰としてキスするぞ」

「ダ、ダメです！　本当に私の笑顔は朝日奈さんだけのものですっ」

　はたから見たら、なんというバカップルだろうか。だが蓮は栞南をからかいながらも本当の気持ちを告げていた。

（できることなら日本へ帰したくない……）

　心とは裏腹に、栞南の身体に回した腕を緩めた。

「次は旺モン角コックの女にょ人にん街がいです！」

「昼飯は？」

「う～ん。そこで考えましょう！」

　寺を出たふたりは再び地下鉄の乗り場に向かった。




　一度、電車を乗り換えて旺角で降りて歩を進めると、またもテレビで見たことのある景色が目に飛び込んできた。金魚が透明の袋に一匹ずつ入り、店頭に並んでいるのだ。中には着色されているのか、ピンク色や黄緑色の金魚がいる。

　栞南は「すごい」を連発しながらスマホに写真を収めていく。

　蓮にしてみれば、なぜこんなものに興味を引かれるのかわからない。だが、栞南の喜ぶ姿を見るのは好きだ。

　時刻は昼食時間をとうに過ぎ、もうすぐ十四時だ。

　そこで栞南のリクエストの招ショウ牌ハイ雲ワン呑タン麺メンを食べることにしたが、入った店はごちゃごちゃとした狭い大衆食堂のようで、蓮は居心地が悪い。

「こういう庶民的なお店には来ないですよね？　ごめんなさい」

　店に入ってから蓮の暮らしぶりを思い出し、なかなかこんなところには入らないだろうと栞南は申し訳なくなって謝る。

「まあな。だが、そんなことで謝るなよ。今日一日、栞南のプランで動いているんだ。これはこれで楽しいぞ」

「傷はどうですか？　痛みますか？」

「いや、ほとんど痛まない」

「よかったです」

　そこで年配の女性店員が招牌雲呑麺をふたつ運んできた。蓮ほどステキな男性を初めて見るかのような食い入る目つきで、栞南のことは眼中にない様子だ。

「ゆっくりしていってくださいね。これはサービスですよ」

　広東語で話す女性店員に、二杯の招牌雲呑麺と一緒にテーブルの上に置かれたのは、青菜の炒いため物だ。女性店員はよほど蓮が気に入ったようだ。

　広東語が飛び交う店内は香港らしさがあって、栞南には楽しい。

　香港の麺は極細麺で硬めだが、見た目よりおいしく、えびワンタンもぷりっぷりで歯ごたえもよくて、ふたりはあっという間に食べ終えた。

　カフェにも入り、香港名物の甘いミルクティーとエッグタルトも食べて、栞南の顔に幸せそうな笑みが広がる。

（やっぱり自由って素晴らしい）

　目の前でブラックコーヒーを飲む大好きな人を眺めながら、エッグタルトを頬張るひとときが幸せだった。




　そうこうしているうちに女人街がにぎわう時間帯になった。

　たくさんの露店が開かれ、コピー商品やＴシャツ、民芸品などが売られている。

　手を繋ぎながら、路地の両脇に出ている露店をひやかしながら歩く。

　ふと、明日の今頃は日本に到着していると考えてしまい、栞南は胸が痛くなった。悲しくなり蓮の手をぎゅっと握る。

「同じものばかり売ってるな。なにか欲しいものがあるのか？」

　コピー商品ばかりではあるが、キーホルダーや翡翠の置物、香港式の福を呼ぶ飾りもある。

　栞南は潤んだ瞳を隠すように瞬まばたきを数回繰り返してから、蓮を仰ぎ見た。

「あのスリッパがかわいいですね」

　目に入った、香港シルクで作られたスリッパを指差す。細やかな刺し繍しゅうのパンダ柄や金魚柄で、かわいらしくて使うのがもったいないくらいだ。

「あれを買おう」

　蓮は栞南をその露店に連れていく。

「金魚は、こちらでは金が入るようになる縁起のいい生き物と言われている」

「じゃあ、金魚にします！」

　パンダと金魚の柄で悩んでいた栞南は、赤い金魚のスリッパに決めた。

「金持ちになりたいのか？」

　金魚を選んだ栞南に、蓮は意外だと片方の眉を上げてみせる。

「普通のＯＬですけど、それなりの余裕は欲しいですもん」

　お金持ちに庶民の気持ちはわからないだろうと、何気ない様子を装った栞南は、スリッパに手を伸ばす。そこへ蓮が脇からスリッパを掴んで店の男性に渡し、紙幣を握らせた。

「ありがとうございます。とても履き心地がよさそう。ルームシューズにしますね！」

　時間が経つにつれて、日本に帰るんだという事実が心に大きくのしかかる。

　そのあとも露店でポテトフライやココナッツジュースを飲んだりしたが、お互いが無口になりつつあった。

　別れの時間が近づき、まだまだ一緒にいたいと焦る気持ちは、蓮にとって初めてのことだった。

「栞南、次はフェリーに乗ろう」

「あ！　それを忘れていました！」

　ふたりは地下鉄で尖チム沙サア咀チョイの駅まで戻り、船乗り場へぶらぶら歩いた。今、ふたりがいるのは九龍島サイドで、百万ドルの夜景は蓮の住居がある香港島のほうだ。

　二十時からの光と音のショーの時間まで一時間ほどあるが、船乗り場のあるヴィクトリア・ハーバーは、各国からの観光客で溢れかえっていた。

　それを横目に、香港島へ渡る船乗り場へ歩いていく。

「もしかして、フェリーに乗る機会もあまりないですか？」

「ああ」

「香港に住んでいるのにもったいないです。こんなに見事な景色なのにっ」

「住んでいると麻ま痺ひしてしまうんだ。そのうち栞南も今みたいに感激しなくなるさ」

　席に着くと、蓮は栞南の背もたれに腕を投げだす。

「えっ……？」

「何度も来るだろうし」

「そうですね。朝日奈さんに会いに、また来ます」

（やっぱり日本へ帰ることを思い出しちゃった……）

　泣きそうな顔を見せたくなくて、潤む瞳を暗い海に向ける栞南だった。

　背もたれに回されていた蓮の手が、栞南の肩に置かれる。

「イギリスの滞在は一週間だ。終わったら、日本へ会いに行く」

「本当ですか？」

　それほど遠くない日に蓮と会えると知らされ、彼を見つめる。

「ああ。イギリスから連絡する」

「はいっ。うれしいです」

　ふたりが乗ったフェリーは大きな揺れもなく、十分で香港島に到着した。

「朝日奈さん、最後に私が一番見たかった景色のところへ行きましょう！」

　香港へ来たら、百万ドルの夜景が見られるというヴィクトリア・ピークに一度は行っておいたほうがいいと聞いていた。

　香港を離れる予定だった日、またここへ来られたら絶対に百万ドルの夜景を見てやると誓った観光地だ。あきらめていたが、こうして見に行くことができてよかった。

「ヴィクトリア・ピークか？　この時間はラッシュ並みに混んでるぞ？」

「でも今しかないですから。ピークトラムにも乗りたいんです」

　絶景が見えるところまで、マンションと崖の間、最大二十三度の急勾配を走りながらのぼっていくピークトラム。バスでも行けるが、やはり乗ってみたい。

　蓮の言った通り、チケット売り場から乗り場に向かうと、長蛇の列だった。観光客の団体でごった返している。

「朝日奈さん、ごめんなさい」

「なにを謝る？　お前が行きたいところが俺の望みだ」

　ピークトラムの順番を待ちながら、栞南は蓮の肩に寄り添っていた。

　同じように待つ観光客の中にはもちろん日本人もいて、蓮を見た女の子たちが「あの人カッコいい！」などと言う声が栞南の耳にまで届く。

　栞南も香港初日に行ったホテルのレストランで、蓮を見たときのことを思い出した。

（ブラックフォーマルでびしっと決まった朝日奈さんも好きだけど、私は今のほうが好き）




　一時間が経った頃、ようやくピークトラムに乗車だ。今日一日歩き疲れていた栞南の足も限界に近づいていたときだった。

　順番が来て乗車する際に、栞南は右手のベンチシートに蓮を誘って座った。

「朝日奈さん、右側のほうが眺めがいいんです。知りませんでしたか？」

　右のシートは三人がけで、左はふたりがけ。蓮としてはふたりだけで座れる左側のほうがいいが、栞南の希望とあれば仕方ないと右側に腰を下ろす。

　並んで座ると、栞南を抱き寄せるように肩に置いた蓮の手が、柔らかい耳朶を弄び始めた。

　快楽を呼び覚ます蓮の指の動きに、栞南の身体がだんだんと痺れてくる。

（眺めのいい席に座ったのに、見るどころじゃないよ）

　困ったように蓮の顔を見ると、問いかけるように、でもうっすら楽しむように片方の眉を上げて見つめられた。

「ダ、ダメです。遊ばないでください」

　栞南は耳朶を弄ぶ蓮の手を掴み、止める。

「なぜだろうな。その反応も俺には楽しいんだ」

　初めて会った頃には想像できなかった、楽しそうな蓮の笑顔。

「私はおもちゃじゃありませんよ？」

「もちろん。恋人だ」

　真剣なまなざしで即座に告げられ、栞南の顔が赤らむ。

「わかったよ。おとなしくしよう」

　ホッとしたのもつかの間、頬にかすめるようなキスをされる。そのキスをした本人はしれっとした態度で、窓を覗き込むようにして景色を見始めた。

「も、もう……」

「……これに乗るのも十何年ぶりだな」

「えっ？　デートスポットとしても最高の場所なのに、来なかったんですか？」

　思わず聞いてしまう。

「それは内緒にしておくよ」

「どうしてですか？　言ったらすねると思っているんですか？　言ってくれないほうがすねちゃいますよ？」

「これに乗らなくても、車で近くまで行けるからな。それに、こんなに混雑している乗り物には乗りたくないと思う女のほうが多いんだ。だから栞南は俺にとって珍しい存在だ」

　急勾配をのぼっていくピークトラムは、座っていても身体が斜めになる。

　せっかく眺めのいい右側に座ったのに、栞南は蓮の言葉が気になって仕方ない。

「貧乏性の女性は、今までいなかったんですね？」

「貧乏性と言うな。そういう意味じゃない。好奇心旺盛でなんでも見たがる女は、まわりにいなかったんだ。長時間一緒にいて退屈しない女は栞南だけだ」

「朝日奈さん……」

（とりあえず、褒められているんだよね？）

　くすぐったい気持ちで、顔がニヤけてしまうのを止められないでいると、目的の停留所に到着したピークトラムがガタンと大きく揺れた。

　乗客が順番に下車する中、栞南は蓮に手を引かれて降りた。彼に導かれて先へ進むと、ふいに栞南の目の前に香港を代表する美しい夜景が広がった。

「すごーい！　なんてきれいなの！」

「今日は晴れているから、わりとよく見えるな。曇りや雨の日は霞がかってほとんど見えずにがっかりするぞ」

「これが百万ドルの夜景なんですね！」

　ビル群の灯りが眼下に広がり、うっとりとため息を漏らす。

「いや、昔はそう言われていたが、今は七十万ドルにもならないと言われている」

「初めて見る私には充分、百万ドルの夜景に見えます。本当にステキな景色です」

　栞南はスマホのカメラで夜景を収めるが、画面を通して見てみるとあまり鮮明に映っていない。

「やっぱり携帯じゃダメですね。一眼レフだったらきれいに撮れるのに……」

「また来ればいい。いつでも付き合うぞ」

「本当ですか？　私が来たいときに付き合ってくれるんですか？」

「ああ。他の男と来させるほど器は大きくない」

　夜景のせいなのか、いつもより甘く見つめられているようで、次の言葉が出てこない。美しい夜景と同じように吸い込まれそうな蓮の瞳。

「お、男の人と来るなんて言ってないじゃないですかっ」

（胸がときめくようなうれしいことを言われて、舞い上がりそう）

　蓮を見つめていると恥ずかしくなってきて、眼下に広がる夜景へと、くるっと目を移した。

　そこへ背後から蓮の腕が腰に回り、栞南の心臓は大きく跳ねた。

　髪に触れる彼の唇。

　そうっと抱きしめられて、暴れる心臓の鼓動が蓮の身体に伝わってしまいそうだ。

「お前を思いっきり抱きたい」

　耳元で囁かれる低音の甘く響く声。その声だけで、栞南の身体の芯は疼く。

「栞南？」

　頬に唇が当たる。返事の催促だ。

「わ、私も……でも、傷は開かない――」

「またそれか。色気がないな」

　蓮は少し呆あきれたような顔で微笑むと「大丈夫だ。今、車を呼ぶ」と言った。

　栞南から腕を離すと、ポケットからスマホを取りだし、ダニエルへ電話をかけた。







第五章










別れの朝




　中環のオフィスにいたダニエルは、二十分ほどで迎えにやってきた。

「珍しく長いデートでしたね」

「ああ。いろいろ回った」

「それはそれは。楽しそうでよかったですね」

　後部座席のドアを開けて、ダニエルは蓮をからかう。

　蓮は栞南を先に乗せてから続いて座る。ドアが閉められ、ダニエルが運転席に戻ってきた。

「ダニエルさん、お迎えすみません」

　エンジンをかける前に栞南が申し訳ない気持ちを伝えると、バックミラー越しにダニエルは微笑んだ。

「ダニエル、明日の日本行きの便は何時だ？」

「八時四十分発の便です。日本到着は現地時間の十三時二十五分です」

「そんなに早いのか？　もっと遅い時間はなかったのか？」

　朝の八時四十分と聞いた栞南は、車内の時計に目を走らせた。

（今が二十時三十分……あと十二時間しか一緒にいられない……）

「ファーストクラスはこの便しかありませんでした。蓮様も昼の便ですし、彼女を残したまま出発なさるのも嫌だろうと」

「確かにそうだが……」

　蓮は隣に座る栞南を見た。悲しそうな瞳が薄暗い車中でもわかり、膝の上に置かれた栞南の手を握った。

「私、ファーストクラスじゃなくても……」

　拉致されて日本へ戻りたかったときは、ファーストクラスで帰らせてもらおうと意気込んでいたが、今となっては蓮といられる時間のほうが貴重だと切に感じている。

「約束は守る主義なんだ」

　そう言いつつ、蓮も心中穏やかではいられない。

（おそらく、残りの時間は瞬またたく間に過ぎていくだろう……）




　二十分ほどでマンションのエントランスに到着した車は、蓮と栞南を降ろすと、そのまま走り去っていく。

「ダニエルさんはどこに住んでいるんですか？」

「この近くのマンションだ。事件中はボディーガードたちと隣の部屋に住んでいたが」

　ふたりはエレベーターに乗り、十二階で降りると部屋に戻った。

　玄関に足を踏み入れると同時に、栞南は蓮の腕に強く抱きしめられた。

「ずっとこうしたいと思っていた」

　唇が重なり、すぐに深いキスを求めてくる蓮に、おずおずと舌を差しだす。

　玄関でキスが始まったはずなのに、いつの間にか蓮の寝室のベッドに押し倒されていた。

「余裕がない男は嫌いか？」

　蓮は栞南の上に覆い被さり、見つめる。頬をスッとなぞられた栞南は、首を左右に振るのが精いっぱいだ。心臓が爆発しそうなほど鼓動が激しい。

「余裕がない朝日奈さんも好きです……愛してください」

　蓮に愛されていることが栞南を大胆にさせる。腕を伸ばし、彼の首に絡めて引き寄せた。

「蓮と呼べよ」

「……レン」

　蓮は満足げに微笑むと、栞南のブラウスのボタンを外し始めた。




　互いを愛おしく思う気持ちで抱き合う夜。

　快楽の嵐に襲われ、栞南は甘い声を上げるどころか、蓮を思う気持ちが溢れ出て涙がこぼれる。

　込み上げる思いを胸に抑えきれないのだ。

「栞南……」

「ご……めんな……さい……」

　時間は刻一刻と過ぎていき、愛されながらも胸が痛い。

「イギリスへ一緒に行くか？」

　栞南の肩にキスを落とした蓮に、ハッとした目を向ける。

（行きたい……けれど……）

　小さく首を横に振った。

「たった一週間……そうしたらまた会えるんですよね？」

「ああ。会える。約束だ」

「……我慢します。一緒に行くことは簡単だけど、それではいけない気がして……」

「会社を休んだことはもう処理済みだから、なにも心配せずに出社するといい」

　蓮は栞南の会社の社長宛に、今回のいきさつをメールしていた。

　社長からも返事をもらった。月曜からまったくなにも心配することなく栞南は出社すればいいとのことだ。

「処理済み……？」

「社長宛に今回の件はメールをしてある。問題なく出社できる」

「よかった……病院の診断書を持っていかないと、クビになっちゃうと思っていたんです」

「クビのほうが俺もよかったんだが」

　甘く見つめられて、トクンと胸が鳴る。

「レン……」

「浮気するなよ」

　ちゅっと栞南の唇がついばまれる。

「それは私のセリフです。イギリスで女性とデートしないでくださいね？」

「脇目も振らずに仕事をして、早く日本へ行くように努力すると誓うよ」

　真摯な蓮に栞南の瞳は揺れて、またすぐに涙が溢れてきた。

　喉元にひんやりした金属が触れる。蓮が栞南の首にネックレスをつけようとしていたのだ。

「これは……？」

「俺たちを引き合わせたブルーダイヤのネックレスだ。あれよりかなり小さい石だが」

　オーバル・ブリリアント・カットのブルーダイヤ。

「記念になるものを贈りたかったんだ。俺は宝石商だしな」

　自分たちの出会いを特別なものだと思ってくれている蓮の気持ちが、うれしかった。

「レン、ありがとうございます。大切にしますね」

　喉元で揺れるペンダントヘッドに指先がいく。

「ずっと身に着けていてくれ」

「はいっ」

　蓮は微笑むと栞南を胸に抱き込み、横になった。




　深夜までの長い逢瀬を終えてからも、しばらくの間、言葉にならない時間が流れた。

「……眠れそうにないな」

　ぽつりと言った蓮は突然起き上がり、栞南を抱き上げた。

「きゃっ！」

　歩きだす蓮の首に慌てて掴まる。向かう先はバスルームだった。

　湯の張られた丸いバスタブの中に栞南は浸けられる。そこへバサッとなにかが放られた。

「花びら……」

　ピンク色の花びらだが、手に取ってみるとそれは湯に溶け始め、本物のバラのような香りに包まれる。

　花びらがすべて溶けるまで栞南は遊んでいたが、それもつかの間のことで、すぐに蓮に翻弄されることになった。




　バスルームから出ると、栞南はお腹を空かせた蓮のためにキッチンでサンドイッチを作ることにした。

　でき上がりを待つ間、蓮は腹部の保護テープを替えている。傷口は開いてはおらず、栞南は安堵した。

「できました！」

　冷蔵庫の中にターキーとサラダが入っており、それを使って手早くサンドイッチが完成した。




　食事を済ませると、時刻はもう五時を回っていた。そこで栞南は荷物の整理をしていないことを思い出す。

　ここを出るのは六時半だという。

「荷物をまとめてきます。ちょっと待っててくださいね」

　栞南はリビングに蓮を残して部屋に行く。

「え……」

　栞南の持つ三泊四日用のスーツケースより大きなスーツケースが、並べて置いてある。おそらく一週間用のものだろう。

「買い物をした分が入らないだろう？」

　蓮がドアのところに立って、キョトンとしている栞南を笑う。高級ブランド店で買ってくれた服や化粧品のことだ。

　大きなスーツケースは栞南の好きなピンク色で、今持っているものより若干薄い色だった。

「羽田に着いてから自宅までハイヤーを手配してあるから、スーツケースがふたつあっても問題ないはずだ」

「ありがとう……レン」

「俺も出かける用意をしてくる」

　蓮が部屋を出ていくと、栞南はジーンズとブラウスに着替え、あとで羽織る用に厚手のカーディガンをベッドの上に置いた。

　残りの自分の荷物をスーツケースに詰め始める。元々荷物は少ないため、それほど時間はかからない。

　スーツケースにひとつひとつ詰めていくにつれて、気持ちが落ち込んでくる。

（香港へ行くための荷物を準備していたときが、遠い昔みたい。まさか香港で、愛する人と出会うなんて思いも寄らなかった……）

　また涙ぐんでしまい、手の甲で乱暴に拭いてから、化粧をして部屋を出た。

　ダイニングテーブルの席に座っている蓮はコーヒーを飲んでおり、有能なビジネスマンらしく、びしっとスーツを着ていた。

「泣くなよ。ブスになるだろ」

　栞南の気持ちを明るくさせようと、わざとからかう。

「ブスでもいいんですっ。涙が出てきて止まらないんですっ」

　蓮の顔を見るとまた涙が出てしまう。

　イスから立ち上がると、蓮はハンカチで栞南の涙を拭った。

「嘘だ。泣くとかわいすぎて手放せなくなりそうだから、もう泣くなよ」

　栞南の震える肩を胸に抱き寄せ、しばらくそのままで動かなかった。

　そこへ――。

「お邪魔でしたか？」

　ダニエルの声がして、栞南は飛び跳ねるようにして蓮から離れる。

「い、いいえ……」

　そう言いながらもうつむく。

「いつもながらにタイミングが悪い男だな」

「こんな光景も想像していましたが、時間なので」

　蓮は腕時計で時刻を確認する。ここを出発する予定時間を五分過ぎていた。

　栞南のスーツケースをダニエルが運ぶ。

　先に行ったダニエルのあとを追うと、エレベーターが行ってしまったばかりで彼はいなかった。

「一応、気を遣ったんだろうな」

　気を利かせたダニエルに蓮は苦笑いを浮かべた。

「ステキな方ですよね」

「また俺以外の男を褒めるんだな？」

「だ、だって、本当にそう思ったから……でも一番ステキなのは、レンだから……」

　恥ずかしがりながらの栞南の弁解に笑う。

「栞南の素直な気持ちが聞けてうれしいよ」

　エレベーターがやってきてふたりは乗り込み、一階のロビーに下りた。回転扉を抜けてエントランスを出ると、高級外車が待っていた。そばにダニエルが立っている。

　栞南と蓮が後部座席へ座ると、車は走りだした。栞南は振り返り、窓から離れていくタワーマンションを見る。

（離れがたい場所。天后廟にもう一度行っておけばよかった……）

「空港へ着くまで眠ったらどうだ？」

　視線を景色から蓮に向けて、首を横に振る。

「飛行機で眠れるから……」

　蓮の手に自分の手を乗せると、ぎゅっと握り返された。

　心地よい揺れと振動で、一睡もしていない栞南は眠くなるはずだが、そうならない。一種の興奮状態なのかもしれない。

（胸が痛い……このまま時間が止まってしまえばいいのに……）




　その思いも叶わぬまま、香港国際空港へ到着した。

　八時少し前に到着し、出発まで約四十分しかなかった。しかしファーストクラスの特権なのか、蓮のおかげなのか、簡単にチェックインできた。

　手荷物検査場の入口で栞南はふたりに向き直る。

「ダニエルさん……レン……ありがとうございました」

「お気をつけて」

　ダニエルは礼儀正しくお辞儀をする。

　蓮は栞南を引き寄せると抱きしめ、唇にキスをした。

「あまり連絡ができないかもしれないが――」

「はいっ！　大丈夫です！　レンは仕事をしに行くんですから」

　潤む目で泣かないよう精いっぱい微笑み、明るく返事をする。

「わかった。時間がない。早く行けよ。またな」

　蓮に軽く背中を押されて、手荷物検査の係員がいるところまで進むと振り返り、まだこちらを見ている蓮とダニエルに手を振った。

　蓮が軽く振り返す。涙を見せまいと大きく呼吸をして栞南は先へ進んだ。




　出国審査を経て搭乗口までやってくると、待ちかまえていたキャビンアテンダントの女性に前方の席へ案内される。

　座席がひとつひとつ個室のようになっていて、邪魔されることなく眠れそうだと思った。

　人生初のファーストクラスに感激する気力もなく、座席に座った栞南は窓の外を見ながら涙を堪えていた。










次第に募る不安




「当機はまもなく羽田空港に到着いたします――」

　少し前に目を覚まし、ぼんやりしていた頭に機内アナウンスが聞こえてきた。

（日本へ着いちゃうんだ……レンは……今頃空の上……しっかりしなきゃ！）

　メールや電話だってある。一週間経てば会いに来てくれるのだと思うことで、元気が少しずつ復活してきた。




　羽田空港の到着ロビーでは、【水野栞南様】と書かれたボードを掲げた男性が待っていた。

　ダニエルの手配が完璧なおかげで、すぐハイヤーに乗り込めた。

　江こう東とう区のマンションは、オーストラリアへワーキングホリデーに行っている優香と一緒に住むために、二部屋ある間取り。

　ワーキングホリデーに行ってしまうと知ったときに引っ越しを考えたが、優香の荷物があるし、慣れた場所になったのでそのまま住んでいる。

　優香はワーキングホリデーが終わったら必ず戻ってくると言っていた。家賃も今まで通り払ってもらっているから、引っ越しをしないほうが楽でもあった。

　蓮の豪華なタワーマンションに比べて貧相なエントランスに、ハイヤーが停まる。

　トランクからスーツケースをふたつ出したハイヤーの運転手は、丁寧にお辞儀をして去っていった。

　鍵を開けて部屋に入り、電池が切れたロボットのようにその場にペタンと座り込む。

「帰ってきちゃった……」

　ぐるっと自分の部屋を見ると、ここは香港じゃないと実感した。

　こうしてみると香港の出来事は夢だったような気がしてくる。

（長い長い夢……）

　でも、喉元に光るブルーダイヤが現実だったと教えてくれる。

「明日から仕事！　レンに会うためにもがんばらなきゃ！」

　ペンダントヘッドに触れながら自分に活を入れる。

（朝日奈 蓮は極上の男。彼の隣にいて恥ずかしくないような女性になりたい）




　翌日、栞南は朝から緊張していた。半月も休んでしまった会社へ行くのは、勇気がいる。

　港みなと区にあるオフィスビルに入り、受付カウンターを通ってエレベーターホールでエレベーターを待っていた。

「水野さん！」

　背後から声をかけられ振り返ると、二股男、引地孝太郎が立っていた。

　孝太郎は栞南の隣に並ぶと、心配そうな顔つきで見てくる。

「香港で急性盲腸だったんだって？」

「う、うん……」

「外国の病院で心細かっただろう？　もう身体は大丈夫なのか？」

　そこへエレベーターが到着し、乗り込むとまるで満員電車のように人が乗ってきて、奥へ押される。

　あろうことか栞南は孝太郎と向き合う形になってしまった。

　エレベーターには定員というものがあるから、身体がぴったり密着することはないが、居心地が悪くて、早く五階のフロアに着いてほしいと彼の肩を見つめながら思う。

「水野さん、まだ具合よくないんじゃないの？」

　黙っていたせいで誤解しているようだった。

　栞南をフッたときの態度は冷たいものだったのに、今日は妙に優しい。

「いいえ。大丈夫です」

　孝太郎の言動に戸惑いながら返事をする。

　そこで五階に到着し、息苦しかったエレベーターから降り、ホッとひと息つく。

「おはようございます」

　食品管理部のフロアには、課長と、二歳年上の女の先輩がすでに出勤していた。

「水野くん、おはよう。旅先で盲腸だなんて大変な目に遭ったね。ちゃんと診断書はもらったかい？」

　電話で事情を話した課長は、盲腸でないことをまだ聞いていないようだ。

　社長止まりになっているのだろうかと、課長にあいまいな笑みを向けて考える。

「水野さん、すっかりよくなったの？　なんとなくいつもと違う感じがするわ」

　女の勘というやつだろうか。先輩の鋭い指摘に内心驚いた。

「長くお休みしてしまい、ご迷惑をおかけしました。帰りがバタバタしてしまって、お土産を買ってこられなかったんです。すみません」

　会社へのお土産を買うのをすっかり忘れていたことを謝る。

　そこへ他の社員たちも出社してきていろいろと話しかけられたが、当たり障りのない話で済ませた。

　半月前の、蓮を知らなかった頃と同じ日常生活が戻ってきた。




　昼食の時間になり、同期である総務課の仲なか野の美み羽わにランチに誘われる。

「もうなんでも食べていいの？」

「え？　あ、うん……」

　オフィスを出てなにを食べようかと話していると美羽に聞かれ、一瞬戸惑う。

「昨日帰ってきたんでしょ？　和食にしようか。和食は久しぶりじゃないの？」

「そうだね。いつものところにしようよ」

　近くに個人経営の和食店がある。二階建ての古い民家で座席数が少ないせいか、いつも混んでいる。

「あら、栞南ちゃん。大変だったねえ～」

　店に入ると、常連の栞南におかみは真っ先に話しに来た。

　ここでも香港で盲腸になったと知られており、栞南は驚く。

「ごめん。私が話したの。栞南が最近来ないねって言われてさ」

「ううん。いいの」

　栞南は笑みを浮かべた。

（こうなったら美羽にも嘘を突き通すしかない。数日もすれば話題にする人もいなくなるだろうし）

「おばちゃん、銀むつの煮つけ定食ください！」

「はいよー。栞南ちゃん、銀むつ好きだねぇ」

　美羽も同じメニューを頼むと、おかみは別の客の席へ注文を取りに行った。

　温かいお茶を飲みながら待っている間に、栞南はバッグからスマホを取りだした。勤務中は見られないから、昼休みになるのが待ちきれなかった。

　でも蓮からのメールや着信はない。がっかりしてスマホをバッグにしまう。

「どうしたの？　元気ない？」

　栞南の口から、ため息が出ていたようだ。美羽に聞かれて不自然に首を横に振る。

「ううん。なんでもない」

「携帯見てため息なんて、なんか怪しーな。香港で彼氏できた？」

　美羽の鋭いつっこみに栞南の心臓がドキッと跳ねる。ごまかすようにお茶の入った湯呑みに手を伸ばす。

「できるわけないじゃん」

「そうだよね～。早く彼氏作りなよ。引地さんのことなんていつまでも引きずっちゃダメだからね」

「引きずってなんていないよ。もう吹っきれたから」

　二股をかけていた男のことを話題にしたくなかった。

　そこへ銀むつの煮つけ定食が運ばれてきて、会話が中断してホッとした。




　昼食を食べ終え、オフィスに戻ったのは十三時少し前。

　そして就業時間が終わりに近づいたとき、課長がやってきた。

「水野さん。明日、冨ふ士じ田た食品の生産状況を確認してくれないか。このファイルの全品目ね」

　書類ファイルをデスクの上に置くと、返事を聞かないまま戻っていく。

「冨士田食品さん、納品がルーズなのよね。さてと、帰りましょう。月曜から残業したくないわ」

　前に座る先輩は、デスクの上に散らばったペンなどを片づけ始める。

　栞南がいない間、しっかりサポートされていて仕事が溜まっていたわけではないが、目がしばしばして疲れを感じていた。

　いつの間にか定時になっていて、栞南はイスの背に身体を預けた。

（遊びすぎて疲れちゃっているなんてね）

　支度を済ませて、目薬を買って帰ろうなどと考えながらフロアを出た。

　エレベーターに乗り込むと、すぐにバッグからスマホを取りだして、蓮からの連絡を確認する。

（あった……！）

　メールが入っていた。その場で飛び上がりたいのを堪えて開封してみる。

【会いたい】

（えっ……）

　たったひとことのメールに、栞南の目は点になる。

　会いたいのひとことだけ。でも蓮らしくてクスッと笑みを漏らす。

　電話をかけて声を聞きたかったが、メールが入っていたのは一時間も前。スマホでロンドンの時間を調べてみると、現在の時刻は十時三十分。おそらく仕事中で出られないだろう。

【私も会いたいです。会社のほうは問題なく仕事をしています】

　それだけ打って返信した。

（返事を期待してはいけない。レンは仕事中なんだから。頻繁に連絡を取るような人じゃないと思うし……）

　そう割りきっていても、蓮の声が聞きたいし、顔が見たい。

　だけど一週間で来てくれると約束してくれたのだ。日曜日を楽しみに仕事をがんばれそうだった。




　翌日は昨日と違って、気を楽にして仕事に出かけられた。

　昨日は誰もが旅先での盲腸を話題にしてきたので、ボロが出ないか、内心ひやひやしていた。

　孝太郎が常務の娘と婚約したときも、昨日みたいな気持ちだったなと思い出す。あのときは話題が話題だっただけに、しばらく出社するのが苦痛だった。

　エレベーターホールでエレベーターを待っていると、後ろから「おはよう」と声をかけられた。振り向かなくてもその声が孝太郎のものだとわかる。

　聞こえないふりをすることもできたが、隣に並んだ孝太郎に「おはようございます」と挨拶した。

「水野さん。今日の夜、時間ある？」

　突然、孝太郎に聞かれて、なんの誘いなんだろうと目を丸くさせる。

「ご、誤解するなよな。君に男を紹介してやろうかと」

　栞南の表情を見た孝太郎は、慌てて唇を尖らせて言い訳する。

「別に紹介してくれなくてもいいです！」

　まわりにエレベーターを待つ人が集まってきたので、小さい声で言いきると、ドアが開いたエレベーターに乗り込んだ。

（元カノに男性を紹介するってなんなのっ。本当に無神経な男なんだから）

　少し離れたところに立つ孝太郎の後ろ姿を、五階フロアに到着するまで睨んでいた。

「おはようございます」

　すでに出社している社員に誰ともなく挨拶をして、自分のデスクに向かう。

　昨日、課長に頼まれた冨士田食品関連の仕事にすぐ取りかかる。

　忙しくしていたほうが、蓮を恋しく思い出さなくて済んだ。




　その日の夜、美羽に飲みに行こうと誘われて会社近くの居酒屋へ行くと、にぎやかな七人ほどの同じ会社のグループがいた。

　その中に孝太郎もいて、栞南は回れ右をして引き返したくなる。今朝、男を紹介してやると誘われたが、栞南が断ったのでこちらに参加したのだろう。

　ポツポツと空いていたふたつの席のうち、美羽は孝太郎が来ているのに気づかなかったのか、同じ総務課の先輩に手招きをされた席のほうに先に座ってしまった。

　残るひとつの席の隣にいるのは、営業課の今いま田だ主任と孝太郎だ。仕方なく栞南はその席に向かった。

「お！　水野くん、大変だったんだってね」

　この中で一番年上で妻帯者の今田主任が、栞南の顔を見て声をかける。すでにビールを飲んでいて顔が赤らんでいた。

「今田主任、お疲れさまです」

　彼は気軽に話ができる人なので緊張しないでいいが、反対側の隣は孝太郎。しかし他に空いている席はない。

　コートをイスの背もたれにかけてから、ふたりの間の席に腰を下ろした。

「水野さん、なに飲む？　生？」

「あ、グレープフルーツサワーをお願いします」

　今田主任が話しかけてくれるから、隣に孝太郎がいてもそれほど気詰まりではない。

「水野さん、雰囲気変わったね」

「えっ？」

　運ばれてきたグレープフルーツサワーを飲もうとした栞南は、キョトンとした顔を今田主任に向ける。

「彼氏ができただろう？　色気が出てきた」

「そ、そんなことないです」

　脳裏に蓮の顔が思い出されて、とっさに否定したものの、どもってしまった。

　昨日も同じ部署の先輩に『なんとなくいつもと違う感じがする』と言われ、そんなに自分は変わったのだろうかと首を傾げてしまう。

（恋をしているからかな……）

「怪しいな～。彼氏ぐらいいるって言えばいいだろう？　それとも秘密の関係とか？」

「今田主任～。秘密の関係って、どんな関係なんですかー？」

　栞南より一年早く入社している総務課の林はやし 未み来くが栞南の前に座っており、会話に入ってきた。

「秘密の関係っていったら、不倫だろ。それも相手は高価なネックレスを買ってあげられるリッチな男」

　今田主任が、呆気に取られる栞南の喉元を見てにやりと笑った。未来も今田主任にならって、栞南の首のあたりをまじまじと見る。

　栞南はハッとして自分の喉元に手を伸ばした。蓮からプレゼントされたブルーダイヤのネックレスだ。

「これは自分で買ったんです」

　彼氏がいると話してしまえばよかったのだろうが、余計な詮索をされたくなくて、そう言っていた。

「ステキなサファイアね」

　未来は以前の栞南と同じで、ブルーダイヤをサファイアだと勘違いしている。

　それはそれでいいと思い、栞南はあいまいに頷いた。

「本当に自分で買ったのか？　雰囲気も大人っぽくなった気がするから、彼氏ができたんだと思ったよ」

「本当です。ボーナスで、自分のご褒ほう美びにって買ったんですよ。アクセサリーが欲しくなっちゃって」

　そう言い訳しながらも、隣に座る孝太郎に、彼氏からもらったと聞こえるように話せばよかったかな、と頭の片隅で考える。

『私、そんなに魅力がない女だったのかなって……いろいろ詳しく聞きたいし、ふざけるな、バカ野郎！って、ののしりたい』

　ふと蓮に酔いながら話したことを思い出してしまった。

（あのときの私は、孝太郎を見返してやりたいって思っていたんだよね）

　蓮のことを考えてしまい、小さくため息をつく。

　あれからメールも電話もない。

　栞南は仕事の邪魔にならないようにメールを送るが、返事がないのだ。

（ひとことだけでも送ってくれればいいのにな……）

　でも、約束の日曜日はあと五回寝ればやってくる。

（指折り数えているなんて子供みたいだけど、そうでもしなければ寂しくて、落ち着かなくて、仕方ないよ）

　孝太郎とは話したくなかったが、ときどき話題を振られて話さざるを得ない。

　でも以前よりごく普通に話せるのは、蓮という恋人ができたからに違いない。




　明日も仕事があるということで、早々と解散になった。

　まだお腹が空いている者はラーメン屋へ向かったが、栞南は蓮から連絡があったらと思うと気が気でなく、帰ることにした。

　しかし駅に向かいながら、ラーメン屋へ行けばよかったと後悔した。自宅が同じ方向の孝太郎が、気づくと隣を歩いていたからだ。

「水野さん」

「な、なんですか？」

　ずっと黙っていた孝太郎が口を開いて、栞南は身がまえるようにして彼を見る。

「あのさ、そうやっていかにも彼氏ができたオーラ出しといて、でも口では『いません』って言うのやめたほうがいいよ。なんか見苦しい」

　唐突になにを言うのかと、驚きすぎて絶句する。

「もしかして、俺を見返してやりたいって思ってる？」

「なにを言ってるの？　見返してやりたいと思ったらどうなの？　自分勝手なことばかり言わないで！」

「だからさ、小細工してみんなに彼氏ができたと思わせる雰囲気を出すなってことだよ。いないくせに」

「言ってる意味わかんないっ！」

　立ち止まって最低な男を睨みつける栞南に、孝太郎はうすら笑いを浮かべていた。

「昨日のエレベーターで、ドキドキしただろ？」

「昨日のエレベーター？」

　混雑して、孝太郎と身体が密着しそうになったときのことを言っているようだ。

「めちゃくちゃ顔赤かったぜ。まだ俺のことが好きなのか？　だからきれいになったアピールしてるのか？」

「そんなわけないでしょ！　絶対にないから！」

　栞南は孝太郎と深い関係にならずによかった、と心から思った。

「強がるなよ。俺が梨花と結婚するから、惨めに思われないようにがんばってんだろ？　そんなのやめろよ。余計惨めに見える」

「ペラペラと勝手なこと言わないでよ！　彼氏は本当にいるんだから！」

「見栄はいいから。じゃあな。これから梨花のマンションへ行くから」

　孝太郎はバカにしたような笑いのまま、手を振って地下鉄の乗り場のほうへ去っていった。

「なんなのよっ！」

　結局、孝太郎に信じてもらえずモヤモヤだけが残り、地団太を踏みたかった。

（あんな性格だったなんて……別れたときもひどいと思ったけれど、今日はそれに輪をかけて彼がひどい男だとわかった）

　ピューッと吹きつける風が頬に当たり、ぶるっと身体を震わせる。

（早く帰ろう……）




　暖房の効いた電車の中に入ると、バッグからスマホを取りだした。

　蓮からの連絡を期待して見てみるが、なにも来ていなかった。

（今日も連絡なしか……どうしたんだろう……）

　もしかしてデートで忙しかったりする？と、バカなことを考えてしまうが、あれほど愛してくれていた蓮を信じる気持ちが大きい。

　ポジティブに、明日は蓮から連絡があると心に言い聞かせて、スマホをバッグの中にしまった。




　だが、自宅に戻ってからやっぱり声が聞きたいと思い、蓮に電話をかけるが留守番電話だった。

「時間が空いたら……何時でもいいから声が聞きたいです」とメッセージを残して切った。

　電話をかけるとき、栞南の心臓はドキドキしていた。通話にならず、伝言を残している最中も心臓が暴れた。電話を切ったあとも胸の鼓動は激しく高鳴っていた。

　まさしく恋する乙女のようで、こんなに人を好きになったのは初めてだ。

　蓮からの電話を心待ちにして、お風呂に入っているときも、寝るときも、そばにスマホを置いていた。










別れの電話




　翌日、目覚まし時計の音で目が覚めた瞬間、栞南はハッと身体を起こし枕元のスマホを見た。昨晩、スマホを触りながら寝落ちしてしまっていたようだ。

　画面を見てから、ガクッと肩を落とす。蓮からの着信やメールはなかった。

「きっと忙しいんだよね」

　そう理由づけるが、さらに数日が経ち、土曜日になるとさすがに、蓮からの連絡がないのがどんどん心配になっていく。

　明日は蓮が約束してくれた日。一週間で会いに行くと言っていた。

　突然現れてびっくりさせようとしているのか……不安に駆られながらも約束の日を待ち望んでいた。




　そして待望の日曜日だが、蓮からはなんの連絡もない。朝起きたときからスマホと睨めっこだ。

　最初の留守番電話から何度、蓮のスマホに伝言を残しただろうか。

（私とのことは遊びだったのかな……）

　そう思い始めていた。しかし、心の片隅で蓮を信じる自分もいる。

　なにかあって連絡ができない事態に陥っているのかも、と思うと不安になり、部屋でじっとしていられなくなる。

　暗い部屋に明かりがポッと点く。栞南がスマホで時間を確認した明かりだ。時刻は十七時を過ぎていた。

　太陽が落ち、部屋が暗くなっていたことにも気づかないくらい気持ちが沈んでいた。

『たった一週間……そうしたらまた会えるんですよね？』

『ああ。会える。約束だ』

　蓮との会話が思い出され、とうとう涙が溢れて止まらなくなる。

　ときどきしゃくり上げる栞南の声以外の音はなく、シーンと静まり返る部屋に、突然インターホンが鳴った。

「レンっ!?」

　栞南は涙を手の甲で拭きながら玄関に駆け寄る。

（約束を守ってくれたんだ！）

　蓮ならサプライズもあり得る、と期待感を持って、インターホンの画面を確認せずに玄関のドアを開けた。

　次の瞬間、違うとわかり、打ちのめされたようにふらっと足元がもつれる。

「栞南～！」

　目の前に立っていたのは、オーストラリアにワーキングホリデー中のルームメイト、三橋優香だった。優香は親友の姿を見ると、両手を広げて抱きついた。

「優……香……」

「会いたかったよー」

　栞南も会いたくなかったわけではない。しかし、蓮が玄関の向こうにいると思っていた。現れたのが違う人とあって、ショックでその場に座り込みそうなくらい足が震えた。

「栞南？　どうかした？」

　一緒に喜んでくれない栞南の身体を離すと、優香はじっと顔を見た。

「あああっ……う……も……ぅ……ダメ……」

　頼る腕がなくなった栞南はしゃがみ込み、子供のように泣きじゃくる。

「いったいどうしたの？　ねえ、栞南？」

　優香は親友の様子に驚き、栞南と同じようにしゃがむと、肩を揺する。

「なにがダメなの？」

　栞南を立たせると支えながら部屋に入り、キッチンスツールに座らせた。号泣という言葉がぴったりな栞南の顔にティッシュを当てる優香は、眉根を寄せ困った様子だ。

「どうしたの？　泣いているばかりじゃわからないよ。話してくれないと」

「うっく……ゆぅ……ううっ……」

　しばらく言葉が出てこない栞南だった。ようやく話ができるようになったのはずいぶん経ってから。

「……ごめんね……帰国したばかりなのに……」

「ううん。栞南のこんな姿見るの、初めてだったからびっくりしたけど。なにがあったの？」

　オーストラリアで日に焼けた小麦色の顔は心配げだ。

　胸が潰れそうなほど痛い栞南は、香港での出来事と蓮を愛したことを優香にぽつりぽつりと話し始めた。

　話している間は香港でのことが思い出されて少しだけ幸せを感じたが、蓮のこととなると涙が堪えられず、やっとの説明だった。

「……すごいことがあったんだね。まるで映画みたい」

　栞南から話をすべて聞いた優香の口から、深いため息が漏れる。

「……うん。本当、あり得ない話で……」

　栞南は優香が淹いれてくれたホットチョコレートから出る湯気を見つめる。

「でもさ、そのレンって人、栞南を弄んだだけじゃないのかな」

「優香っ！」

　親友の言葉に驚いて目を見張る。

「ごめん。ひどいことは言いたくないけど、栞南を日本へ帰せて、せいせいしていると思うよ。そうじゃなかったら連絡くれるはずじゃん？」

「……そうなのかな……でも、『会いたい』ってメールくれたんだよ？」

　蓮のことを悪く思いたくない栞南は必死だ。

「リップサービスだよ。栞南のバージンおいしくもらっちゃったわけだし。連絡くれない男のことで泣くなんてもったいないよ。忘れちゃいな」

「そんなっ！　……忘れられないよ……」

　優香が正しいのだろうか……そう思いながらも栞南は蓮を信じたい。遊びだったと考えたくなくてうなだれた。

「騙されたんだよ。早く忘れたほうがいいって」

「騙されたんじゃないよ！」

　親友の言葉に強く反論して、首を左右に振った。

「言ってるそばからそんなことを！　騙されたんだよ。栞南は騙されやすいの。考えてもみなよ。会社の男、孝太郎だっけ？　二股かけられたし、星野 彩にも香港で騙されて危ない目に遭ったんじゃん」

　強く言う優香に苛いら立だちが増してきて、ガタンと乱暴にキッチンスツールから立つ。

「もう寝る！　おやすみ！」

　テーブルの上のスマホを鷲掴みにすると、呆気に取られる優香を残し自室へ戻った。

（優香の言っていることが正しいの？　だから……こんなに苛立つの……？）

　ベッドにドスンと腰を下ろして、しばらくの間頭を抱えた。

「優香に悪いことしちゃった……帰国した日に……」

　ぽつりと呟き、ハッとする。日本へ帰ってくるなどメールでも知らされていない。なぜ突然優香は帰ってきたのだろうか。

　気になり始めて、おそるおそるドアを開けてみると、ダイニングキッチンからラーメンのおいしそうな匂いが漂ってきた。

　箸を用意していた優香は、栞南が部屋から出てきたのを見てごまかすような笑顔になる。

「ごめん、お腹空いたからラーメン作っちゃった」

　栞南が部屋に入ってしまってから、優香は近くのコンビニへ行きインスタントラーメンを買ってきたのだ。見てみると大きいほうの鍋を使っている。何個作っているのかとガスレンジに近づくと、やはり二袋作ったみたいだ。

「栞南も一緒に食べよう？」

「うん。今日はなにも食べてないんだった。他に食べられるもの、あるかな」

　栞南は冷蔵庫を覗き、昨日作ったマカロニサラダを出してテーブルの上に置いた。

　ラーメンもでき上がり、優香は鍋ごとテーブルに出すとイスに座る。栞南も席に着くと、口を開いた。

「優香、突然帰ってきたのはなにか理由があるの？」

　小どんぶりにラーメンを入れて食べようとしていた優香の手が止まる。うつむいた彼女はじっとしたまま動かない。

「優香？」

　栞南は優香の手から箸を取り上げて、顔を覗き込む。

「私もさ～、男に騙されて捨てられちゃったんだ」

「ええっ!?」

　はははっと笑う優香の瞳に、うっすら涙が見えた。

「食べようよ。ラーメン伸びちゃう。食べながら話すから」

　優香は栞南に食べるよう勧めて、自分もラーメンをすする。栞南はその姿が切なくて、気づけばまた泣いていた。

「栞南、まったく涙もろいんだからっ。私は飛行機の中で吹っきったからね。栞南もそんなひどい男なんて早く吹っきるんだよ」

　栞南はラーメンを口にしながら、涙を拭こうと目をこする。

（私はそんなに簡単に吹っきれないよ……まだ期待してしまっている……）

「マカロニサラダ、おいしいよ。栞南が作ったマカロニサラダ、向こうで食べたかったんだ」

　ラーメンとマカロニサラダを頬張る優香は吹っきれたと言うが、空元気に見える。

「どんな人だった？」

　美人なのに今まで恋人がいなかった優香が好きになったのが、どんな相手だったのか知りたくて聞いていた。

「オーストラリアの人で、私がアルバイトをしたカフェの店長だったの。めちゃくちゃ背が高くて、マッチョで、イケメンだったよ。年は三十五歳で独身だと思っていたんだけど、何度も寝たあとに奥さんがいたことがわかってさ。それでジ・エンド」

　明るく、いかにも気にしていないような口調で優香は栞南に話した。

（優香、聞いているほうがつらいよ……私はまだ泣かないで話すことなんてできない。いつか普通に言えるようになるのかな……）

　やっぱり食欲が湧かない栞南だった。




　いつもと変わらない生活が始まった。優香はもうオーストラリアには戻らないようで、就職活動をすると張りきっている。

　栞南は蓮のことが忘れられず、連絡があるのをひたすら待っていた。だが、音沙汰がない日々が続き、一ヵ月もすると、次第にあの出来事は夢だったのだと自分に言い聞かせるようになっていた。

　そんな金曜日の夜。

　スーパーで食材を買って帰宅し、親子丼の簡単な夕食を作り終えて、イスに座って食べ始めた。

　まだ優香は帰ってきておらず、ひとり寂しい夕食だ。

　会社の同僚や先輩たちに、食事や飲みに誘われれば行くこともあるが、蓮のことで沈んでいる栞南はにぎやかなみんなの輪に入っていけなかった。

　今もまだ栞南の頭の中は蓮で埋めつくされている。

　静かな部屋が苦痛でテレビを点けたが、すぐに点けなければよかったと後悔した。

　聞こえてきたのは『きれーい』という言葉で、芸能人が案内する香港ツアーの番組だった。

　ヴィクトリア・ハーバーの夜景を見ると、超高級ホテルで蓮が食事をごちそうしてくれたことを思い出してしまう。美しい夜景はまだ鮮明に脳裏に焼きついている。

（どうしよう……無性にレンに会いたくなっちゃった……）

　衝動的にスマホをバッグから取りだすと、蓮に電話をかける。いつも通り呼びだし音が鳴り、留守番電話に変わった。

　なにか言おうとためらったのち、言葉を発することができずに切った。

　気を紛らわせたくて親子丼を箸ですくって口に入れると、涙でしょっぱかった。

　重い気分のまま半分ほど食べて、『ごちそうさま』を言おうとしたとき、テーブルに置いたスマホに見知らぬ番号から着信があった。

「誰だろう……間違い電話かな」

　そう口にしながら、電話に出てみた。

「もし……もし……？」

『栞南』

「えっ？」

　その声はまぎれもなく蓮だった。

「レンっ!?　レンだよね!?」

　スマホを持つ手が震えて落としそうだ。

『一度しか言わない。俺たちは終わりだ』

　拉致されたときよりも蓮の声は冷たく、別人のように感じた。

「私たちは終わり？　どう……して……？　どうしてそんなことを言うのっ!?　なにかあったんでしょう!?」

『新しい恋人ができたんだ。お前をもう愛していない』

　栞南は愕然となり、声が出ない。

　今にも電話を切られそうなのに、なにを言っていいのかわからなくなる。

「レンっ！　お願い。ちゃんと話して！　説明して！」

『お前は捨てられたんだ。別の男を探せよ』

「レン！　レン！　レン!?」

　蓮の言葉を受け止められなくて、名前を連呼することしかできない。

『ミズノさん』

　ダニエルだった。蓮からダニエルに代わったのだ。

「どういうことなんですか？　レンは？　どうしてレンからあんな電話が――」

『なにか欲しいものがあったら言ってください。もしくは小切手でも』

　ダニエルのきっぱりした声が栞南の疑問を遮る。

「なにを――」

『もう二度と会わないので、後腐れないように誠意を見せるそうです』

「そんなっ！　なんでひどいことを言うの？　どうして今なの？　一ヵ月も経ってから、なんで？　レンはそこにいるんですよね？　代わってください！」

　ダニエルの言葉が腑ふに落ちなくて強く言う。

『おられますが、話したくないと。ご希望のものを考えておいてください。こちらから連絡しますので』

「あ！　待って！　待っ――」

　一方的に電話が切られて、スマホを見つめたまま放心状態になった。

「どう……して……」

　頬を伝わりテーブルに落ちる涙。

（どうして……私はお金目当てじゃない！）

　口もききたくないほど蓮に嫌われたのだろうか。今の栞南の脳裏には、蓮との楽しい思い出が浮かんでいた。

（私はあの場限りの女だったの……？）

　優香に言われた通りになってしまった。自分は騙され、捨てられたのだ。




　それからどのくらい経っただろうか。なにも手につかないまま呆然としている栞南の耳に、なにかが鳴る音が聞こえてきた。

　音のするほうへゆっくり頭を動かすと、床に放置したスマホが鳴っていた。

（今は誰とも話したくない）

　無視しようとしたとき、着信の番号が先ほどのものだと気づく。

　慌てて立ち上がると、転がるスマホを拾って電話に出た。

「も、もしもし！」

　思わず声がうわずる。

『私です』

　先ほど冷たく電話を切ったダニエルだった。蓮じゃなくてがっかりする。

「ダニエルさん……まだ言い忘れたことが？」

『もう一度、念を押そうと思いまして』

「念って……」

　確認のために再び電話をしてくるダニエルに苛立つと共に、まだ話せることに安堵した。

「レンと代わってください！」

　栞南は先ほどの話に納得していない。

『いいえ。今ここにはおられません』

「レンに好きな人ができたんですか？　だからっ……」

　新たな恋人を想像してしまうと、続きの言葉が出てこなくなる。

『ショックでしょうが……そうです。蓮様に惹かれる女性はうんざりするほどいますから。蓮様の恋人になった女性も数えられないほどですよ』

　栞南もそのうちのひとりだったと言われたようで、頭をガツンと殴られたような衝撃を感じた。

（レンに恋人が……私はたくさんいた女性のひとり……）

　手だけではなく足も震えてきて、立っていられなくなる。へなへなと腰が抜けたようにその場に座り込んだ。

『蓮様は今の女性を、ミズノさんのときのように溺愛なさっていますよ』

「どうしてそんなことを言うんですか？」

　いつになく挑戦的に聞いていた。

『きっぱり蓮様をあきらめていただきたいからです』

　冷たい口調で、ダニエルは栞南に告げる。

（ダニエルさんは意地悪だ……）

「きっぱりあきらめるなんてできません。レンと話をさせてください！」

　蓮ともう一度話をしたい一心で頼む。まるで自分が追いすがっているようで恥ずかしいが、このまま終わるのは嫌だった。

『無理ですね。どうしても話したいというのならここへ来て、ご自分の目で確かめてください』

「ここへって、あのタワーマンションにですか？」

『ええ。そうです』

「明日行きますから！　レンにいるように言ってくださいっ！」

　ダニエルの返事を待たずに電話を切った。

（香港へ行かなきゃ。行ってレンとちゃんと話をしないと）

　蓮に会いに行くことを決心して自室に行くと、パソコンに向かった。

　翌日の十時五十分発の香港行きがあった。香港到着は現地時間の十四時過ぎ。それが一番早い便だった。

　チケットを予約し終えると、大きめの手提げバッグに荷物を用意する。

　パスポートをショルダーバッグの中に入れて準備は終わった。

　蓮のことを考えると胸が痛くなる。

（早く明日になってほしい……）




　その晩、蓮を思って栞南はほとんど眠れなかった。空が白み始めると、横になっていられずジーンズとセーターに着替えた。

　寝不足で顔色は冴えず、ごまかすように化粧を済ませる。

　キッチンへ行ってポットに水を入れた。それから優香の部屋に足を向ける。そっとドアを開けてベッドを見ると、いるはずの彼女の姿はなかった。

「優香、帰っていなかったんだ」

　ドアを閉めて、キッチンに戻るとちょうどお湯が沸いた。カップにインスタントコーヒーとお湯を入れたとき、玄関の鍵が小さく開く音がした。

　ドアを静かに開けて優香が入ってくる。

「きゃっ！　びっくりした！」

　玄関のすぐ横のキッチンに立っている栞南を見て、優香はびっくりして目をぱちくりさせた。

「おかえり」

「ただいま。土曜日なのに早いじゃん。眠れなかったの？」

　パンプスを脱いで栞南に近づく。

「あれ？　お化粧もしてる。どうしたの？」

　栞南の顔を眠そうな目でまじまじと見て首を傾げた。

「これから香港へ行ってくる」

「ええっ!?　急にどうしたの!?」

　眠そうだった目が大きく見開いたが、すぐに眉根を寄せる。

「今さら会いたいって連絡があったの？　それとも無駄なことをしに行くの？」

「連絡があったの。だけど会いたいなんて言われてないよ」

　笑って話せる状態ではなく、栞南の表情は暗い。優香はそこを鋭く把握した。

「別れようって？」

「……うん。でも会いたいの」

「別れようって言われたのに香港まで行くの!?　バカじゃないのっ」

「レンに会いたい。このまま二度と会わないなんてできない！　行かなかったらもう二度と会えないんだよ？」

　栞南はきっぱり言った。その瞳を見て優香は「ふう……」とため息をつく。

「それほど言うなら仕方ないね。栞南の気が済むなら。私が一緒に行ければ相手を殴っているところだけど……いってらっしゃい」

　大事な親友をここまで好きにさせた男に興味はあったが、一緒には行けない。心配だが栞南を送りだすことにした。

「うん！　がんばってくるね！」

　優香の言葉に後押しされて、栞南に少し明るい笑みが戻る。

　しばらくしてから栞南は優香に玄関で見送られて、羽田空港に向かった。







第六章










再び香港へ




　数時間後、香港の九龍駅に栞南は到着した。晴れていたが少し肌寒い。

（この国へ来るとホッとするのはなぜだろう）

　各国に独特の匂いや空気があり、合う、合わない、好き、嫌いもあるが、栞南の場合は愛している人がここにいるせいだろうか。

　バッグからスマホを取りだし、ダニエルに電話をかける。だが、呼びだし音は鳴るものの、いっこうに出ない。

「出ないか……直接タワーマンションへ行こう」

　電話を切って、地下鉄で香港島の中環駅に向かった。

　タワーマンションの所在地はレパルス・ベイ。中環のバスターミナルからバスに乗って三十分ほどのところだ。

　もうすぐ蓮に会えると思うと、うれしさと不安で胸の高鳴りは止まることを知らず、ずっと暴れていた。




　電車に乗り、あと少しで中環駅というところで、手に持っていたスマホが震えた。ハッとして着信の相手を見るとダニエルだった。まだ車内にいるから出るわけにはいかない。振動するスマホを見つめながら、切れないでと強く思う。

　電車が中環駅のホームに滑り込んだとき、栞南の願いもむなしくスマホの振動が止まってしまった。

（切れちゃった……タイミング悪いよ……）

　電車を降りると、近くで大きなイベントでもあるのか、改札へ向かう溢れそうな人たちで自然と歩かされてしまう。ようやく通行人の波からそれて壁際で足を止めることができ、すぐにダニエルに電話をかける。

　二コールでダニエルが応答した。

「もしもし、栞南です」

『はい』

「今からバスに乗って行きますから！」

　それだけ伝えると、電話を切った。




　電話を切られたダニエルは微かに笑みを漏らす。その微妙な笑い声が、少し離れたソファに座る蓮に聞こえたようだ。

「なにがおかしい？　今の電話は？　……まさか!?」

　ダニエルが日本語で『はい』と出る相手は日本人。つまり栞南しかいない。

　蓮はダニエルがいるほうへ鋭い視線を向ける。

「はい。ミズノさんです。これから来られるそうですよ」

「お前っ！　なにを言ってるんだ!?」

　昨晩、二度と会わないつもりで別れを伝えたのだ。

（なぜ栞南がここへ来る？　別れ話をしたというのに……）

　だがすぐに思い直す。栞南だったら、理由を聞きに来るはずだと。

　蓮の顔が苦痛に歪む。

「どうしてもお話がしたいそうです。そうしたほうがいいですよ。彼女のためにも」

「俺に……会えと言うのか？」

「はい。彼女と直接話して別れてあげてください。やはり、電話だけというのはよくありません」

「……わかった」

　蓮が栞南と会うことを了承し、ダニエルは内心ホッとした。

「なにか飲み物は？」

「スコッチをくれ」

「蓮様、まだ昼間ですし、お酒は身体に――」

「酔って醜しゅう態たいは見せないから、くれないか」

　蓮はソファの肘かけに腕を置き、憂いのある顔を窓のほうへ背けた。

（くそっ……）

　栞南に会えば強い決心が揺らぐ。揺らげば彼女を縛ることになる。

　ポケットからスマホを取りだすと、「ソフィアに電話」と口にした。

「蓮様、なにを！」

　スコッチの入ったグラスを持ってきたダニエルは、広東語で電話をしている蓮に絶句する。

「ソフィア、悪いがすぐに来てくれないか」

『今、外に出てるの。四十分で行くわ』

「それでいい」

　話し終えた蓮はダニエルに手を差しだしてスコッチを受け取り、代わりにスマホを渡した。

「そういう誤解をさせるのはよくありませんよ」

　スマホを受け取ったダニエルは渋い顔で忠告する。

「ならばいいアイデアを考えろよ」

「すべてを話してしまうのが一番です」

　蓮は眉間に深く皺を寄せると、グッとスコッチを飲み干した。グラスが空くと、足りないとばかりにダニエルに差しだす。ダニエルは首を左右に振りながらグラスを受け取り、バーカウンターへ戻っていった。




　その頃、栞南はバスターミナルからバスに乗り、窓の外を見ていた。ときどき海が見える。懐かしい景色だった。

　蓮のいるタワーマンションまであと十分ほどだ。心臓がドクンドクンと暴れていて、痛いくらいだった。バッグを握る手のひらはじっとりと汗ばみ、震えている。

　その自分の手を見ていると、タワーマンションへ行くのをやめようかと思い始めてきた。

（こんなところまで来て話をしたがる女なんて……）

　香港まで来て、栞南の気持ちが初めて揺らいだ。

（でも、ここまで来たんだからレンに会わなきゃ）

　口元をぎゅっと引きしめる。

　バスがレパルス・ベイの停留所で停まり、栞南は降りた。地面に着いた足は震えている。

　もしかしたら停留所で蓮が待っていてくれるかもしれない、と淡い期待を持っていたが、その思いはすぐにシュンとしぼんだ。

　白い屋根のある停留所に蓮はいなかった。そこにいたのは、金髪の赤ちゃんを乗せたベビーカーを押すインド系の女性だけ。この近辺は上流階級が住む一帯だ。女性はお手伝いさんだと思われる。

　がっかりしながら栞南は歩き始めた。

　少ししてタワーマンションの出入口が見えてきた。そして右手には湾になったレパルス・ベイのビーチと、奥にちらりと見える天后廟の寺院屋根。

　これからのことに緊張している気持ちを落ち着けたくて、思わずそちらの方向へ足を向けたくなったが、グッと踏みとどまり、タワーマンションのほうに向かった。

　回転扉を抜けてその場で立ち止まる。目の前にダニエルが立っていた。

　蓮ではなくダニエルの姿に、気落ちするのを否めない。

　回転扉から姿を現した痩やせた栞南に、ダニエルは気の毒になった。一ヵ月間、連絡が取れずに心配していたのだろうと。

「ミズノさん」

「ダニエルさん……」

　先ほどの電話の強気な声とは別人のような、栞南の戸惑った声だ。

「どうぞ。こちらへ」

　栞南は警備員の脇を通り、ダニエルについていく。

　十二階でエレベーターを降りて先を歩くダニエルの後ろ姿を見つめながら、緊張で吐きそうだった。暴れる心臓も口から出てきそうだ。

　玄関のドアを開けたダニエルは振り返り、栞南に先に入るようジェスチャーをする。

　深呼吸した栞南は玄関へ足を踏み入れ、あとから入ったダニエルに先導されて部屋の中へ進んだ。

　まず目に入るのは、ボディーガードたちが座っていた革張りのソファ。その真ん中に大きな窓を背にした蓮がこちらを向いて座っているのを見て、ギクリと足が止まる。

「レン……」

　栞南の口からため息のような声が漏れた。

　蓮は暗めのサングラスをかけており、口元は不機嫌そうに歪めている。

「ミズノさん、どうぞこちらにおかけください」

　ダニエルが示したのは、蓮の対面にある背もたれのないソファだ。

　栞南は急に鉛でもついてしまったかのように重くなった足を動かし、示されたソファにまるで機械仕掛けの人形みたいに腰を下ろした。

「金をかけてわざわざ別れに来るとはな」

　冷たい声が部屋に響く。最初に出会った頃の蓮のようだ。

「メ、メールで会いたいと言ってくれたのに、どうして急に心変わりをしたのか知りたかったんです」

　取りつく島もない蓮に、がんばって落ち着こうとしていた栞南の第一声はうわずってしまった。

「好きな女ができたんだ」

　冷たく突き放すような声色だった。栞南は泣きださないよう大きく呼吸をする。

（こう言われるのはわかりきっていたこと。こんなことを言われに、ここまで来てしまった。私ってなんてバカなんだろう……会えば、抱きしめられてやっぱり好きだと言われると心のどこかで思っていた……。それでも……冷たい態度を取られてもレンを好きな気持ちは変わらない）

　栞南は最後に蓮の姿を目に焼きつけておこうと見つめた。

（頬が少し……痩せた？）

　そこへダニエルがコーヒーを運んできた。蓮の分はなく、栞南の前だけにカップが置かれる。

「どうぞお飲みください」

「い、いただきます」

　サングラス越しに蓮からずっと見つめられているようで、栞南は居心地の悪さを感じながらカップに手を伸ばした。

　震えて力が入らない指先のせいで、カップをぐらりと落としそうになってしまう。急いでソーサーに戻そうとしたが、ガシャンと陶器がぶつかる音と共に熱いコーヒーが手に飛び散る。

「あつっ！」

「大丈夫かっ!?」

　栞南の小さな悲鳴と同時に蓮が腰を浮かせたが、すぐにハッとして再びソファへ座った。

「相変わらずドジですね。こちらへいらしてください。少し冷やしましょう」

　笑いを含んだ口調でダニエルに言われて、栞南はキッチンへ行き、水で右手の甲を冷やされる。

　水流が当たる手を見ながら、今のことを振り返っていた。

（『大丈夫かっ!?』って、心配そうだったのはどうして？　私を好きじゃなくなったのならそんな言葉はかけないよね？）

　まだ蓮を好きだから、すがるような考えが出てきてしまうのだ。

　それを否定するように首を左右に振った。

「もう……大丈夫です」

　水を止めると、タオルが右手に当てられた。

「もう気が済みましたか？」

　ダニエルの問いには答えずに、ソファに座る蓮に近づいた。そこへインターホンが鳴り、ダニエルは玄関へ向かう。

　蓮のすぐ横に立った栞南は、整った彼の横顔を見つめる。

「レン、私がサングラス越しで話すのは嫌いだって知ってるよね？」

　蓮の顔に思いきって手を伸ばした。

　サングラスを無抵抗で外された蓮は、一瞬動揺する。

「私の目を見て、嫌いだって……言って」

　栞南はサングラスを持ったまま、横を向いて自分を見ようとしない蓮に言った。

　そこへ玄関から、明るい表情の美しい女性が姿を現した。デザイナーズブランドのスリムなジーンズとシンプルな白いシャツで、スタイルのよさが際立つ美人だ。

「レンっ！」

　その女性は蓮のそばで立ちつくす栞南にかまわず、彼に抱きついた。

「ソフィー、遅かったじゃないか」

　抱きつかれた蓮は優しい笑顔になり、彼女の頬にキスをする。

　まるでスローモーションの映像のように、一連の流れる動作を見ていた栞南は息が止まるほど驚いた。

　まさか、蓮の今の恋人に会うとは夢にも思っていなかった。

　じりじりと後退する栞南に、熱い抱擁を交わし終えたソフィアの目が向く。

「あら、あなたは……？」

　蓮の隣に腰を下ろしたソフィアは華奢な首を傾げる。

　蓮の腕はソフィアの腰を抱いており、その顔はまるで栞南がいないかのようにソフィアのほうを向いていた。

　栞南は手に持ったサングラスをテーブルの上に置くと、バッグを鷲掴みにして玄関へ向かう。

（もう無理なんだ……）

　失恋は決定的。

　涙を堪えながら部屋を出た。

　玄関のドアが閉まる音に、蓮の顔が苦痛に歪んだ。そのつらそうな顔を見たソフィアは大きくため息をつく。

「もうっ！　やってらんないわ！　いくら彼女のためだからって、こんなのよくないわよ！」

　彼女は腰に置かれた手を振りほどくと立ち上がった。

「レン！　私は利用されるのが大嫌いなの。いつだって私は利用するほうなんだから」

　目を閉じてなにかを堪えているような蓮に言い放つ。

「あなたには彼女が必要なのよ。ちゃんと話をしなさい。私が引き止めておくから」

　幼馴染みのソフィアには、蓮の栞南への思いが手に取るようにわかっている。

　一ヵ月前、ロンドンの警察から緊急連絡を受けたとき、すぐに飛んだのはソフィアで、それから今までずっと苦しむ蓮を見てきた。

「いい？　あなたが彼女と別れるのなら、私が彼女をいただいちゃうわよ」

「お前、なにを言ってるんだ!?」

「だって、私好みの子だったから。彼女にも選択させてあげなさいよ。本当、男って自分勝手。だから私は女の子が好きなのよ」

　ソフィアは考え込むような蓮を残し、急ぎ足で部屋を出て栞南を追った。

「ミズノさんがそっち方面に行くとは思いませんが、ミズ・ソフィアは強引ですからどうなるか読めませんね」

　ダニエルが追い打ちをかけるように蓮に言う。

『そっち方面』とは、レズビアンの世界のこと。ソフィアはレズビアンなのだ。

　以前、蓮に五カラットのダイヤモンドをオーダーしたのも女性の恋人に贈るためだった。現在もその彼女とうまくいっているようだが、栞南の守ってあげたくなる雰囲気は、男のようにさっぱりした性格のソフィアのツボかもしれない。

「くそっ！」

　蓮は苦々しげに苛立ちを吐くと、ソファから立ち上がった。




　タワーマンションを飛びだした栞南は、天后廟に向かっていた。

　まだ心の整理がつかず、蓮の近くから離れる決心ができなくて、バスの停留所に向かえなかった。

　ショッピングセンター内の一面ガラス張りのフィットネススタジオは誰もおらず、電気が消されていて中が暗い。そのため、惨めな自分の姿がガラスに映しだされ、目を背けた。

　隣のオープンテラスのカフェを足早に通り過ぎ、思い出のベンチのところまで来てようやく足が止まった。

　このベンチで蓮にビールをかけるいたずらをしたのが、昨日のことのように鮮明に思い出される。

　甘い甘い幸せな時間だった。

（あのとき、レンと一緒にイギリスへ行けば、こうならずに済んだ……？）

　愛する人ができたのなら、なにも考えずに一緒に行けばよかったのだと後悔する。そうしていれば、今も幸せに笑う自分がいたはずだと信じてしまう。

（でも、もうおしまい……）

　そのとき――。

「待って！」

　ベンチの前で立ちつくす栞南の耳に、女性の声が聞こえてきた。

「待って！　カンナさん！」

　右を向いた栞南は、高いヒールのパンプスで近づいてくる女性に目を留める。

「あなたは……」

　ようやく栞南のところまで来たソフィアは「はぁー」と息をついた。

「スニーカーだったのね。もう、このヒール、途中で投げ捨てようかと思ったわ」

　十センチはある真っ赤なヒールに苛立ちながら、ソフィアは駆けてきた。ようやくベンチの前でぼんやり立っている栞南を見つけてホッと安堵したのだ。タイミングよく来たバスに乗って行ってしまったのだろうか、と見つけるまで心配だった。

　流りゅう暢ちょうな日本語でユーモアたっぷりに話すソフィアに、栞南の眉根が微かに寄る。

（どうしてこの人は追ってきたの？）

　傷心の自分に追い打ちをかけに来たのかもしれない、と怪け訝げんそうな顔つきになる。

「そんな顔をしないで。敵を見るような目つきなんて、あなたには似合わないわよ」

「……なぜ？　どうして……？」

　同情を含んだような優しい笑顔を向けられて、戸惑う。

「レンのこと、私が説明するわ」

「もういいんです。美しいあなたに惹かれるのは――」

「だからっ、説明するって言ってるの！　あっちへ行きましょう」

　頑かたくなな栞南の言葉をソフィアは強引に遮った。

　中国人の観光客の団体がぞろぞろとこちらへ歩いてくるのが見えて、栞南の手を掴むと、砂浜に向かって歩きだした。

　栞南は呆気に取られ、引っ張られるまま歩みを進める。

　スニーカーの栞南は砂浜でも支障なく歩けるが、ソフィアは一歩踏みだすごとにヒールがズブズブと砂に埋まり、歩きづらそうだ。数歩歩いて赤いパンプスを脱ぎ、空いている片方の手で持った。

　水際まで行くと、石段に立ったままで話を聞くと言う栞南を強引に座らせた。そして隣にソフィアも腰かける。

「今から話すことはあなたにとって、とてもつらいことだから心して聞いてね。それから、言っておくけど私とレンはただの幼馴染みよ」

　最初にソフィアは念を押すように口にした。

「幼馴染み……？」

（それが本当なら、彼女は恋人ではないということ。だけど、どうしてレンは恋人だと思わせたの？）

「レンは……事故で視力を失ったの。わからなかった？　わからないわよね。知られないよう気をつけていたみたいだから」

　ソフィアの言葉に栞南は耳を疑った。今までそらしていた目を彼女に向けてまじまじと見つめる。

「今……なんて……？」

「オークション会場に自ら運転をして向かっていたレンの車の前に、女性が飛びだしてきたのよ」

「だから、なんてっ!?」

　自分の耳が信じられなくて金切り声になる。

「レンは目が見えないの」

「そんな……嘘っ！」

（全然わからなかった……）

「落ち着いて。本当のことよ。ちゃんと聞いてくれないと話せないわ」

　パニック一歩手前の栞南の肩に手を置き、ソフィアは厳しく言う。

「……話してください」

　ソフィアのしっかりした口調で、栞南は少し落ち着きを取り戻した。

「レンの車の前に飛びだしてきたのは、ジャスティン・ラウの恋人。それはあとでわかったことだけど。レンは彼女を避けて電信柱にぶつかったの。助手席にいたダニエルは軽傷で済んだけれど、レンは割れたフロントガラスのせいで失明したの」

「ジャスティン・ラウの恋人が……」

　自分を事件に巻き込んだ首謀者の名前は、忘れようにも忘れられない。

「レンは苦しんでいるの。あなたを手放すことが最善の選択だと思って。不自由な自分の存在であなたを縛りたくないのよ」

「勝手にそんなこと決めないで……」

　ソフィアは静かに聞いている栞南が今にも倒れそうで、気が気でなかった。しかしぽつりと呟くように言った姿から、思ったより強い女性のようだと感じた。

　栞南は泣きそうになりながらも、立ち上がった。

「話してくださってありがとうございました」

「どうするの？」

　立ち上がった栞南を心配そうな表情で仰ぎ見て、ソフィアは聞く。

「レンにもう一度会ってきます」

　栞南は頭を下げて、くるっと後ろを向いた。振り返った途端、泣かないようにしていた目を大きくさせ、息を呑んだ。

「レン……」

　二メートルほど離れたところに、蓮とダニエルが立っていた。ダニエルは蓮を支えておらず、今までの話は冗談だったのではないかと思ってしまうほどの凛り々りしい立ち姿だった。

（本当に見えていないの……？）

　自分と別れたくて嘘をついているのなら、そのほうがいいと考える。

（蓮の目が見えないだなんて、ひどすぎる……）

　担がれているのだと思いたい。そうであれば蓮の目は見えているのだから。

　そのとき、蓮が栞南のほうへ一歩踏みだし、名前を呼んだ。

「栞南？」

　おそるおそる栞南は蓮に近づく。その場はシーンと静まり返り、砂を踏む栞南のスニーカーの足音だけがやけに耳につく。

　蓮には砂を踏む音がありがたかった。栞南が近づいてくる証拠だ。

　ダニエルに「ミズノさんが近づいてきます」と耳打ちされ、その場で待った。

　ダニエルの支えなしに歩き、栞南の目の前でぶざまに転びたくない。家の中は転ばずに歩けるようになったが、外となるとまったくの無防備だ。

　今ではダニエルかトニーに付き添われないと、なにもできない。宝石の鑑定はおろか、食事をするときでさえ介助があってもぎこちない。

　蓮が今できるのは取引先との交渉ぐらいだったが、ダニエルとトニーのおかげで、会社の者でさえ蓮の視力が失われたことは知らなかった。

　砂を踏む音が途切れる。

「レン……」

　震える声で自分を呼ぶ栞南に、どちらにしても苦しませてしまった、と後悔する。

「栞南」

　次の瞬間、蓮は栞南に抱きしめられていた。

「ひどい、ひどいよ……教えてくれずに……誤解させるなんて……」

　栞南は泣きながら訴える。

　蓮にはその震える声から、泣きじゃくる栞南が目に浮かんだ。

　まだ栞南の顔は頭の中にはっきりと甦る。

（この色鮮やかな記憶も、年月が経つにつれて薄れていくのだろうか）

　蓮にはそれが一番怖かった。

「栞南……」

「どんなレンでも私は好き。連絡が取れなくてすごくつらかったの」

　蓮は栞南の髪に手をやり、そっと撫でる。目は見えないが、その手はまるで見えているようにぴったりと髪に触れた。

「……すまない」

　どんな自分でも好きだと言ってくれたが、孤独な世界に陥った自分が栞南をこれからも愛し続けられるかわからない。

　それに、行動が制限され、目が見えなくなった自分は卑屈な性格になってしまわないかも恐れていた。栞南を愛し続けた結果、病的な束縛をしてしまうかもしれない。

（やはり……栞南を……）

「レン？　なにか言って？　謝るだけだなんて……不安だよ」

「蓮様、部屋に戻りましょう」

　栞南はすぐ近くにいるダニエルに視線を動かす。

「……そうだな。栞南、部屋で話そう」

　蓮は身体を少しずらして栞南から離れると、ダニエルに腕を支えられて歩きだす。

（レン……）

「カンナさん？」

　確かな足取りで先を歩く蓮の背中を不安な気持ちで見ていると、後ろにソフィアが立った。

「がっかりした？」

「えっ!?」

　ソフィアの言葉に栞南は『なにが？』と小首を傾げる。だが実際、ソフィアの言葉は栞南の胸を突いていた。

　蓮が自分の手を頼らずにダニエルと行ってしまったことが悲しかった。

「レンの目になりたいと思うのなら、こんなことを気にしてはダメよ」

「ソフィアさん……」

「さ、行きましょう。レンとちゃんと話をすればいいわ。彼があなたを愛していることは間違いないんだから」

　ソフィアに促されて、蓮のあとを追う。

　地面が砂浜からコンクリートになり、ソフィアは素足についた砂をパタパタはたいてからパンプスを履く。

「私は帰るわね。また会いましょう」

　彼女はタワーマンションの来客用の駐車スペースに停めてある、真っ赤なスポーツカーに向かった。

　その場に残された栞南は、車に乗り込む前にこちらを見たソフィアに頭を下げた。










離れたくない




　栞南がリビングへ足を踏み入れると、蓮は窓のほうを向いて立っていた。

　景色が本当に見えているような後ろ姿に、同情せずにはいられない。

（車を運転することも、きれいな夜景を見ることも……もうできないなんて……）

「どうぞ、おかけください。コーヒーを淹れ直しましょう」

　ダニエルに座るように言われたが、栞南は背を向けている蓮に近づいた。

「レン、座ろう？」

　蓮の腕に手を置き、自分がいることを知らせる。

「ああ。ダニエル？」

　栞南がそばにいるのだが、離れたところにいるダニエルを呼ぶ。

（疎外感……）

　いや、蓮に頼られていないのだ、と悲しくなった。

　ダニエルがやってきて、栞南は蓮から離れる。そのまま立っていると、ダニエルの問うような瞳と視線がぶつかるが、彼は蓮を先ほどと同じソファの位置に座らせた。

「……レン……事故のことを聞いていい……？」

（ひどい目に遭ったのだから、思い出すのも、話すのも嫌かもしれない）

　栞南はなにから聞けばいいのかわからなかった。

「ソフィアから聞いただろう？」

「ジャスティン・ラウの恋人が車に飛びだしてきたことしか――」

「それで充分だ」

　蓮の態度は取りつく島がなく、栞南は肩を落としかける。

（私じゃダメなの……？）

　でもあきらめるのはまだ早いと思い直して、ダニエルが持ってきてくれたコーヒーで喉を潤す。

　飛行機でコーヒーを飲んだときからかなり時間が経っていたため、喉が渇いていて、ほんのつかの間ホッとした。先ほどのコーヒーは、こぼしてしまって手を冷やしたり、ソフィアが現れたりで、結局飲めていなかった。

「レン……」

「栞南、電話で伝えたことは本気だ。終わりにしたい」

　さっきのような冷たい雰囲気はなく、蓮の真剣さが伝わる言葉だった。

　近くにいたダニエルは思いがけない蓮の言葉に驚いて、ふたりに顔を向ける。栞南がマンションを飛びだしていったとき、蓮は思い直したのではなかったのか？と考えていた。

「終わりにしたいのは、目が見えなくなったから？　そのせいで？」

「不自由な男と一緒にいることはない」

「そんなふうに言わないでっ！」

　栞南は自分を卑下する蓮に、胸を痛めた。

「目が見えなくなり、不自由だから不自由と言ったんだ。俺は助けがなければ生活できないんだ。わざわざそんな男と一緒にいることはないだろう？」

　蓮は栞南の声のする方向に視線を向ける。それが果たしてちゃんと栞南を見ているようになっているかはわからない。そう考えると、蓮の顔が歪んだ。

　ときどき、どうにもできない苛立ちで叫びたくなる。それが今だった。しかし、愛している栞南に弱い自分は見られたくない。

「私はレンを愛している！　別れるなんてできないよ！」

「栞南！　お前の今の気持ちは時間と共に消えていく」

　蓮の端正な顔を栞南はじっと見ていた。ケガや失明なんてまったくわからない、別れたときのままの蓮だ。しいて言えば、少し痩せたように見える。それでも蓮の魅力は損なわれていない。

「レンは……レンは、もう私を好きじゃなくなったの？」

　偽りの恋人としてソフィアを呼んだ蓮に、まだ恋人はいないはずだと考えている。

「……ああ」

　蓮は眉間に皺を寄せ、一瞬苦しそうな表情をしてしまった。

「そんなの嘘っ！　さっき手にコーヒーがかかったときも、大丈夫かって心配そうに聞いてくれたじゃない！」

「そういうときは誰にでも聞くだろう？」

（レンは本当に心を閉ざしてしまったの？　それとも私のためを思ってわざと言っているの？）

　栞南は蓮の表情を見ながら、頭を目まぐるしく働かせる。

「ここへ来るとは無駄なことをしたな。もう話すことはない。ダニエル」

　動揺を栞南にこれ以上知られないように早口で告げると、蓮はその場に立ち上がり、ダニエルを呼んだ。

　そばに控えていたダニエルはすぐ蓮の元へ行き、腕を支える。

「二件電話をかける。部屋へ連れていってくれ」

「はい」

　さっさと話を切り上げて、仕事を理由に行ってしまおうとする蓮に栞南は腹が立ってきた。

「私、ホテル決まっていないんで、泊まらせてもらいます。このソファでかまいませんから」

　自分たちがこんな結末になるとは空港で別れたときは思ってもみなかった。ここへ来るときも少しは望みを持ってきたのだ。

「……勝手にすればいい」

　部屋に向かっていた蓮は足を止め、そっけなく言い、ドアの向こうへ消えた。

　蓮の姿が見えなくなると、我慢して堪えていた涙が止められなくなった。ポロポロとしずくが頬に伝わる。

（本当にもうダメなの……？　レン……）

　ソフィアが別れ際に話してくれた。蓮は栞南を愛していると。だが、今の彼を見ているとそうは思えない。自信がない。

「蓮様の気持ちは固いようですね」

　こうべを垂れていると、いつの間にかダニエルが戻ってきていた。涙を見られないように急いで拭うが、遅かったようでハンカチが差しだされた。

「……ダニエルさん、レンの他のケガは……大丈夫だったんですか？」

「車の事故ですからそれなりにケガはしましたが、今はほとんど完治しています」

「……よかった」

「ミズノさんの以前の部屋は私が使っているので、今日は洗濯ルームの横の部屋をお使いください」

　以前の部屋は蓮の寝室の隣。蓮を介助するため、今はダニエルがそこを使っていた。

「このソファで充分です」

「ですが、シャワーぐらいは使いたいでしょう？　遠慮せずにどうぞ。ただ……レン様は音に敏感になっておられるので、お休みを妨げないよう、早い時間のご利用をお願いいたします」

「わかりました。では使わせていただきます」

「食事は別々にさせてください。のちほど声をかけますので」

　栞南はがらりと変わってしまった蓮の生活に胸を痛めながら、小さく頷いた。

（食事も別……）

　食べるところを見られたくないのだろうけど、蓮の頑なな心はもう自分ではどうしようもないのだろうか、と気落ちしながら洗濯ルームの横の部屋に入った。

　部屋の簡易シングルベッドには、清潔なシーツと上がけが用意されていた。ベッドの端まで来ると、足の力がなくなってしまったようにドサッと腰を下ろす。

（レンのそばに行きたい）

　そう思っても今の状態では近づけない。心にバリアーを張られているようなのだ。

（私はどうしたらいいの……？）

　会社には休暇届を出していないから、日曜日である明日帰らないといけない。

　このまま日本へ帰らずに、ずっと蓮のそばにいてどんなことでもしてあげたいが、彼にはなんでもできるダニエルがいる。

　蓮がつまずいてもダニエルなら充分に支えられるが、自分の場合は一緒に転んでしまうのがオチだ。そんな自分よりダニエルのほうが何十倍もいいに決まっている。

（レンの日常生活に必要なのは、ダニエルさんなんだ……）

　ベッドの上で膝を抱えて、これからどうしたらいいのか考えることにしばらく没頭した。

　蓮が近くにいると思うと、ここに滞在していたときのことがいろいろと思い出されてきた。




　二時間後、ダイニングテーブルに着いた蓮は、栞南の気配が感じられず口を開く。

「栞南は？」

「食事には呼んでいません。介助をされている姿を見られるのは嫌でしょうから」

　確かにそれが一番、今の蓮には屈辱的だった。愛している栞南に惨めな姿を見られたくないことをダニエルも把握している。実際には皿の場所を教えるだけで、こぼすことなく食事をすることができるようになっているが。

「……このまま日本へ帰してしまってもいいのですか？」

　蓮の本心がわかっているダニエルは、栞南を引き止めてくれればいいと考えていた。

「……それしかないだろうな。日本へ帰り、俺のことは忘れればいい」

　ダニエルは心の中でため息をつく。

「もういい。栞南に食事をさせてくれ」

　ほとんど料理に手をつけなかった蓮は、ガタンとイスを引いて立ち上がった。ダニエルが急いで介助しようとすると、そのままひとりで寝室へ入っていった。

　この距離なら不自由なく移動ができるようになっているので、寝室のドアを閉めて中へ数歩進む。しかし脚がベッドにぶつかり、柔らかいシーツの上に倒れ込んだ。

　仰向けになり、脱力する。

「くそっ……」

　こんな自分が歯がゆかった。




「食事をどうぞ」と、部屋の外から栞南はダニエルに声をかけられた。

　ダイニングへ行くと、蓮の姿はなかった。いつも蓮が座っていた席を見て、小さくため息を漏らす。

「明日は何時のフライトですか？」

「……夕方です」

（このまま帰って、もう二度と蓮と会わないなんてこと、できるのかな……）

　食事をしながら、蓮の部屋の物音を確かめている自分がいる。今すぐドアを開けて顔を見たかった。

　その思いが込み上げ、栞南の目頭を熱くしていく。気づくとブラウンのランチョンマットに染みを作っていた。

　そんな栞南を見ていたダニエルが口を開いた。

「蓮様はミズノさんを愛していますよ」

　涙が止まらない栞南の耳に、ダニエルの声が優しく降ってきた。

「ダニエルさんっ!?」

　今までどっちつかず……いや、栞南に冷たかったように思えたダニエルからの意外な言葉に、栞南は泣いていたことも忘れて彼を大きな瞳で見つめる。

「ですが今、蓮様は自分の不ふ甲が斐いなさ……ひとりではなにもできない憤りがあり、いろいろと葛藤しているんです」

「それはわかります……私じゃ頼りにならないけど、少しなら……ほんの少しなら、手伝えるのではないかと……でも、頼るほど私に心を許していないんですよね……」

　頼られないつらさが身に染みて、愛されていた自信がなくなってしまった。ソフィアと話したときは、希望の光が見えたのだが。

「心を許していないわけではないですよ。もう少し、気長に待ってはもらえませんか？」

「そんな……レンは苦しんでいるのに……」

「でも、その苦しみをミズノさんに見られたくないんです」

　このまま帰ってしまって、永遠の別れにならないだろうかと不安だ。それはダニエルでさえも手に取るようにわかる。蓮に必要なのは栞南だと確信しているが……。

「待ってみてはいただけませんか？　蓮様は聖人君子のような生活をしていますから、浮気の心配はありませんよ。どのくらいかかるかわかりませんが、ミズノさんがそれほどまでに蓮様を愛しているというのなら待っていてほしいのです」

「ダニエルさん、電話で言っていたことと違うんですけど。レンに惹かれる女性はうんざりするほどいるし、レンの恋人になった女性も数えられないほどだって言ったんですよ？」

　ダニエルは端正な顔に苦笑いを浮かべた。

「そう言っても、蓮様に会いに来るのなら本物の愛だと思いましたから」

「試したんですね？　ダニエルさん、人が悪いです」

　ダニエルの言葉に気持ちが少し楽になった栞南は、微笑んだ。

「それはもうとっくにご存じではないですか？」

　それもそうか、と笑った。ここへ来て初めて笑えた。そして、気分が穏やかになっていることに気づいた。心が軽くなった感じだ。

（私はレンに愛されている……ダニエルさんやソフィアさんの言う通り、信じよう）

「私、明日ちょっと出かけてきます。それから一度ここへ戻って日本へ帰ります」

「なにか用事が？」

「はい。黄大仙廟へ。あそこはレンにご利り益やくがある気がして」

　蓮が以前、祖母とよく黄大仙廟へ来ていたと話してくれたことを思い出し、足を向けたくなったのだ。

（黄大仙廟へ行ってレンのことをお祈りしたい）

「黄大仙廟ですか。確かにご利益はあると聞いていますが、わざわざ――」

「行きたいんです。蓮のために少しでもできることをしてあげたいんです」

「わかりました。気をつけて行ってきてください」

　ダニエルは頷き、キッチンの中へ戻っていった。




　その夜、栞南はベッドの上で眠れない時間を過ごしていた。

（レン、暗闇の世界で生きているレンは夜、眠れてる？）

　蓮の部屋へ行って、『好き』『愛している』と言いたい。でも、ダニエルの言う通り、今はそっとしておくのがいいのだろうとも思い、部屋から出られなかった。




　翌朝の六時過ぎ、栞南が少し腫れたまぶたでリビングに行くと、キッチンにいたダニエルにやれやれというように首を横に振られた。

　ダイニングテーブルに蓮がいないのを見て、内心がっかりする。姿だけでも見たいのだ。

「ミズノさん、おはようございます。早いですね」

「おはようございます。これから行ってきます」

　栞南はキャメル色のバッグを肩から提げ、出かける用意をしていた。

「もう……ですか？」

「夕方まで時間がないから。お昼過ぎに戻ってきます。あ、お昼は用意しないでくださいね」

「それなら朝食を食べてから出かけては」

「いいんです。急ぐので。いってきます！」

　にっこり笑ってダニエルに挨拶して、玄関に向かった。

　それからタワーマンションのエントランスを出て、のんびりとした足取りでバスの停留所へ向かうが、遠くのほうにバスが見えて慌てて走りだす。

　バスとほぼ同時に停留所に着き、乗り込むと、息を整えながら二階への狭い階段をのぼった。

　二階建てのバスは、やっぱり上のほうが見晴らしがいい。昨日もバスに乗って慣れたから、二階で景色を見たい余裕が少し出ていた。




　中環駅のバスターミナルで降りて電車に乗り込み、途中で乗り換えて黄大仙駅へやってきた。まだ早い時間で観光客はまばらだ。

　駅から黄大仙廟までは歩いてすぐで、立派な十数段の石の階段をのぼった。そこで、赤や黄の提灯がたくさん吊るされている景色が目に入る。

　栞南は線香を買い求めた。日本のものよりもかなり大きくて派手だ。

　ガラス箱の中にある着火台で線香に火を点けると、本殿へゆっくり進む。

　かなり長く願をかけてから香炉に線香を立てた。

　お参りを済ませると、出入口に向かう。栞南がお祈りをしている間に観光客が増えてきていた。

（早めに来てよかった）

　そんな余裕が生まれて、階段を下りて少し歩いていたときだった。前を見ていなかった観光客を避ける間もなくぶつかってしまった。

「きゃっ！」

　はじき飛ばされてコンクリートの地面に尻餅をつく。ぶつかった中年の女性は、ちらっと見ただけで行ってしまった。

「もうっ！　ぶつかってきたんだから謝りなさいっつーの！」

　両手も一緒についてしまい、手のひらが痛かった。両方の手のひらを見てみると擦すりむいており、血がにじんでいた。ジンジンとする痛みに顔を歪める。

「はぁ～」

　立ち上がりながら、口からため息が漏れたとき、ふと蓮を思い出す。

（レンもこんなふうに痛い思いを何度もしているのかもしれない……）

　通行人の邪魔にならないよう脇に退しりぞき、傷ついた自分の手のひらを見ながら思った。

　蓮を思うたびに胸が高鳴るし、痛む。

「帰ろう」

（レンが恋しい）




（レンがどう反応しようとも、出発までちゃんと話をして自分の思っていることを聞いてもらおう）

　栞南は帰り道、そう考えながらタワーマンションへ向かっていた。

　途中、ファストフード店を見つけてハンバーガーをコーヒーで流し込み、タワーマンションへ着いたのは十三時だった。

「おかえりなさい」

「ただいまです……レンは……？」

　玄関でダニエルに迎えられて、スニーカーを脱ぎながら聞く。

「リビングルームのソファに」

　ダニエルのあとについていきながら、蓮がいてくれてよかったと安堵した。どこかへ出かけてしまったのではないかと不安だったのだ。

　ローテーブル近くのソファに蓮が座っているのが目に入ったとき、ダニエルは突然、大げさに声を上げながら、栞南に目で合図する。

「ミズノさん！　どうしたんですか！　そのケガは!?」

「ええっ!?」

　いきなり大声を出されて、栞南は「えっ？　えっ？」と自分の身体を見下ろす。

「ダニエル！　栞南がどうしたんだ!?」

　自らの全身とダニエルを交互に見ていると、焦るような蓮の声が割って入る。

「ダニエル!?　栞南!?　どうした!?」

　ソファに座っていた蓮は立ち上がって、こちらのほうへやってこようとした。手でローテーブルのへりを確認しながら。

「レンっ！」

　近づこうとする蓮に栞南は駆け寄る。

　蓮は身体に小さな衝撃を受け、それが愛おしい存在だと認識する。

　栞南は蓮に抱きついていた。

「栞南？　ケガをしたのか？　ダニエル!?　教えてくれ！」

　状況がわからない蓮は見えない自分に苛立ち、声を荒らげた。自分を抱きしめているのが間違いなく栞南だということはわかるのだが。

「どこをケガしたんだ？」

　蓮は眉根を寄せて栞南を見下ろしている。それはまるで、栞南が見えているように思えてしまう。

「レン……転んで手のひらを擦りむいただけで……」

「本当なのか？」

　真実がわからず、苛立ちの表情を見せる蓮。

（私を心配してくれているの？）

「ダニエル、報告してくれ」

「そんなに心配なら、ご自分の気持ちに正直になればいいんです」

　ダニエルの言葉に、ギクッと蓮の身体が揺れる。ハッと自分の気持ちを悟ったかのように目を見開いている。

「蓮様、私は出かけてきます」

　ダニエルは玄関の方向へ足を向け、ふたりの前からいなくなった。

　我に返った栞南は、慌てて蓮から離れようとした。だが、彼の腕がさらにきつく、栞南の身体を抱きしめた。

「レ……ン……？」

　蓮に抱きしめられて、栞南の胸は不規則に暴れだす。蓮の顔は栞南の肩にうずめられている。

（そんなふうにされたら期待しちゃうよ……）

「……栞南、ソファに座らせてくれないか」

　耳元で栞南をぞくりとさせる蓮のいつもの低音が。久しぶりに響くその声に、頼まれても痺れたようにすぐに動けなかった。

「栞南？　本当に手のひらを擦りむいただけか？」

　蓮の両手が栞南の肩に回り、ようやく呪縛みたいなものが解けて、栞南は口を開く。

「う、うん……それだけ……」

　誘導してソファへ蓮を座らせた。栞南も彼の隣に腰かける。

　大きな手にずっと握られたままで、自分の手のひらが緊張で汗ばんでくるのを感じた。それとも蓮の汗なのか。

「レン……目が見えないってつらいよね。そうなってしまった本人しか、その大変なつらさはわからないかもしれないけれど、私は……レンの目になりたい」

「栞南……」

「私をまだ好きでいてくれているんだよね？　私はレンがなんと言おうと、嫌いになれないし、一番大切に思っているの」

　眉間に皺を寄せる蓮。栞南は気持ちをわかってほしくて彼に抱きつく。

「私のためだなんて言わないでよ……突き放されるほうがつらくて……なにも手につかなくなって……どうしたらいいのかわからなくて……」

「栞南……」

　蓮は愛しい人の名前を呟く。

　栞南の思いが自分の胸にスーッと入ってくる感覚だった。

「そんな思いをさせてすまない」

「レンはここで私に魔法をかけたんだよ？　レンのことしか頭にないように。一日中レンのことを考えてしまうの。ずっとここにいたい」

　蓮の胸で泣きじゃくる栞南は、思いのたけを告白していた。

「気持ちはうれしいよ。ありがとう。俺の話も聞いてほしい……」

「……う……ん」

「こんなふうになってしまい、死にたいと数えきれないくらい思ったよ。もう俺はお前にふさわしい男じゃなくなった。守るどころか守ってもらわないとならない立場になったんだ」

　蓮は苦悩の表情を浮かべている。

「私が守るからっ！　いつでも一緒にいて、どんなことからだって、どんなときだって、レンを守る――」

「栞南！　俺が、女に守られてこの先の人生を安穏と過ごしたがると思うか？」

　栞南の言葉を遮り、威圧的に疑問を投げかけた。

「愛しているならどんなレンでも受け入れられる。本田さんが逮捕されたとき、レンは命をかけて私を守ってくれたよね？　全力で私の命を守ってくれたじゃない。今度は私がレンをずっと守るから、一緒にいてほしいの」

　栞南は蓮の節ばった手をぎゅっと握る。その手が拒否されないのがうれしい。

「……俺の心の整理がつくまで……待っていてくれるか？」

　表情を和らげないまま、蓮は栞南の声がするほうをまっすぐ見て頼んだ。

「……レン？　どうして待たなくちゃいけないの？」

　もう充分待った栞南には、蓮といられない時間は苦痛でしかない。

「俺がお前を愛しているのは今も変わらない。だが、このまま一緒にいても俺は弱くなるだけだと思う」

　蓮の気持ちがわかり、栞南は安堵して、緊張の糸が緩むようだった。

「お前の好意に甘んじて、なにもできない人間になってしまうだろう。お前は優しいから、どんなわがままな俺でも受け入れる。だから俺は弱いダメな人間になりそうで怖いんだ」

　蓮は自分の手を握る華奢な手を、そっと撫でた。

「レンは弱いダメ人間になんてならないよ」

　栞南は首を左右に振った。

「……時間をくれないか？」

「時間ってどのくらい？」

　次の言葉が聞きたくて焦る。

「俺に自信がつくまで。一ヵ月か……半年か……一年か……それはわからない。だから、好きな男ができたら、俺のことは気にせずに幸せになってほしい」

「私に好きな人ができたら、レンはそんな簡単に手放せちゃうの？　その程度の愛なの？」

　簡単に言いきってしまう蓮が、栞南にはショックでもどかしい。

「レン！　お願い！　なんとか言ってっ！」

　悲痛な栞南の声に、蓮は苦悩の表情を浮かべるばかりだった。

「レンっ！」

　返事を待ちきれず、重ねていた蓮の手を揺さぶった。次の瞬間、蓮は手を栞南の腕から肩へ、そして触れたいと我慢をしていた両頬に移動させた。

　蓮の体温が手から頬にしっかり伝わってくる。

「レン……？」

　蓮の顔が近づいて――。

　唇が重なった。

　なにもかも欲して呑み込んでしまいそうなキスではなく、静寂に包まれるような、蓮の栞南への気持ちがすべて伝わってくるものだった。

　そんなキスを受けた栞南は、自分の思いは通じているのだと涙が溢れ出てきた。

「栞南……泣くなよ。お前は簡単に手放せる存在じゃない。ただ……選択肢を残してやりたいだけだ」

　蓮は頬を包んでいた指でそっと涙を拭う。

「私の気持ちがレン以外の人に向くなんてことないよ……ずっとあなたのそばにいたいの……」

「栞南、愛している。だから、わかってほしい。俺に自信が戻ってくるまでだ」

「レン……」

（どうしよう……もうすぐ帰るなんてできない……）

　予約した飛行機は、あと一時間以内にここを出ないと間に合わない。だが、栞南は蓮と離れたくなかった。

　蓮の手は栞南の頬を撫でているが、栞南の顔を確かめるような動きでもある。

　栞南はその手を掴み、自分の口元へ持っていく。

「レン……も、もう一泊……しても……いい？」

「……明日、帰ると約束してくれるなら」

「レンっ！　そんなに帰ってほしいのっ!?」

　悲しくなって蓮の手を離すと、立ち上がっていた。

「栞南！」

　蓮は栞南がいた方向へ手を伸ばす。栞南は伸ばされたその手を無視できない。下ろされないうちに、自分を探す手を掴む。

「レン、まだ一緒にいたいの。だって……ここを離れたら、今度はいつ会えるかわからないんだよ？」

「……わかった。もう一泊すればいい」

　ぶっきらぼうな言い方だが、内心うれしいのではないか、と栞南は思った。

　実際のところ、蓮は一緒にいれば栞南を手放せる自信がなくなりそうで怖かった。

（もっと強くならなくては）

「それはレンの寝室でいいってこと？」

　栞南は思いきって聞いてみた。少ししかいられないのに、昨日のように離れた部屋で眠れない夜を過ごすのは嫌だった。

「俺を誘惑しているのか？」

　意外な栞南の言葉に、蓮はフッと笑顔になった。

「ゆ、誘惑っ……」

　していないと言おうとしたが、実際のところは蓮に愛されている実感が欲しい。

「……しばらく会えないから、レンの言う通り、誘惑しているんだよ？」

　まだ蓮の前に立っていた栞南は腰を屈めると、顔を近づける。蓮の唇に自分から唇を重ねた。

　栞南のキスに一瞬ビクッと肩を揺らした蓮だが、自分から舌先を差し入れ、深めていく。

　ソファに座る蓮のワイシャツのボタンを、栞南は震える指先で外す。

　蓮の黒曜石のような瞳はじっと自分を見つめているみたいで、さらにドキドキと胸が高鳴ってしまい、うるさいほどだ。

「レン……」

　蓮は栞南のほうへ腕を伸ばし、Ｔシャツの下から腹部へ手を滑らせる。脇腹に触れられただけで、栞南は身体の中心が痺れてくるようだった。

　蓮は栞南が着ているのはボタンのないＴシャツだと簡単に悟り、脱がせる。

　ブラジャーのホックもサクッと外され、以前なら栞南は恥ずかしさで胸を隠すところだが、今日は大胆だった。蓮の手をそっと、もう尖りを見せている自分の胸の膨らみに置く。

　大きな手に包まれ、親指の腹で痛いくらいに固くなった蕾つぼみをこねられる。

「っ、んぁ……」

　こねられたり、つままれたり、刺激を与えられて、蓮の服を脱がそうとしていた栞南だが、それどころではなくなった。

「栞南、脱がせてくれるんだろう？　手が止まってるぞ？」

「う、うん……」

　蓮のワイシャツへ手を伸ばそうとすると、顔が下りてきて頂が口に含まれた。

「ん……ああっ……ダ、ダメ……脱がせられなくなる。待っ……」

　ビリビリとした気持ちよさが身体中に走る。それでも手を動かそうとすると、くるっと反転させられ、ソファに仰向けにさせられた。

　蓮が覆い被さるようにして、胸を愛撫しながら、手でジーンズのボタンを外そうとしている。まるで見えているような動きだ。

　あっという間に栞南は脱がされ、蓮は自分の服を手助けされずに脱ぐ。

「レン……見えているみたい……」

　言ってしまってから、ハッとする。そう言われるのが苦痛ではないだろうか、と。

「ごめんなさい。そう言われるのは嫌だよね？」

「そんなことはない。着るのは難しいが、脱ぐだけなら簡単にできる」

「レン、大好き……愛して……」

「栞南……」

　蓮は五感を頼りに、栞南を愛していく。

　愛している人に愛され、栞南は嗚お咽えつを漏らしそうになった。

　蓮と別れた日以来だった。心が静かに解き放たれていくのをひしひしと感じていた。




（私はどんなレンでもいい。そばにいてほしい……）

　そう願いながら蓮に愛されたが、身体を熱く重ねても彼の意志は変わらなかった。

　栞南はそれならそれでいいと思い始めている。

（今は時間が必要なんだ。待てるだけ待って、それでもレンが迎えに来なければ、また捨て身でぶつかろう）

　そう決心した。

　一方、蓮は葛藤していた。

（栞南を愛しているからこそ、よく考えなければならない。愛おしい人に頼るのは簡単だ。そばにいてほしいと言えば、栞南はすべてを捨ててそばにいてくれるだろう。しかし、それでは諸もろ刃はの剣かもしれない。栞南に考える時間を与え、自分は自信を取り戻さなければならない）

　蓮にとって苦渋の決断だった。心の中には一いち縷るの望みを残して。

　一縷の望み……それを栞南に話すつもりはなかった。

　今は腕の中で眠っている栞南を手放さなければ、と蓮は下唇を噛みしめた。










約束のために




　栞南が香港から戻ってきて、半年の月日が経っていた。

　蓮からのときどきのメールに励まされつつ、次はいつメールが来るだろうと寂しくなる。ダニエルに打たせている内容は特に甘いものではなく、栞南の近況を尋ねるものばかり。

　それでもまったくないよりはいい。どうにか蓮に会わないままがんばっていた。

（もう半年だよ？　早くしないと、押しかけちゃうからね）

　鏡を見ながら、ローズピンクのルージュを塗り、にっこり笑ってみせる。

　半年経って、肩までの髪はひとつに結えるくらい伸びた。いつもそのままとかすだけの髪型だが、今日は緩くアップにして、少し残した髪を耳の横でくるっとカールさせていた。

　九月半ば、大安吉日の土曜日の九時過ぎ。外はまだ真夏のような暑さだ。

　等身大の鏡の前に立ち、服装を確かめてからパーティーバッグを持って自分の部屋を出る。

「おっ！　すごいおめかししてるじゃん」

　優香がキッチンでアイスコーヒーを淹れていた手を止める。

「そのドレスワンピ、高そうだね？」

「わかる？」

　栞南はくるっと回ってみせた。シャンパンピンクのサテン生地の裾がふんわりと広がる。

　着ているのは、蓮が高級ブランド店で買ってくれたあのドレスワンピだった。

　普段着られるものじゃないから、進んでは出席したくなかった孝太郎の披露宴パーティーだけど、着る機会ができてうれしい。

「うん。高そう」

「有名なブランドなんだよ。レンに買ってもらったものなの」

　半年前の香港からの帰国後、蓮とのこれからのことを優香に話した。

　蓮の言い分を理解しつつも、優香は『それじゃあ栞南がかわいそうだよ』と同情してくれた。

　今は『彼が自信をつけて、早く一緒になれたらいいね』と応援してくれている。

「でもさ、元彼の披露宴パーティーに行くなんてどうかしてるよ」

「同じ会社だし、披露宴にはたくさんの社員を呼んでるから出ないのもね。それに出席しなかったら、まだ孝太郎に未練があるんだとまわりに思われちゃうかもしれないでしょ」

　まったく一ミリも未練はない。栞南の心にいるのは蓮だけ。

　香港から帰ってきて、彼氏がいると会社の人たちに隠さずに言ってきたが、残業を毎日のようにしているから、『男の姿が見えない。強がりなのでは？』と周囲から思われているようだった。

　結婚の日取りが決まった孝太郎に、嘘つき呼ばわりされるのもうんざりだった。本当に子供っぽい男で、これからも成長しないのだろうなと思っている。そんなこともあり、欠席したらなにを言われるかわからない。

　披露宴パーティーと聞いて、このドレスワンピが頭に浮かび、超高級ホテルのレストランで食事をしたときのことが走馬灯のように甦ったのだった。

　このドレスワンピを着ていると、蓮と一緒にいるような気分になる。

「行ってくるね」

「はいよー。気をつけてね。おいしいものも、たらふく食べてきなよ」

　優香に見送られて栞南は玄関を出た。

　結婚式場は都内で最高級といわれる〝朝あさ倉くらホテル〟だ。各国の要人やセレブなどが泊まる場所としても知られている。

　都心にありながら庭園は緑が多く、美しい教会もあり、結婚式場はなかなか予約が取れない人気のホテルだ。

　栞南は朝倉ホテルのある最も寄よりの駅で美羽と待ち合わせをしていた。

　改札で待っていると、美羽がやってきた。彼女はレモンイエローのパーティードレスを着ている。半袖のボレロ付きなので、栞南の顔を見た途端、「暑い、暑い」とハンカチで汗を拭き始めた。

「今日の栞南、雰囲気が違うね。大人っぽくて別人みたい」

「そうかな？　髪をアップにしているせいかもね」

「ドレスのせいかな。キラキラしてるよ」

（キラキラかぁ……レンのおかげかな……）

　朝倉ホテルに向かいながら、蓮がそばにいてくれたらと思わずにはいられない。

（幸せそうな新郎新婦を見たら、余計そう思っちゃうんだろうな。やっぱりレンの元へ押しかけてしまおうか……）

　教会での式は親族のみの出席だったが、早めに着いた栞南たちは見に行ってみようと向かう。

　ちょうど式が終わったようで教会の出入口がにぎやかだった。栞南たちと同じ考えの披露宴招待客がたくさんいた。

「栞南！　ブーケ投げるみたい！　行こうよ！」

　美羽は栞南の手を引いて小走りになる。

　ブーケトスに興味はなかったけど、ブーケが誰の元に行くのかは見てみたい。

　ひと際にぎやかな輪は同僚や先輩たちだった。

　幸せそうな笑顔の新郎新婦。数種類の白い花で作られたブーケを持った新婦の梨花が、集まっている招待客に背を向けた。

　招待客の女性たちがブーケをキャッチしようと手を上げる。

　栞南を置いて輪の中に入った美羽は、同じく手を上げていた。栞南はその場所から二メートルほど離れた場所に立って傍観していた。

（美羽、ブーケ、キャッチできるかな）

　楽しそうな美羽を見守っていると、新婦の梨花がブーケを投げた。

『えっ!?』と思ったときには、そのブーケが栞南のほうへ飛んできていた。友人に気づいた孝太郎が手を上げ、隣の梨花の手にぶつかってしまい、意外な軌道で飛んでしまったのだ。栞南は思わず手を出してブーケを受け取った。

　まわりからは、自分がもらえなかった残念そうなため息が聞こえてくる。

「栞南！　ラッキーだね」

　美羽がにこにこ笑いながら、受け取って呆気に取られている栞南の隣にやってきた。

「こっちに飛んでくるなんて……」

　傍観していたのに、なぜか自分の腕の中にあるブーケと美羽を交互に見つつ、驚いていた。

　ブーケトスを終えた新郎新婦は、ホテルの建物のほうへ歩き始めている。そのあとには式に出席した親族たちがついていく。

「次の花嫁は栞南かしら？」

　美羽にそう言われて蓮の顔を思い浮かべるが、まだまだ当分それはないだろう、と小さく首を左右に振った。

「きれいなブーケ。今日はツイているみたい」

　栞南はブーケの中のビロードのようなバラの花びらに指を這わせて、美羽に苦笑いを向けた。




　披露宴は今どき珍しく盛大なものだった。大きな会場で、出席者もざっと見ただけで百人以上はいそうだ。

　お色直しのドレスはクリーム色の生地にウエストを飾るブラックのリボンが映えていて、身長の高い梨花によく似合っている。白いタキシードに身を包んだ孝太郎もいつもより凛々しく見える。

　会社の同僚などの歌やスピーチで盛り上がり、みんなに祝福されたふたりはとても幸せそうだった。




　三時間にわたる披露宴が終わり、ロビーに出てきた。

「やっぱり結婚式っていいね。私も早く結婚したいー」

　ひとつ年上である総務課の未来も栞南たちと同じテーブルで、会場から一緒に出てきて披露宴の余韻にうっとりしている。

「先輩、まず彼氏を探さないと。二次会にカッコいい人がいたらいいですね」

　未来と仲がいい美羽が茶化す。

　会社の出席者のほとんどがこれからの二次会のパーティーにも出席するので、その望みは薄いだろう。

　楽しそうなふたりの横で、栞南は今何時なのだろうかと腕時計に目を向けた。十五時を回ったところだった。二次会は十七時から。

「あと二時間、ラウンジで時間潰すしかないよね」

　栞南が腕時計を見ているのに気づいた美羽は、落ち着いた雰囲気のラウンジへ視線を向けながら言う。

「混んでるね。今は入れなさそう」

　栞南が見る限り、ラウンジのソファはすべて埋まっているようだった。

「朝倉ホテルって、庭園が見事でしょ。少し歩こうよ」

「そうだね」

　美羽の提案で栞南たちは庭園に出ることにした。二次会のパーティー会場は屋外で、芝生に白いクロスの敷かれたテーブルが用意されると聞いている。




　庭園をぶらぶら散策し、そのあとラウンジで冷たい飲み物を飲んで時間を潰していると、二次会の受付が始まった。

　美羽と未来と一緒に受付を済ませ、会場に行った。

　そこには、用事があって披露宴に出席できなかった先輩や後輩たちの面々もあった。

　新たな出席者を交え、二次会が始まる。

　ゲームをしたり、新郎新婦をひやかしたりと、盛り上がった。

　幸せそうなカップルを見ていると、無性に蓮に会いたくなり、栞南はみんなが楽しむ様子をよそに、うわの空でぼんやりしていた。




　新郎新婦のキスで締めくくられ、二次会はお開きになった。

　時間は二時間だったが、披露宴から参加の栞南は疲れていた。

　二次会で彼氏を探すと言っていた美羽や未来も、途中で化粧を直しに行くのも億劫になるほど長い一日で疲れているようだった。

　彼女らいわく、ステキな男性がいないそう。出席者は同じ会社の人ばかりだから、ほとんどが顔見知り。孝太郎の高校、大学の友人もいたことはいたが、ふたりのお眼鏡にかなう男性はいなかったらしい。

　美羽が引き出物の入った紙袋を持って出入口に視線を向けたとき、「栞南、見て！　あの人たち、カッコいい！」と隣にいる栞南の腕を小突いた。

「カッコいい人、いないって言ってなかったっけ？」

　そう言うと、まわりの女性たちがざわつく声も聞こえてくる。

　栞南は顔を出入口のほうへ向けた。次の瞬間、唖然となり、口をポカンと開けたままで固まった。

　白とピンクの風船でアーチが作られた出入口のあたりに、男性がふたり立っていた。

「あ……」

（どうして……？）

　美羽の言うカッコいい人たちとは、栞南が毎日会いたいと切望していた人とダニエルだった。

　ふたりは、かっちりした黒っぽいスーツを着ている。五メートルほど離れていても、妖しい雰囲気を持つ蓮の存在感は健在だった。

「栞南？　どうしたの？　あの人たち、カッコいいよね？」

「レン……」

　蓮は自分のほうを見ているようだった。すぐ斜め後ろにダニエルがいるから教えてもらっているのだろう。

「栞南、知り合いなの？」

　蓮たちが栞南に向かって歩いてくる。その堂々としたいでたちに、パーティー出席者は避けるように脇へ退いていく。

　驚きで身体が金縛りに遭ったように動けず、呆然と見ていた栞南だが、彼らがあと三メートルほどに迫ったところで一歩踏みだした。

　そして思いきって蓮に駆け寄る。

「レン！」

　まわりの人たちに興味津々で見られていたが、かまわずに蓮に抱きついた。

「栞南」

　少し低めの落ち着いた声だ。以前と変わらない官能的で妖艶なムスク系の香りがしてくる。

「どうして……」

「会いに来たんだ。喜んでくれないのか？」

　栞南に会いに行けるようになるまで、半年かかってしまった。

　だが、栞南は変わらずに自分のことを愛してくれていると蓮は確信していた。

「もちろんうれしいよ。うれしいけど、どうして私のいるところがわかったの？」

　周囲から注目を浴びてしまっているのはわかっているが、栞南は蓮に問わずにはいられない。

「約束を守りに来たんだ」

「……約束？」

　なんの約束だろうか、と小首を傾げる。

「迎えに来てくれた……んだよね？」

「それもあるが、その約束じゃない。お前の元彼に俺を紹介してくれないか？」

　栞南は蓮の後ろに立つダニエルに視線を向ける。ダニエルに軽く頷かれ、蓮の手を取って、帰る招待客に挨拶をしている孝太郎のほうへ歩く。

「レン、どうして彼に？」

「俺はお前の魔法使いだからな」

　蓮は得意げにフッと笑う。

（目が見えないのに……）

　蓮の言動に戸惑いながら、孝太郎に近づくと、隣に梨花はいなかった。彼女は少し離れたところで、友人たちと話をしていた。

「水野さん、そちらは？」

　孝太郎は栞南の隣にいる蓮を怪訝そうに見る。

「彼女の婚約者の朝日奈 蓮です。本日はおめでとうございます」

　蓮が堂々と孝太郎に挨拶をすると、すかさず後ろにいたダニエルが名刺を差しだす。

　それを手にした孝太郎は蓮の肩書や会社名を見て、ギョッとして言葉が出てこないようだった。

　そして栞南も、蓮が婚約者と言ったことにびっくりしていた。

　しかし孝太郎の驚く顔を見ただけで、彼に与えられた屈辱感がスッとなくなった。

「孝太郎、おめでとう。末永くお幸せに」

　にっこり笑って孝太郎に告げると、蓮の腕を取り、出入口へ歩き始めた。半年間、歩行訓練をしていたのだろう。蓮の足取りは確かなものだ。

「栞南！　引き出物！」

　背後から美羽に声をかけられ、忘れ物をしていたことに気づく。

「あっ、ありがとう」

　テーブルの下に置いていた引き出物の紙袋を取りに行くと、美羽が驚いたように目を丸くしていた。

「あの人、栞南の彼氏だったんだね。どんな人なの？　後ろにいる人は？」

「うん。今度話すね。今日は先に帰らせてもらう。美羽、気をつけて帰ってね」

　紙袋を手に蓮の元へ戻ると、ダニエルが荷物を持ってくれた。

「ありがとうございます」

　二次会のパーティーはお開きだが、まだ招待客は結構残っている。でも突然、蓮が目の前に現れて他のことにまで気が回らず、挨拶もままならない状態で会場を出た。

　栞南は早くふたりきりになって、ここへ来た理由を説明してほしかった。

　蓮は自信がついたら、会いに行くと言ってくれていた。

（自信がついたの……？）

　二次会の会場を出て廊下を歩いている。もう少し行くとロビーだ。

「レン、どこに行くの？」

　蓮に聞くが、彼は振り返りダニエルを見る。ダニエルは楽しそうに口元を緩ませているだけで、なにも言わない。

「このホテルにチェックインしている。部屋へ行こう」

「蓮様、こちらです」

　ダニエルがふたりの前に立ち、エレベーターへ案内する。

「レン、あと五歩ぐらいでエレベーターだからね」

　栞南は蓮がドアにぶつからないよう言った。

「ああ……」

　腕は組んでいるものの、蓮はしっかりした足取りで歩いている。その姿に安心する。

　エレベーターに乗り込むと、ダニエルが目的の階のボタンを押した。

　最上階のスイートルームの前まで来ると、ダニエルは栞南にカードキーを渡し、部屋に入らず去っていく。

　蓮と残された栞南は、不安そうにダニエルの後ろ姿を見ていた。

「栞南？」

「あ、うん。この部屋だね」

　カードキーに記されている部屋の番号とドアに記された番号を確認して、鍵を開ける。これからふたりきりになると思うと、心臓がドキドキ暴れ始めていた。

　小さなカチッという音で施錠が解かれ、ドアを開けて中へ入る。

　ドアが閉まると、繋いでいた手がグイッと引かれ、蓮の唇が重なった。

「んっ……」

　抱きしめられ、キスされている。どんなにこの瞬間を待ち焦がれていただろう、と栞南の瞳が潤んでくる。

（レンが日本へ来てくれたということは……期待をしてしまう）

「レン、もう……もう……別れないでいいんだよね？」

　微かに震える声で、勇気を出して聞いてみた。

「待たせてすまなかった。もう離れているのも限界だ」

　優しく、それでいてはっきりと蓮は意志を示す。

　蓮の答えは、栞南の満足のいく返事だった。不安そうだった顔に笑みが広がる。

「……私も」

　栞南は自分から唇を寄せた。

　長い長いキスのあと、突然抱き上げられた。

「レ、レン？　危ないよ」

「寝室は左のほうだろう？　誘導してくれ」

「え？　う、うん……七歩ぐらいかな、まっすぐ歩いて……」

　蓮は栞南に言われた通り歩き始め、七歩目で立ち止まる。

「それから？」

「左に五歩……行って」

　蓮は左に五歩進み、ドアが開いている寝室に入ると、栞南が教える前にベッドに近づき、栞南を下ろした。

　その動作はまるで見えているみたいだった。そして蓮は今、栞南を見つめている。

（動きがスムーズすぎる気が……？）

「レン!?　まさかっ！」

　会ってからの蓮の動きのスムーズさに違和感があった。ダニエルが付き添い、助言をしてもらいながら動けるようになったのだと思っていたが。

「その服を着てくれてうれしいよ」

　蓮は食い入るように自分を見ている栞南に、優しく微笑む。

「もしかして……レンっ、見えるの？　私が見えるのっ!?」

　ベッドの端に座らされていた栞南は思わず立ち上がり、蓮の目の前で手を振る。

「そんなことをしなくても大丈夫だ。お前の顔がよく見える」

　蓮は栞南の手を止めて握る。

「……どうして……？　いったいどうして？」

　もう二度と蓮の瞳に自分は映らないものだと思っていた。今、蓮の黒曜石のような瞳に自分が映っている。

「角膜移植を受けたんだ」

「それなら……見えるようになる可能性があることを話してくれずに、どうしてこんなに待たせたのっ!?」

　栞南は教えてくれなかった蓮にだんだんと腹が立ってくる。それほどまでに自分の存在はどうでもよかったのかと考えてしまい、怒りで寝室を出ていこうとした。

「栞南！」

　背を向けた栞南の腕が掴まれ、引き戻される。

「落ち着けよ」

「落ち着けよって、もうっ！　信じられないっ！」

　くるっと振り向かされた栞南は、眉をひそめて蓮を睨む。

「お前が怒ると怖いんだ。説明するから、落ち着いてくれないか？」

（レンの目が見えること以上に喜ばしいことはない）

　小さくため息をついてから、ベッドに座った。

「角膜移植のことを話さなかったのは、百パーセントの確約がなかったからだ。手術がいつになるかわからなかったし、不適合や失敗の確率も高い。お前に話して望みを持たれ、目が治らなかったら？　お前は俺以上に傷つくかもしれない。そう思ったら話せなかったんだ」

　蓮の言い分は理解できるが、やはり話してくれなかったことが寂しい。

「治らなかったら……一生、来てくれなかった……？」

「いや、治らなくても迎えに来るつもりだった。ただ、お前に期待を持たせたくなかったんだ。傷つくのは一度でいいだろう？」

　おそるおそる蓮は栞南に慈しむような笑みを浮かべる。

「レン……」

「お前の顔をよく見せてくれ」

　栞南の隣に腰を下ろすと、両頬に手を置き、よく見ようとした。

「目が見えなかったとき、この顔をいつか忘れてしまうことだけが怖かったよ」

「レン……もういいの……来てくれたんだから、もういい」

　栞南はぎゅっと蓮に抱きついた。

「どうしてここにいるってわかったの？」

「ソフィアのおかげだ」

　ソフィアと会って以来、彼女から連絡が来て、栞南はときどきメールをする仲になっていた。蓮の様子は教えてくれたが、手術のことはなにも言ってくれなかった。もちろん蓮に口止めされていたのだろうが。

　しかし、栞南の状況や行動はソフィアから蓮へと筒抜けだったようだ。

「どうして……孝太郎に挨拶したの？　約束って？　俺はお前の魔法使いって？」

　わざわざ名刺まで渡して挨拶する必要などない。栞南は腑に落ちなかった。

「お前が酔っぱらったときに言っていたんだ。元彼を見返してやりたいと」

「えっ？」

「寝言でな。そのとき、俺は約束を守ると誓ったんだ。さっきはなかなかのタイミングだっただろう？」

「そんなことを寝言で言っていたなんて……」

　会社の同僚や先輩たちがいて、確かに絶妙なタイミングだったと思う。彼氏がいると強がっているようにみなされていたから、子供じみているが蓮の登場に優越感を覚えた。

「あんな男のことを引きずっていたとはな」

　軽くけなされ、ムッとする。

「だって、別れ方がひどかったから……」

「でも、もういいだろ？　お前には俺がいる」

「レン……うん」

　蓮の顔が傾き、栞南の唇に唇が重なった。

　愛しい人と触れ合える幸せをお互い感じていた。




　栞南は唇になにかが触れた感触で目を開けた。

　スイートルームのベッドにさんさんと太陽の光が入り込んでいて、眩しさに何度か瞬きをすると、隣で片肘をついて自分を見ている蓮に微笑む。

「もう起きていたの？」

　空が白むまでは記憶がある。寝たのはほんの二時間程度だ。

「ああ。おはよう」

「まだ眠い……」

　栞南のまぶたが再び下りようとしている。あくびをする口元を左手で隠す。そこで目がパチリと開いた。

　目の前に見覚えのある宝石があった。

「これ……」

　左手の薬指に、青色をした宝石が陽光に当たり輝いていた。形はしずく型で、リングの部分にはダイヤが施されている。

「残念ながらブルーダイヤじゃない。サファイアだ。あれを加工して贈ってもよかったが、気軽に身に着けられないのもと思ってな。それに、また命を狙われたら困る」

　蓮は軽く頭を振ると、少しおどけたような口調で話し、笑った。

「よかった……あれを身に着けたら、確かに命を狙われちゃう」

　栞南は自分の左手に光るサファイアを眺める。

「あの石のおかげで俺はお前に出会えたから、とてつもない大金を積まれてもあれを手放すつもりは今後もないが」

　蓮は栞南の左手に自分の手を絡めると、うれしそうな口元に軽くキスをした。

　栞南が彩に誘われ、香港へ行かなかったら？

　蓮がブルーダイヤを盗まれていなかったら？

　あのブルーダイヤがふたりを巡り会わせてくれた。

「レン……ありがとう」

「まだ聞いていないことがあるんだが」

「聞いていないこと？」

　栞南はずり落ちそうなシーツを胸元でしっかり押さえながら、首を傾げてみる。

「俺と結婚してくれるよな？」

　まっすぐ栞南の瞳を見て、少し自信なさげに聞く蓮だ。

　自信家の蓮がそんな口調だとおかしくて、栞南はクスッと笑う。

「もちろんだよ。迎えに来てくれなかったら押しかけるつもりでいたんだから」

「俺に一生縛られるんだぞ？　いいのか？」

「うん。レンを愛している。一生そばにいたいの」

　どうしてそんなことを聞くのか不思議だ。

「ブーケを受け取ったお前はいらなそうだった。ということは、結婚はしたくないのかと」

「え……見てたの？」

　驚いて目を見張る。

「ああ。輪に加わらず、傍観していたお前にブーケが飛んできたのには驚いたが。次の花嫁はお前なんだから、必然だったんだろうな」

「そんなの偶然だよ。たまたま新郎の手がブーケを投げようとする新婦に当たって、自分のところへ飛んできたんだから」

「いや、あれは偶然じゃない。神様が見ていたんだ」

　自分たちの出会いは神様の仕組んだことなのかもしれない、と蓮は思っている。

「あ……」

（もしかしたら黄大仙廟の神様が……）

「なんだ？」

　蓮の腕の中に引き寄せられ、楽しそうな顔が近づけられる。

「ううん。なんでもない」

　香港へ戻ったらお礼に行こうと心の中で思った。

「結婚式はどこでしようか？　香港？　ロンドン？　ハワイ？　ハネムーンもお前の好きなところにしよう」

「私はレンがそばにいてくれればいいの。どこでもいい」

　スイートルームに入ってくる太陽の光は、まるで自分たちを祝福してくれているようだった。

　栞南は胸いっぱいに広がる幸せに、この上ない笑顔を蓮に向けた。
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　目覚ましの音で栞南は深い眠りから目覚め、鳴る時計を手を伸ばして止める。

　あくびを噛み殺しながら身体を起こし、そっとベッドから抜け出ようとしたところで、長い腕がウエストに回った。

「まだ早いだろ」

　隣に眠っていた蓮だ。くぐもった声は眠そうに思える。

「二度寝したら寝坊しそうだから、レンは寝ててね。食事ができたら起こすから」

　蓮が外出から戻ってきたのは三時間ほど前だった。多忙な彼ではあるが、こんなに遅い帰宅は結婚してから初めてだった。

　ベッドに静かに入ってきた蓮に、浅い眠りで帰宅を待っていた栞南はすぐ気づいた。蓮が『ただいま』と言って、こめかみにキスしてくれたことは覚えている。

「食事よりも、お前がいい」

　栞南のウエストに回る蓮の腕に力が入り、軽々とベッドへ引き戻される。

「きゃっ！」

　蓮に背中から抱き込まれた。

　吐息が耳をくすぐり、蓮の腕の中で身をくねらせる。

「ダ、ダメだったら……」

　髪を撫でつけられ、華奢なうなじに少しひんやりした唇が当てられた。そうされると身体の中が疼いてしまう。

　蓮の唇はうなじから鎖骨へ滑り、手はシルクのルームウェアの前ボタンを器用に外していく。

　乳房をすっぽり蓮の手で覆われ、揉みしだかれ、小さな蕾はクリクリと指先でこねられる。

「あ……ん……朝食……を……」

「朝食はお前でいいって言ってるだろ」

「んっ、も……ぅ……それじゃお腹はいっぱいに……なら――」

「うるさいぞ」

　栞南を下に組み敷いて、蓮は唇を塞いだ。すぐに蓮の舌が栞南の舌に絡みつき、くちゅりと蹂躙していく。

　愛している蓮に栞南が降伏するのはすぐだ。

　蓮は巧みに栞南の身体を熱く痺れさせ、高みに持っていく。蓮の愛撫に栞南は抵抗するすべを知らない。もちろん蓮に愛されているときは喜びを感じる。

　ぷっくりと張りつめた蕾にも蓮の舌は容赦しない。下腹部は疼き、蜜が溢れてくる。

「栞南の素直に応じないところが好きだ。本当はドＭなのにな」

「ド……Ｍ……って……ん、や……っ」

　また唇が塞がれ、舌先が軽く噛まれる。そんな行為も甘い痛みだ。

　濡れた秘裂に指が滑り、熱く潤った中へ入っていく。敏感な蕾も弄られ、栞南は早く蓮が欲しかった。

「っ……ン……レン……お願……い……」

　彼が入ってきた瞬間、頭の中が真っ白になり、快感が全身を走り抜け、言葉にならない。

「……クッ……すごく熱くて……いい……」

　蓮はより深く最奥まで抽送を繰り返し、栞南の身体が揺さぶられる。

　溜まった熱を一度吐きだすと、再び栞南を翻弄し始めた。




　新婚旅行から、蓮の仕事の拠点となっている香港へ戻ってきて、三ヵ月が経った。

　以前過ごしたレパルス・ベイのタワーマンションで暮らす新婚生活は、つらい時期を乗り越えたふたりにとって〝幸せ〟のひとことに尽きる。

　宝石商の蓮は、月曜日から金曜日まで中環のオフィスへ朝九時に出勤し、十九時に帰宅する。土日は休み。日本のサラリーマンとほぼ同じだ。平日の帰宅後、食事やショッピングに出かけたりもするが、蓮のいない日中、栞南は暇を持て余し始めていた。

　最近の栞南は、自分でもできる仕事がないか探そうかと考えている。まだ蓮に話をしていないが、働く必要はないのだから、と反対されることが目に見えているから相談しづらい。

（苦労は絶対にさせないって、結婚するとき言ってたしな……）

「あ、晴れてきた！」

　栞南は窓から差し込む太陽に気づき、コーヒーを飲もうと持っていたカップをテーブルに置いて窓辺に近づく。

　雨季に入った五月の日中の気温は、二十五度から三十度で暑い。今日も昨日からの雨がなかなかやまず、さっきまで降っていた。

　雨が上がって日差しが出れば、一気に気温が上昇してさらに暑くなる。

「散歩でもしてこよう」

　帰りにお気に入りのスイカジュースを買おうかと考えながら部屋を出て、エレベーターを呼ぶ。

　外へ出ると、いつもながらじっとりとした暑さに襲われ、すぐに身体中の毛穴という毛穴から汗が噴き出るのを感じるが、気にせずに歩いた。

　天后廟へゆっくり向かう。

　道路を渡り、小さなショッピングモールを抜けて海側に出た。

　ゴールデンウィーク中とあって、日本人観光客がいつもより目立つ。楽しそうな観光客を眺めながら歩くのも悪くない。

　カフェの前を通ったとき、顔見知りの若い男性店員のイーサンが英語で声をかけてきた。背がひょろっと高くて、ブルーの瞳に金髪のイケメンだから、彼目当ての客でカフェはいつも混んでいる。

「ハロー、カンナ。やっと雨が上がったね。散歩の前にお茶でもどう？」

　子犬のような笑顔を向けられて、栞南もにっこり笑う。

「イーサン、ハロー。コーヒーを飲んできたばかりなの。また今度寄らせてもらうね」

「ＯＫ。マダム、またのご来店をお待ちしております」

　おどけたような仕草で腰を折るイーサンだ。明るい性格も、この近辺に住んでいるマダムたちに人気がある。

「ありがとう。いってきます」

　イーサンは栞南の返事に頷き、オープンカフェのドアからエアコンの効いた涼しい店の中へ入っていった。

　足を天后廟の方向へ向けた栞南は、少し先にあるベンチに座る男性に目を留めて「あっ！」と声を上げた。

　チャコールグレーのビジネススーツに身を包んだ男は長い脚を組み、指先でサングラスを弄んでいる。彼は漆黒の瞳で栞南を見つめていた。

「レンっ！」

　まさかこんなところにいるとは思わなかったせいで、蓮を見た瞬間、心臓がドクッと高鳴ると同時に驚いた。

　栞南が不思議そうに蓮に近づくと、彼はベンチから立ち上がる。

「どうしてここにいるの？　さっきからいたの？　仕事は？　忙しかったんだよね？」

　仕事に行ってまだ二時間ぐらいしか経っていない。この時間、まだオフィスで仕事をしているはずの蓮。ここにいる理由がわからず、矢継ぎ早に質問が出てくる。

　それが慌てているような不自然さがあったように見えたのか、蓮は口元を上げてニヤッと笑う。

「見られたくない現場を押さえられて慌てているのか？」

「えっ？　見られたくない現場なんてなにも……あっ！　もしかして嫉妬しているの？」

　それでも楽しげに自分を見ている蓮が、なにを考えているのかわからない。

「嫉妬？　あんな、なよっとした青白い男に嫉妬するわけないだろ」

　さらっと言ってのけられ、ガクッと肩を落としそうになった。

　以前はダニエルにさえ嫉妬していたのに、最近はまったくそんな素振りは見せない。

　〝優しすぎる蓮＋嫉妬しなくなった＝浮気〟。

　こんな方程式が栞南の頭の中をときどきよぎる。真夜中に帰ってきたのも気になる。

「レン……」

　蓮のひとことで一喜一憂してしまう栞南の顔に、戸惑いの表情が浮かんだ。

　そんな栞南に蓮は小さく首を傾ける。

「どうした？　俺に嫉妬してほしいのか？」

　ズバリ聞かれて頷きそうになった栞南だが、ふるふると首を左右に振った。

「今、散歩の途中なの。先に帰っててね」

（嫉妬してくれないなんて、なんか悔しい）

　つんとすましてから、蓮の脇を通り過ぎようとすると腕を掴まれる。

「レンっ!?」

　立ち止まらされて、不服そうな表情で蓮を仰ぎ見た。

「行くところがある」

　蓮の口元に楽しそうな笑みが浮かぶ。

「ど、どこに行くのっ!?」

「内緒だ。行けばわかる。それとも予定でもあるのか？」

　さっきの会話のせいで、心をさらけだすことにちょっと腹が立つ。素直になれない栞南だ。

「よ、予定なんてないけど――」

「なら行くぞ」

「あ、スイカジュースっ！」

「スイカジュース？　そんなのあとで買ってやる」

　蓮は栞南の手をしっかり握ると、タワーマンションに向かって歩き始めた。




　部屋に戻った蓮は寝室へ入ると、ホワイトの膝丈のチノパンとブルーのシャツに着替えてリビングに現れた。

　いつになくラフな格好の蓮を、栞南は不思議そうな目で見る。

「どこへ行くの？　私はこの格好でいいの？」

　栞南は綿素材のノースリーブのワンピースを着ている。柔らかなホワイトが清せい楚そな栞南の雰囲気によく似合っている。

「お前はそのままでいい。行き先は内緒って言っているだろう？　行くぞ」

　再びエレベーターに乗って地下駐車場へ行くと、蓮は栞南をピカピカに磨かれた流線型の車に乗せた。

　栞南がシートベルトを装着するのを見届けると、運転席へ回りエンジンをかけた。

（どこへ行くんだろう……）

　なにも教えられず戸惑うけれど、楽しみでもある。

　入ったときにはむわっとした暑さだった車の中は、走りだすとすぐにエアコンが効いて涼しくなった。

　蓮の運転する車は街中を抜け、海が見える道を走る。そこで栞南の目に入ったのは数えきれないほど並ぶ豪華なヨット。

　蓮はヨットハーバーの敷地に車を進ませ、駐車スペースに停めると、降りるように言う。

「レン、ここに用があるの？　もしかしてヨットを借りた……とか？」

　車から降りてそばに来た蓮の足元を見ると、ホワイトのデッキシューズだ。

「俺が借りたりすると思うか？」

「え？　え？」

　困惑する栞南の手を繋いだ蓮は、数あるヨットを通り過ぎ、桟橋の先端のほうへ向かう。そこで栞南は「あっ！」と声を上げる。桟橋の先にダニエルが立っていたのだ。手にシャンパンのボトルを持って。

　ダニエルの背後には、太陽の光を受けて輝かんばかりのクルーザーが停泊している。

「お待ちしていました。用意は済んでいます」

　ダニエルは、近づく蓮にシャンパンを手渡す。

「レン、どういうこと……？」

　栞南は蓮とダニエルとクルーザーをぐるりと見まわす。

「お前へのプレゼントだ。今日は誕生日だろう？」

　蓮は栞南に極上の甘い笑みを浮かべた。

「えっ!?　わ、私の？　あ！　誕生日」

（そうだ、すっかり忘れてた……）

　今日で栞南は二十七歳になる。蓮と出会ったときは二十五歳の一月だった。

　誕生日とはいえ、このプレゼントはケタ違いで、栞南は瞬きを繰り返す。もう一度クルーザーに視線を向けると、側面に【ＫＡＮＮＡ号】とあってさらに驚く。

「レン、もうっ……驚きすぎて、なんて言っていいのかわからないよ」

　高価すぎるプレゼントに気が遠くなりそうだ。

「素直に『ありがとう。レン、愛している』と言えばいいんだ。あ、もうひとつ、今日はお前からキスしろよ」

「ええっ!?」

　もちろんそう言いたいし、行動したい栞南だが、そばにダニエルがいる。そのダニエルは、今の蓮の言葉で吹きだしそうな顔になっている。

「そ、それはあとで……」

「ハードルが高かったか」

　そう呟いた蓮は真っ赤な顔になってしまった栞南の腰をグッと引き寄せると、唇を甘く食はんだ。

「んんっ……」

　すぐに蓮の舌は栞南の唇を割り、口腔を探索する。

　ここがどこなのか忘れてしまいそうなキスだが、理性を持って蓮から離れた。

「レンっ」

（ダニエルさんの前で恥ずかしすぎるよ）

　そう思った栞南だが、すでにダニエルがそばにいないことに気づく。

「さてと、進水式を始めるぞ」

「進水式？」

「ああ。本来は初めての進水時にシャンパンやワインのボトルを船体にぶつけるものらしいが、一応〝ＫＡＮＮＡ号〟初出航の祝いでシャンパンをかけようと思う」

　蓮は手慣れた動きでシャンパンの栓を抜く。

「シャンパンをかけるの？　ぶつけるんじゃなくて？」

「お前の名前をつけた船を、俺が傷つけられるとでも思うのか？」

　クルーザーに愛おしそうな視線を送ると、栓を完全に抜かないうちにシャンパンのボトルを上下に思いっきり振る。

「行くぞ」

　ポン！と栓が抜ける小気味よい音と共にシャンパンが噴きだし、クルーザーの側面にそれを豪快にかける。

　シャンパンの勢いがやむと、蓮はボトルから喉に流し込む。そしてもう一度口に含むと、栞南にキスをしてシャンパンを口移しで飲ませた。




　ふたりがデッキに乗り込むと、クルーザーは静かに動き始めた。栞南は感嘆の声しか出ない。

　操縦しているのはトニーだ。聞けば蓮も免許を持っていると言う。

　船内の豪華なリビングは広く、おそらく十人はくつろげそうな、ダークブラウンの落ち着いたソファセットもある。

　テーブルは木目が美しい木材で作られていて高級感が溢れている。そしてそのテーブルの上に大きな紫と白のバラの花束が置かれており、蓮はそれを栞南に手渡した。

「誕生日おめでとう」

「お花まで……ありがとう」

「月並みだけどな」

　花束に喜ぶ栞南に、蓮も満足げだ。

「この先がキッチンだ」

　キッチンにダニエルがいて、シェフコートを着た年配の男性が料理をしていた。

　そこを離れ、蓮の案内で狭い階段を下りる。

　船底には寝室がふたつあり、蓮はひとつのドアを開けた。細い通路の先にクイーンサイズのベッドがあった。

「このクルーザーなら近場への旅行も可能だ」

「レン、ステキすぎて言葉が見つからないの」

　蓮の手が栞南の顎にかかり、そっと上を向かされる。下りてくる彼の端正な顔。ふたりの唇が重なった。

「ただ喜んでくれればいい」

　蓮は栞南の喜ぶ笑顔が見られれば幸せを感じる。愛しい人の笑顔が蓮にとって一番うれしいのだ。

「レン……ありがとう。とっても幸せ」

　これ以上ないほどの笑顔を栞南は蓮に向けた。感動して涙が出てきそうだった。

「そろそろランチの用意ができたはずだ。行こう。遅くなるとダニエルがうるさいからな」

「うん」

　ふたりが階段をのぼり、リビングに戻ると、テーブルの上にふたり分のカトラリーが用意されていた。

　栞南と蓮がソファに座ったところで、ダニエルが急ぎ足でやってくる。

「小型ボートがこちらへ来ます」

　ダニエルの報告に、蓮の形のいい眉が問いかけるように片方上がる。

「ちょっと見てくるよ」

　栞南に告げて、蓮はソファから立ち上がるとデッキに出た。近づく小型ボートを見ながら、サングラスをかける。

　小型ボートから女が大きく手を振っている。それが誰だかわかると、蓮の口から大きなため息が漏れた。

「ミズ・ソフィアですね」

　隣に立つダニエルにもわかったようだ。

「トニー！　エンジンを止めろ！」

　操そう舵だ室しつにいるトニーは指示を受け、ゆっくりスピードを緩めてからエンジンを切る。

　デッキに出ている蓮のところへ栞南がやってきた。

「あれは……ソフィアさん！」

　ソフィアの姿を確認した栞南も大きく手を振る。みるみるうちに小型ボートはクルーザーの横につけられた。

　迎えに出たダニエルが手を貸し、紺のパンツスーツにパンプスという仕事モードのソフィアがデッキに上がってきた。

「もう！　レンったらひどいじゃない！　初出航に呼んでくれないなんて」

　乗り込んできて早々、ソフィアは蓮に文句を言い始める。

「お前は関係ないだろ」

「関係あるわよ。私が大事な〝ＫＡＮＮＡ号〟の初出航を逃すわけないでしょ」

「今すぐ帰れ」

「そんなこと言っても帰れないわ。ボートは帰しちゃったもの」

　蓮の冷たい態度もまったく気にしていないソフィア。夫婦めおと漫才を見ているようで栞南はクスッと笑う。

「カンナ、こんな冷たい男より私にしなさいな。お誕生日おめでとう。急いでいたからプレゼントは戻ってからね」

　栞南の同情を引こうと、ソフィアは嘆かわしい顔を見せてからハグをする。

「お前、いい加減にしろよ」

　蓮のひとことに、栞南はうれしくなる。

（なんだかんだと言いつつ、嫉妬してくれているみたい）

「ダニエル、私の分のランチはある？」

　リビングに視線を移したソフィアは、ダニエルに期待の目を向ける。

「充分に用意しております」

「さすがダニエル。お腹がペコペコなの。カンナ、食べましょう」

　ソフィアは微笑むと、船内へ足を向けた。

「レン、食べよう？」

　栞南は複雑そうな表情の蓮の腕に手を絡ませる。

「ああ」

　蓮は口元を緩めると、腕に置かれた栞南の手の甲に優しく触れた。




「んー、おいしいわ。さすがね。シーフードサラダのドレッシングも絶品だったわ」

　ソフィアは栞南が好きなえびがたっぷり入ったパスタを口にして、シェフを褒める。おいしい料理に白ワインが進んでいる。

「このワインも極上ね」

　にっこり笑ってグラスを掲げてみせるソフィアに、蓮は肩をすくめた。

「あら？　カンナ、食欲がないの？」

　ソフィアはパスタにまだ手をつけていない栞南に気づく。

「どうした？　栞南、えびは好物だろう。食べてみろよ」

　蓮は自分の皿の中のえびをフォークで刺し、栞南の口へ運ぶ。

「う、うん」

　差しだされたぷりっぷりのえびをパクッと口に入れて、ゆっくり咀そ嚼しゃくした栞南は、次の瞬間、口元を手で覆い席を立った。

「ごめんなさい」

　突然立った栞南に、蓮とソフィアが驚いている。

　ちゃんとした説明もできず、栞南は急ぎ足で先ほど蓮に教えてもらったレストルームに駆け込んだ。

　席に座った頃から胃がムカムカしていた。なにか食べれば治ると思ったが、余計に吐き気に襲われて、とうとう逆流した胃の中のものを出した。

「っ……はぁ……はぁ……」

（プレゼントされたクルーザーで船酔いしちゃうなんて……）

　フェリーに乗ったときは大丈夫だったのに、とうなだれながら個室から出て、口の中を洗う。

「栞南!?　大丈夫か!?」

　レストルームのドアの向こうから、蓮の心配する声が聞こえた。

（レンに申し訳ないな……）

　ドアを開けると、蓮に冷たいタオルを差しだされた。

「ありがと……ごめんなさい。船酔いしちゃった……」

「ああ、そうだろうと思った。すまない。酔い止めの薬はまだ置いていないんだ。今、引き返させているから」

　タオルを顔に当てた栞南は、せっかくのこの時間を台無しにしてしまった悔しさから涙が止まらなくなった。

「栞南？」

　顔からタオルを離さない栞南。蓮はそれをそっと取り上げた。

　青白い顔で大粒の涙を流す栞南に、胸が締めつけられる。

　自分の胸へ栞南を引き寄せ、髪を優しく撫でた。

「ごめ……ん、な……さい……」

「なぜ謝る？　謝る必要はない。クルージングをしたことがないのだから当然だ。おいで」

　栞南の背に手を置いてデッキに向かう。途中でソフィアが同情の目を栞南に向けたが、なにも言わずに見守っている。

　デッキに出た栞南は潮風を大きく吸い込む。

「遠いところを見てろよ。気持ち悪さが少し落ち着くと思う。それと……」

　背後にダニエルがやってきて、グラスにたっぷり入った氷水を蓮に渡す。

「ちょっと飲んで氷を口に含んでいるといい。気休め程度にしかならないが」

「ありがとう」

　蓮の優しさに再び泣きそうになりながら、水を少し飲んでから氷を口に含んだ。

「蓮とソフィアは食べて。せっかくシェフが作ってくれたんだから」

「お前はそんなこと気にせずに、前を見ていろ」

　蓮は遠い地平線に栞南の顔を向かせた。そして腕は揺れる身体を支えるように栞南の腰に置いた。




　ヨットハーバーに到着し、陸に降りても栞南の胃の暴れる感覚はなくならない。

「レン、早くカンナを休ませてあげて。明日、バースデープレゼントを持っていくわね。お大事に」

　ソフィアは栞南の身体をいたわりながら、真っ赤な愛車で帰っていった。

　蓮は栞南を車に乗せると、すぐ近くの最高級ホテルに向かった。ヨットハーバーから五分ほどのところだった。

「ホテルで休んで、明日帰ろう」

「レン……」

　蓮の気遣いに頷くのが精いっぱいだ。

　ホテルの部屋に入った栞南は、キングサイズのベッドにぐったりと横になる。

「なにか必要なものは？」

「ううん……レンがそばにいて……」

「ＯＫ」

　蓮が栞南の隣に身体を滑らせ抱き寄せると、すぐに規則正しい寝息が聞こえてきた。




　日が沈み、暗くなった部屋。蓮が点けたベッドサイドのダウンライトで栞南は目を覚ました。

　黒曜石の瞳が栞南を見つめている。

「気分はどう？」

「ん……大丈夫」

　頭を枕につけたまま、栞南は真剣な顔でこくっと頷く。

「よかった。なにか胃に入れたほうがいいな。ルームサービスを頼むか」

「うん。お腹がペコペコ……レン、ごめんなさい」

　蓮の安堵した顔に心が温かくなると同時に、申し訳なくなる。

（船酔いするなんて……）

「そんな顔をするなよ。船なんて慣れれば酔わなくなる。酔い止めもあるしな」

　蓮は栞南の髪を撫でると、そこへキスを落として起き上がった。

「酔わなくなるようにがんばるからね。だからまた連れていってね」

　栞南もベッドから抜け出ようと上体を起こしたとき、急にまた胃が不快感を訴え始める。

（どうして……？　これは……）

　吐き気をもよおして困惑する栞南の脳裏に、生理が来たのはいつだっただろうかという疑問がよぎる。

　蓮がベッドに座ったまま考え込む栞南に気づき、隣に腰を下ろす。

「どうした？」

「レ……ン……もしかしたら、ハワイで買ってくれたロンパースを使う日が近いかも」

　ハワイで結婚式を挙げ、約一ヵ月のハネムーン中、動物園へ遊びに行ったときに動物柄のロンパースがかわいいと、蓮が買ってくれたのだ。

（そうだ、生理が今月来ていない）

　蓮は最初、栞南がなにを言っているのか理解できなかった。

「ハワイで買ったロンパース……まさか!?」

　蓮の切れ長の瞳が大きくなり、栞南を見つめる。

「栞南、赤ちゃんができたのか!?」

　まるで雷に打たれたように呆然となっている。

「船酔いじゃなくて、お腹に赤ちゃんがいるから吐き気があったのかも。レン、どうしよう……うれしい」

　栞南は蓮の首に抱きついた。

　蓮との赤ちゃんが早くできるようにと、ずっと願っていたのだ。

「栞南、病院へ行こう」

「えっ、これから？」

　ベッドサイドのデジタル時計が示すのは十九時十分。診療は終わっている時間だ。

「薬局で判定薬を買えば――」

「確かな結果が知りたい。遅くまでやっている病院があるから、そこへ」

　妊娠しているかもしれない驚きで吐き気は少し治まり、移動できないこともない。

　栞南も妊娠なのか、はっきり知りたい気持ちがあった。




「おめでとうございます。妊娠六週目ですよ」

　女医は緊張が拭えない蓮と栞南に、にっこりと笑みを向けた。

「妊娠六週目……」

　栞南はぼんやり呟く。まだ実感が湧かないのだ。

　隣に座る蓮も同じだが、愛しい存在が増えたことがじんわりとわかってくる。

　蓮にとって念願の家族だった。親戚は香港と日本にいるが、何年も会わない人たちも多い。

　自分の血を受け継ぐ子供が誕生するとわかり、感動していた。

「夢を見ているみたいだ……」

「夢ではありませんよ。心拍もしっかりしているし、母体も健康なので、きっと元気な赤ちゃんが生まれてきます」

　女医は優しく笑って言った。

「ありがとうございます」

　栞南は女医にお礼を言うと、蓮に視線を向けた。まだ信じられないみたいに複雑な表情。でも目と目が合うと、うれしそうに口元を緩ませた。

　その表情に、栞南は蓮がどれほど家族を望んでいたか知った。




　それからふたりは飲茶の夕食をとってから、レパルス・ベイのタワーマンションへ戻った。

　蓮は栞南の身体を終始気遣っている。

「座ってろよ。今、お茶を淹れてくる」

「私が淹れるよ。レンがキッチンを動きまわっているなんて、なんか嫌なの」

　人に家事をやってもらうことが当然の環境で育った蓮だが、結婚してからは手伝うこともあった。

　だが栞南は蓮に家事をやらせたくなかった。

（自分は専業主婦なんだから）

「嫌って……とにかく座ってろ」

　びしっと命令されて仕方なくソファに座った。

　さほど時間もかからずに、お茶を淹れた蓮が戻ってきた。テーブルの上に湯呑みと、ホットミルクの入ったカップを置くと栞南の隣に腰かける。

「お前のはホットミルクにした」

「ありがとう。いただきます」

　熱いミルクをすすると、蓮に見つめられていることに気づき小首を傾ける。

「どうしてそんなふうに見つめるの？」

　恥ずかしくなって、蓮をまともに見ることができない。うつむいて視線をそらすと、蓮の指が顎にかかり、目を合わさざるを得なくなる。

「レン……」

　熱いまなざしに戸惑い、瞳が揺れる。

「俺は自分がこんなに人を愛せるとは思わなかった。愛するお前の中に、俺たちの子供がいる。俺がどれだけ感動し、喜んでいるかわかるか？」

　蓮は栞南をそっと抱きしめる。

「レン、喜んでくれてうれしい。何人でも生んで大家族を作れそうな気分」

「栞南、ありがとう」

　蓮は栞南の額にキスを落とし、そっと唇に触れた。




　翌日は土曜日。ふたりは天后廟まで散歩した。まだ午前中ということもあり、観光客もまばらだ。手を繋ぎながら、砂浜から鮮やかな仏像のある寺院まで、栞南の好きなコースを歩く。

　長寿橋の十段ほどの階段を上がろうとした栞南だが、蓮に立ち止まらされる。

「どうしたの？」

「階段は気をつけろよ。上がらないのが一番だ」

　蓮の過保護発言に一瞬呆気に取られてから、まわりの人が驚くくらい笑い始めた。

「お、おい」

「だって、今でこんなに心配するんだから、お腹が大きくなったらどうなっちゃうのかなって想像したらおかしくて。ふふっ」

　笑い転げそうな勢いの栞南に、蓮は珍しく困ったような表情になり、鼻に手をやる。

「俺が心配しすぎて白しら髪がにならないように、行動に気をつけてくれるよな？」

「レンは白髪でもカッコいいよ。見てみたい気もする」

　栞南の返事に大きくため息をつく。

「気をつけて行ってこいよ」

「レンは来てくれないの？　一緒に長生きしなくちゃ」

　栞南は蓮に腕を絡めると、ふたりで階段をのぼった。




　タワーマンションに戻った数分後、インターホンが鳴った。訪ねてきたのはソフィアだった。

　部屋の中へ入ってきた彼女は不可解な顔をしている。

「カンナ、レンに薬でも盛った？　それとも変な食べ物を食べさせたとか？」

　玄関でソフィアを出迎えたのは蓮だ。

「え？」

　栞南はソフィアの言っていることがわからず、キョトンとした顔になる。

「なんか気持ち悪いほどニヤけてるのよ。あ、笑いが止まらなくなるキノコを!?」

　ソフィアのあとから蓮が戻ってきた。しかし栞南からするとニヤけているようには見えない。

「そんなの食べさせていないけど……？」

「それより、もう体調はよくなった？　船酔いは残念だったわね。でも、レンはもっと残念だったかしら？　カンナの誕生日に間に合わせないとって、真夜中まで職人に内装をさせていたのよ。もちろんレンも手伝ったって」

（真夜中まで……あ！　遅くなったのは仕事じゃなくて……）

「ペラペラしゃべってんじゃないぞ」

　蓮はソフィアの横を通り、ソファにドカッと腰かける。

　栞南は蓮の気持ちがうれしくて、ソフィアがそばにいるにもかかわらず、彼に近づくと抱きついた。

「あら……アツアツ」

　ソフィアのびっくりする声が聞こえる。そして大胆な栞南に蓮も驚いている。

「栞南」

「レン、うれしくて……ありがとう。私、とても幸せ」

「母親になると、女は大胆になるのか」

　栞南の背に腕を回した蓮は、喉の奥でクッと笑った。

　そこでソフィアが突然、素すっ頓とん狂きょうな声を上げる。

「ちょっと、今なんて言ったの？　は、母親って言った？」

　ソフィアに報告しようと、栞南は蓮から離れた。

「そうなの。船酔いじゃなくてつわりだったみたいで。夜、病院に行ったら妊娠六週目だったの」

　栞南の話にソフィアの目が大きくなる。

「カンナ、レン！　おめでとう！」

　ソフィアは満面の笑みになって栞南に抱きつく。

「ま、これだけ愛し合っているふたりなんだから、すぐに妊娠するとは思っていたけれど、昨日は気づかなかったわ。レンがパパになるのね。想像つかないわ」

「私はレンのパパになった姿がはっきり思い浮かびます。目尻を下げて、赤ちゃん言葉を使って……とーっても甘いパパになります」

　お腹の中にいる赤ちゃんはまだまだほんの小さな命。生まれてくる日が待ち遠しい。

　栞南は平らなお腹に手を置いた。

「勝手に想像しているんじゃないぞ」

「レンったら、珍しく恥ずかしがってるじゃない」

　ソフィアにからかわれて、蓮は「お前もう帰れ」などと言っている。幼馴染みのソフィアと蓮はなんでも話せる仲で、栞南はうらやましいとずっと思っていた。ふたりに恋愛感情はないとわかっていても、彼らの空気のような自然な関係に嫉妬していた。でも今は、蓮に家族を作ってあげられる自分はどんなに幸せなのだろうと思う。

「栞南、どうした？」

　ぼんやり自分を見つめる栞南に、蓮は声をかけた。

「え？　あ、ううん。すごく幸せだなって」

「素直すぎて戸惑うな。お前を幸せにできるのは俺しかいないからな」

　蓮は栞南を引き寄せてキスしようとするが、その愛しい存在はソフィアを気にして腕の中から逃れた。

「独身の私には目の毒だわ。はい。バースデープレゼント。また遊びに来るわ。今度はレンがいないときにね」

　ソフィアは笑いながら、抱えていた大きな箱を栞南に手渡すと玄関へ向かう。

「ソフィアさんっ、お茶ぐらい……」

　ソフィアを追いながら栞南の顔は真っ赤だ。

「いいの、いいの。私もうれしいんだから。じゃあね。レン、カンナに無理させないでよ」

　困惑する栞南に微笑むと、ソフィアは帰っていった。

「ソフィアさんに申し訳ないことしちゃった……」

「まあ、意外に気を遣うやつだからな」

「……うん」

　リビングに戻った栞南の肩に、蓮の腕が回る。

「栞南、何度でも言う。お前に出会えてよかった。俺を幸せにできるのもお前しかいない」

「レ……ン……、私も……」

　振り向かされた栞南の唇に、蓮はこれ以上ないくらい優しいキスを落とした。




　翌年、栞南と蓮が初めて出会ったのと同じ日、ふたりに元気な男の赤ちゃんが生まれた。





ＥＮＤ












あとがき




　こんにちは。若菜モモです。このたびは『俺様富豪と甘く危険な恋』をお手に取っていただきありがとうございます。

　このお話はベリーズ文庫では異色で、外国をメインに物語が繰り広げられています。場所は香港。私は若い頃から海外旅行が好きでいろいろな国を訪れていますが、香港へ行ったのは二〇一五年一月が初めてでした。このお話を頭に思い描きながら、ガイドブック片手に歩きまわりました。バス乗り場が探せず、ようやく見つけたバスが間違っていたことも。それはそれで優しい現地の人と出会え、思い出に残る失敗でした。

　香港を歩きまわるうちに、プロットが固まってきて、主人公たちが動きまわる姿を思い浮かべることができました。蓮が高級車を運転しているところや、栞南がひとりバスに乗るシーンなど。ヴィクトリア・ピークは絶対ふたりにデートさせたい場所だとか、いつになく妄想力が働きました。こんなことは滅多にないことです（笑）。香港の美しい景色や雑然とした裏通りなど、惹かれるものがあり、どうしてもっと早く訪れなかったのだろうと後悔しました。不慣れな初香港でしたが、私なりに見たものをこの本に書けた気がします。この作品を読んでくださった皆様が香港へ行ってみたいと思ってくださるとうれしいです。そして蓮と栞南の香港ラブストーリーを楽しんでいただければ幸いです。

　サイトのほうではハネムーン編を公開しております。ぜひ遊びにいらしてください。




　最後に、この作品にご尽力いただいたスターツ出版の皆様、編集でお世話になっております三好様、矢郷様、いつもきめの細かいアドバイスをくださり感謝しています。想像通りの蓮と栞南を描いてくださいました沙槻様、ありがとうございました。デザインを担当してくださいました金子様、この本に携わってくださいましたすべての皆様に感謝申し上げます。

　以前も、読んでくださる皆様がいて若菜モモがいると申しましたが、日々その気持ちを忘れずにこれからも胸がドキドキするようなお話を書きたいと思っております。

　これからも小説サイト『Berry's Cafe』、そして『ベリーズ文庫』の発展を祈りつつ、応援してくださる皆様に感謝を込めて。





二〇一六年三月吉日　若わか菜なモモ
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